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はじめに 

 

 「付属説明資料」は、平成18年12月及び平成

19 年８月に公表された改訂版レッドリストにお

いて新規に掲載された種を基本に、それらの生息

状況等を簡潔に解説したもので、本冊子は、その

「汽水・淡水魚類」版です。 

 すでに刊行されているレッドデータブックと合

わせて、絶滅のおそれのある野生生物の保護を進

めていくための基礎的な資料として広く活用され

ることが望まれます。 

 改訂レッドリストの詳細については、以下の

webページを参照してください。 

http://www.env.go.jp/press/press.php?serial=7849 

http://www.env.go.jp/press/press.php?serial=8648 

http://www.env.go.jp/press/press.php?serial=8886 

 

掲載種と解説内容 

 

 平成19年8月3日に公表された汽水・淡水魚類

改訂レッドリストに掲載された230種・亜種のな

かから、同リストにおいて新規掲載あるいはラン

ク変更された169種・亜種について、以下の内容

を簡潔に解説しました。なお、記載内容は原則と

してレッドリスト公表時のものです。 

 ○カテゴリー区分（新ランク及び[新規掲載]等の表記） 

 ○目名、科名 

 ○和名 

 ○学名、記載者名、記載年 

 ○生息状況等、以下の項目を簡潔に記載 

  日本における固有性／形態と特徴／分布の概要／ 

  生息地の現況とその動向／存続を脅かしている原 

  因とその種の危機の状況／保護対策 

（存続を脅かしている原因は、できる限り記述の統

一を図るために、原則として別表に挙げたタイプ区

分を用いコードを付記した。） 

 ○参考文献 

  
 ■原因のタイプ区分表  
 

 森林伐採11 湖沼開発12 河川開発13 海岸開発14 

 湿地開発15 草地開発16 石灰採掘17 ゴルフ場21 

 スキー場22 土地造成23 道路工事24 ダム建設25 

 水質汚濁31 農薬汚染32  

 園芸採取･観賞用捕獲･狩猟41 薬用採取42 

 その他不法採集など43 踏みつけ51 捕食者侵入52 

 管理放棄53 遷移進行・植生変化54  火山噴火55 

 帰化競合56 異種交雑・放流57 産地局限61 

 近交化進行62  その他71 不明99 

 

執筆 

 

 執筆はつぎの方々にお願いし、執筆者名を種ご

との記載の末尾に明記しました。 

 秋山信彦（東海大学海洋学部） 

 大迫尚晴 

 揖 善継（和歌山県立自然博物館） 

 河村功一（三重大学生物資源学部） 

 後藤 晃（北海道大学北方生物圏ﾌｨ ﾙーﾄﾞ科学ｾﾝﾀー ） 

 小早川みどり（九州大学システム生命科学府） 

 清水孝昭（愛媛県水産研究センター） 

 杉山秀樹（秋田県農林水産部） 

 鈴木寿之（兵庫県立尼崎北高等学校） 

 瀬能 宏（神奈川県立生命の星・地球博物館） 

 田北 徹（長崎大学名誉教授） 

 竹垣 毅（長崎大学大学院生産科学研究科） 

 立原一憲（琉球大学理学部） 

 内藤順一（広島県立祇園北高等学校） 

 針生 勤（釧路市立博物館） 

 藤田朝彦（近畿大学農学部） 

 細谷和海（近畿大学農学部） 

 前田 健（琉球大学理学部） 

 前畑政善（滋賀県立琵琶湖博物館） 

 向井貴彦（岐阜大学地域科学部） 

 横井謙一（近畿大学農学部） 

 米沢俊彦（鹿児島県環境技術協会） 

 

今後の対応 

 

 環境省では、レッドリストや本冊子について広

く普及を図ることで、絶滅のおそれのある野生動

植物の種の保存への国民の理解を深めるととも

に、関係省庁や地方公共団体等に配布することに

より各種計画における配慮等を促す予定です。 

 また、レッドリストの掲載種の中で特に保護の

優先度が高い種については、さらに生息状況等に

関する詳細な調査の実施等により情報収集を行

い、その結果及び生息・生育地域の自然的・社会

的状況に応じて「絶滅のおそれのある野生動植物

の種の保存に関する法律」に基づく国内希少野生

動植物種に指定する等、必要な保護措置を検討し

ます。 

 なお、レッドリストは、今後とも、５年ないし

10 年ごとに再調査と見直しを行う必要があるも

のと考えられます。 

環境省自然環境局野生生物課 
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EX（絶滅）［新規掲載］ 

チョウザメ目 チョウザメ科 

チョウザメ 
Acipenser medirostris Ayres, 1854 
 

 日本で記録された最大全長 2.7ｍ。体はやや円筒形である。吻は突出するが、尖らない。吻の下面に４本の髭

があり、髭は円柱形である。口は小さく、左右の鰓膜が峡部と癒合する。鱗はチョウが羽を広げたような板状で、

背側で7～11枚、体側で22～36枚である。尾鰭は異尾（サメ形）である。 

 日本、サハリン、ロシア極東域、朝鮮半島、タタール海峡、ピーター大帝湾、北米などの沿岸に分布する。国

内においてかつて日本海側では新潟県以北、太平洋側では福島県以北の沿岸域に分布した。大正から昭和初期に

かけて、北海道の石狩川や天塩川に相当数遡上し、多数漁獲された。しかし、1935年頃から急激に減少し、1960

年代には、ほとんど遡上しなくなった。北海道や東北沿岸では現在でも毎年数尾捕獲されているが、国内の河川

での産卵や孵化の事実がないことから、いずれのチョウザメも沿海州系群からの迷魚である。産卵河川である天

塩川と石狩川で成魚および仔稚魚が確認できないことから、日本系群は絶滅したと考えられる。 

 本種は６～８月の産卵期に河川に遡上し、川底の砂礫や水草などに産卵する。また、稚魚は晩秋まで産卵場所

付近にとどまり、初冬の頃海に下る。絶滅の原因は河川改修（13）などにより、産卵場所や稚魚の生息地が消失

したことによるものと考えられる。今回、汽水魚を従来よりも幅広く扱うこととしたことから、新たにレッドリ

ストに掲載された。 

 

【参考文献】 28）、122） 

執筆者：針生 勤（釧路市立博物館） 

 
CR（絶滅危惧ⅠA類）［新規掲載］ 

ウナギ目 ウツボ科 

コゲウツボ 
Uropterygius concolor Rüppell, 1838 
 

 最大全長25cm。ウツボ科としては小型種で、体は細長く、ほぼ円筒形。背鰭と臀鰭が尾端付近に限られること、

後鼻孔の周辺に頭部側線管の開孔がないこと、肛門は体の中央付近にあること、頭部や体に斑紋がなく、一様に

焦げ茶色であることが特徴。 

 インド洋から中・西部太平洋にかけての熱帯域から知られており、日本では奄美諸島、沖縄諸島、八重山諸島

に分布する。マングローブ林が発達する河口域に生息し、やや開けた水路の軟泥底にある大きな死サンゴ塊の下

に潜む。琉球列島における産地は局所的で、これまでに４河川から記録されているに過ぎない（61）。産地におけ

る生息範囲は、生息環境の特殊性からきわめて狭く、生息数はどこでもごく少数である。継続的に記録されてい

た沖縄島の河川では、河口付近の大規模な道路工事（24）による環境改変の影響が大いに懸念される。奄美大島

では1982年に記録されて以来、追加記録がなく、石垣島では河口付近の道路工事（24）や土地造成（23）による

環境悪化により絶滅した可能性が高い。西表島の生息地では、リゾート開発による環境負荷の影響（23、31、71）

が懸念されており、総合的にみて本種の絶滅の可能性は著しく高まっていると判断される。今回、南西諸島の汽

水・淡水魚の評価対象種が拡充されたことから、新たにレッドリストに掲載された。保全策はとられていない。 

 

 

【参考文献】 78）、100） 

執筆者：瀬能 宏（神奈川県立生命の星･地球博物館） 
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CR（絶滅危惧ⅠA類）［新規掲載］ 

ウナギ目 ウツボ科 

ナミダカワウツボ 
Echidna rhodochilus Bleeker, 1863 
 

 最大全長30cm。ウツボ科としては小型種で、体は細長く、やや側扁する。背鰭は鰓孔上部、臀鰭は肛門の直後

からそれぞれ始まる。頭部や体の地色は一様に焦げ茶色で、眼の後方下に口裂を横切る鮮明な白色斑があること

が特徴。 

 西部太平洋の熱帯域から知られるが、日本では西表島の１河川だけから記録されているに過ぎない（61）。マン

グローブ林が発達する河口のやや開けた水域に生息し、大きな岩の亀裂の間や死サンゴ塊の下に潜む。琉球列島

の河川ではそのような環境が少ないため、生息範囲は局限されており、生息個体数はごくわずかである。生息場

所付近ではリゾート開発による環境負荷の影響（23、31、71）が懸念されており、個体群の存続が危ぶまれてい

る。今回、南西諸島の汽水・淡水魚の評価対象種が拡充されたことから、新たにレッドリストに掲載された。保

全策はとられていない。 

 

 

 

 

 

【参考文献】 23）、78） 

執筆者：瀬能 宏（神奈川県立生命の星･地球博物館） 

 
CR（絶滅危惧ⅠA類）［←EN］ 

コイ目 コイ科 

イチモンジタナゴ 
Acheilognathus cyanostigma Jordan & Fowler, 1903 
 

 日本固有種。最大全長雄８cm、雌７cm。タナゴ類の中で最も体高が低く、１対の短い口髭をもつ。染色体数は

２n＝44。側線は完全で側線有孔鱗数は 38～41。背鰭と臀鰭の分岐軟条数がともに８であり、タナゴ同様、その

数が少ない。体側に太く細長い淡青色の縦帯があり、この前端が顕著な淡青斑で始まるのが本種の特徴である。

繁殖期の雄は頭部後方部、背鰭と臀鰭の外縁部、臀鰭後端部がいずれも顕著な紫桃色となる。また、背部は青緑

色となり吻部には顕著な追星が見られるのに対し、雌では婚姻色の代わりに長い産卵管が発達する。 

 天然分布は濃尾平野、三方湖、琵琶湖淀川水系であるが三方湖と琵琶湖においてはすでに絶滅したとされてい

る。淀川、濃尾平野においても個体数の減少が著しい。静岡、徳島、高知、広島、山口、熊本における分布は移

殖によるものとされているが、三重、和歌山、奈良、兵庫、岡山については不明。 

 本種はワンド、湖沼、農業用水路といった抽水植物の繁茂する止水ないしは緩流域を好む。主な減少要因は、

ブルーギル、ブラックバス等の肉食性外来魚の侵入（52）、河川開発（13）と水質汚濁（31）による環境の悪化、

タイリクバラタナゴとの帰化競合（56）に加え、マニア、業者による観賞魚捕獲（41）である。生息地の縮小だ

けでなく、各生息地における個体数の減少も著しいことから、今回、ランクの変更を行った。 

 野外での保全活動はなされていない。人工繁殖は難しい種であるが、野外での自然繁殖は比較的容易である。 

 

【参考文献】 76）、83） 

執筆者：河村功一（三重大学生物資源学部） 
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CR（絶滅危惧ⅠA類）［←VU］ 

コイ目 コイ科 

セボシタビラ 
Acheilognathus tabira nakamurae Arai, Fujikawa & Nagata, 2007 
 

 2007年タビラの新亜種Acheliognathus tabira nakamurae として記載された。全長６～９cmになる。タナゴ

亜科魚類としては比較的ほっそりとした体型をしている。分布および卵の形状、稚魚と若魚の背鰭に顕著な黒斑

が見られる点で他４亜種と区別される。カタハガイ、マツカサガイなどに産卵する。河川の緩やかな流れのある

本、支流や用水路で、水草が繁茂する砂泥底、砂礫底域に生息する。 

 玄界灘に流入する福岡市の河川、有明海に注ぐ筑後川、矢部川、緑川、菊池川の各水系など、九州の中部、北

西部にのみ分布する。日本固有亜種（種全体として日本固有種）。 

 明確な数は不明であるが、生息数、生息域の減少は著しく、近年、熊本県緑川水系では緑川本流域での生息が

確認されていない。福岡市でも玄界灘に流入する河川では１水系から採集されるのみで、筑後川、矢部川両水系

でも減少が著しい。長崎県壱岐島の個体群は、1976年まで生息の記録があるが、本種の生息地域で大規模な河川

改修（13）、堰の改修（25）が行われ、河川形態が著しく変容した。近年壱岐島では生息の報告がない。河川改修

（13）による河川形態の変化や、農業用水路のコンクリート三面化、本種が好んで産卵するカタハガイなどの二

枚貝の減少、観賞用の捕獲（41）、外来魚による捕食（52）などが激減の原因と考えられる。現在、保護対策は取

られていない。 

 

【参考文献】 8）、17） 

執筆者：小早川みどり（九州大学システム生命科学府） 

 
CR（絶滅危惧ⅠA類）［←EN］ 

コイ目 コイ科 

ゼニタナゴ 
Acheilognathus typus (Bleeker, 1863) 
 

 全長８cm程度、大型個体は10cmを超える。髭をもたず、産卵期が秋、染色体数２n＝44であることなどイタセ

ンパラに類似するが、鱗は小さく縦列鱗数は50枚以上であり、タナゴ亜科全体の中で特異である。9～11月にド

ブガイ、イシガイなどに産卵し、貝内で孵化後、翌春５～６月に稚魚が浮出する。稚魚はその年の秋には６cm程

度になり産卵に参加する。 

 日本固有種で、中国大陸に近縁種が存在しない。霞ヶ浦、伊豆沼、八郎潟など大型の湖沼や利根川、阿武隈川、

雄物川などの大河川を中心に、青森県を除く東北地方、関東地方の全都県、新潟県に分布していた。すでに絶滅

した都県は、山形県、新潟県、群馬県、栃木県、茨城県、千葉県、東京都、埼玉県、神奈川県の１都８県で、現

在も生息が確認されているのは秋田県、岩手県、宮城県、福島県の４県であるが、各県とも生息地点は限定され

たきわめて狭い範囲であるとともに各地域個体群の生息個体数はきわめて少ない。 

 従来の生息地で絶滅した原因は、池沼の改修・埋め立て（12）、溜池の管理放棄による水質悪化と産卵基質とな

るドブガイ等淡水二枚貝の減少（53）、オオクチバス・ブルーギルなど外来魚の分布拡大（56）、タイリクバラタ

ナゴの侵入と競合（56）、観賞魚業者による採集（41）などさまざまである。生息地点の著しい減少傾向および現

在の生息地点においても同様の問題を抱えており、ランクが変更された。福島県では県条例により捕獲が禁止さ

れているほか、各県においても保全池の造成、移殖放流、NPOによる保護活動などが行われている。 

【参考文献】 83）、122） 

執筆者：杉山秀樹（秋田県農林水産部） 
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CR（絶滅危惧ⅠA類）［←EN］ 

コイ目 コイ科 

シナイモツゴ 
Pseudorasbora pumila pumila Miyadi, 1930 
 

 1918年に宮城県品井沼で採集された標本に基づき1930年に新種として記載されたもので、日本固有種である。

最大全長８cm程度で、モツゴに似るが、有孔鱗がシナイモツゴは体前方に０～５枚であるのに対し、モツゴでは

連続する。両種を比較すると、シナイモツゴは頭が大きい、尾柄が高い、対幅が厚い、背鰭および尾鰭の外縁が

尖らない、体色が黒褐色で銀白色の金属光沢をもたないなどの差異が認められる。産卵期は４～７月で、その時

期の雄は全体的に黒くなり、頭部に大型の追い星が発現する。産卵は倒木の下面、石の側面など比較的安定した

基質で行われ、雌は１層に卵を産みつけ、雄は孵化まで保護する。 

 関東・東北・信越地方の池沼にふつうに生息していたが、関東では1950年代に絶滅し、その他の地域でも減少

が著しい。その背景として、モツゴが侵入することにより雑種が出現し、雑種が不稔であることから数年でモツ

ゴに置き換わる事例が多く認められている（57）。そのほか、オオクチバス等外来魚の侵入（52、56）、溜池の改

修（12）、溜池の管理放棄による生息環境の悪化（53、31）などによる影響も大きい。現在も生息が認められるの

は長野県、新潟県、山形県、秋田県、福島県、宮城県、青森県であるが、各県ともきわめて限定された地域であ

るとともに他から隔離された小型の池沼であり、今後とも危機的状況にあると判断される。宮城県大崎市（旧鹿

島台町）および青森県青森市では天然記念物に指定されている。 

 

【参考文献】 51）、83） 

執筆者：杉山秀樹（秋田県農林水産部） 

 
CR（絶滅危惧ⅠA類）［←EN］ 

コイ目 コイ科 

アブラヒガイ 
Sarcocheilichthys biwaensis Hosoya, 1982 
 

 最大全長20cm。体は細長く、吻はやや長い、いわゆるツラナガ型（面長型）である。体色は、全身が濃い黄褐

色を帯びている。体側には斑点がなく、背鰭に黒斑がない。これらの特徴によって同所的にすむビワヒガイ S. 
variegatus microoculus や河川にすむカワヒガイS. v. variegatus と区別できる。成熟した雄では、頭部側面に

追星が現れ、体色が黒化する。また、雌では産卵管が２cm程度に伸びる。 

 琵琶湖（北湖）の岩礁地帯とその周辺に分布する。琵琶湖固有種（日本固有種）。近年では、生息場近くに設置

された定置漁具であるエリで、年に数尾しか漁獲されないほどに減少している。 

 本種は、岩礁地帯を主たる生息場とし、絶えず底近くを遊泳し、水生昆虫類幼生、小型巻貝類、付着藻類など

を餌としている。産卵は、他のヒガイ類同様、活きた二枚貝、特にササノハガイなどに行う。 

 減少要因は、必ずしも明確ではないが、産床となる二枚貝類の減少（71）のほか、北米原産の外来魚２種（オ

オクチバス、ブルーギル）による捕食圧（52）などが考えられる。減少率が著しいため、今回ランク変更がなさ

れた。 

 野外での保全活動はなされていない。滋賀県立琵琶湖博物館で増殖が行われている。 

 

 

【参考文献】 32）、41）、78）、83） 

執筆者：前畑政善（滋賀県立琵琶湖博物館） 



 - 6 -

CR（絶滅危惧ⅠA類）［新規掲載］ 

コイ目 コイ科 

ホンモロコ 
Gnathopogon caerulescens（Sauvage, 1883） 
 

 最大全長14cm。体形は、近縁種であるタモロコG. elongatus elongatusに比べて細長く、スマートである。体

色は銀白色で、体側中央に目立たない１本の縦帯がある。吻がやや尖り、口はやや上向きに開く。タモロコに比

べて鰓耙数多く、口髭が短い。 

 琵琶湖の沿岸から沖合にかけて分布する。琵琶湖固有種（日本固有種）。晩秋から冬季は、琵琶湖北湖の深所の

低層近くで過ごし、産卵期の３～７月には、北湖沿岸や南湖に来遊し、岸辺寄りの水草や波打ち際の水中に没し

た柳の根等に卵を産みつける。暖季には沿岸～沖合でやや疎な群れをつくって動物プランクトンを食べる。満１

年で体長約８cm、２年で約11cmに達する。雌雄とも満１年で多くのものが成熟する。山中湖や奥多摩湖では移殖

されたものが繁殖している。減少要因として、繁殖場となる湖岸のヨシ群落や湖岸に張り出した柳の根の減少（12）、

湖岸のコンクリート化による繁殖・生育場所の減少（12）のほか、北米産外来魚２種（オオクチバス、ブルーギ

ル）による卵、仔稚魚～成魚の捕食(52、56)などが考えられる。本種は、琵琶湖漁業の重要な対象魚であるが、

漁獲量は1995年頃までは毎年150～300トンあったが、懸命の増殖努力にも拘わらず1996年以降は減少の一途を

たどり、2004～2005 年には10 トン以下（2004；５トン、2005；７トン）に激減している。そのため、今回レッ

ドリストに掲載された。滋賀県では、毎年増殖した仔稚魚を琵琶湖に放流している。 

 

【参考文献】 41）、78）、83）、109）、110） 

執筆者：前畑政善（滋賀県立琵琶湖博物館） 

 
CR（絶滅危惧ⅠA類）［新規掲載］ 

コイ目 ドジョウ科 

スジシマドジョウ小型種山陽型 
Cobitis sp. S San-yo form 
 

 最大全長は雄 4.5cm、雌６cm。体型は一般的なドジョウ類と同様である。体色は白色～淡黄色で、体側に不完

全な縦帯がある。尾鰭に不規則な横帯が１～３列あり、後縁はかすかに縁取られる。雄の胸鰭基部に円形の骨質

盤をもつ。染色体数は雄で２n＝49、雌では２n＝50。同所的に生息するシマドジョウCobitis biwae ４倍体性種

とは、雄の胸鰭の骨質盤の形状、胸鰭から腹鰭までの筋節数などで識別され、加えて他の近縁種とは体側斑紋お

よび分布域の違いにより区別できる。 

 日本固有種で、岡山県吉井川から広島県芦田川にかけての山陽地方に分布する。河川本流よりも、これに連絡

する農業用水路に多く見られる。スジシマドジョウ小型種の地方種族はこれまで区別して評価されていなかった

が、それらの大部分は明らかに形態的、遺伝的に分化しており、分布域を異にする独自の分類学的実体であるこ

とから、新たに各種族について評価を行った。いずれの種族も分布域は局限されている（61）。山陽型は1980年

代前半の時点では危急性が低いと推定されていたが、その後生息水路のコンクリート化、繁殖場所におけるU字

溝の設置など（13、15）により急激に生息地点が減少した。広島県ではここ20年近く確認例がなく、岡山県で現

在、３水系の数地点が確認されているに過ぎない。また、それらの地点においても今後の都市化（23）などで個

体群は減少に向かうことが予測されている。 

 

【参考文献】 41）、93）、94） 

執筆者：清水孝昭（愛媛県水産研究センター） 
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CR（絶滅危惧ⅠA類）［新規掲載］ 

サケ目 サケ科 

ベニザケ（ヒメマス） 
Oncorhynchus nerka nerka (Walbaum, 1792) 
 

 最大全長はベニザケで65cm、ベニザケの陸封型のヒメマスで42cm程度である。ヒメマスは、背側が青緑色で、

体側から腹部にかけて銀白色である。産卵期には雄の吻が伸びてかぎ状になり、いわゆる鼻曲がりになる。また、

背鰭から前の部分が著しく盛り上がる。雌では吻がわずかに伸びる程度である。体の背面から体側にかけて鮮紅

色に変化する。 

 ヒメマスの原産地は阿寒湖と網走川上流のチミケップ湖であるが、阿寒湖から各地の湖に移殖された。現在、

北海道内では支笏湖、倶多楽湖、洞爺湖、本州では十和田湖、尾瀬沼、中禅寺湖、本栖湖、中部以北の高地にあ

る湖に分布する。国外では北緯40度以北の北太平洋、ベーリング海、オホーツク海に分布する。遡上河川のアジ

ア側の南限は択捉島である。 

 各地の湖へ移殖された卵には択捉島からのベニザケ卵が含まれていたこと（57）、また、北海道固有の個体群が

保持されていた阿寒湖にも、支笏湖から逆移殖（57）が行われたことなどから、遺伝的な交雑が生じていると考

えられる。チミケップ湖において、最近の調査ではヒメマスは確認されていない。このように、北海道固有のヒ

メマス個体群が絶滅に近い状態にあることから、今回、新たにレッドリストに掲載された。 

 

 

【参考文献】 28）、54） 

執筆者：針生 勤（釧路市立博物館） 

 
CR（絶滅危惧ⅠA類）［新規掲載］ 

トゲウオ目 トゲウオ科 

ハリヨ 
Gasterosteus aculeatus leiurus Cuvier, 1829 
 

 最大全長９cm。体は細長い。背鰭棘はおおむね３本であるが、稀に４～５本もつ個体も存在する。体側の鱗板

は胸鰭付近の体前部に限られ、５～７枚の個体が多い。繁殖期の雄には頭部下面から鰓蓋にかけて鮮やかな赤色、

体側には光沢のある青色を呈する。 

 本亜種はかつて滋賀県北東部、岐阜県南西部、三重県北部に分断されて分布していたが、1950年代に三重県の

個体群が絶滅したことによって、現在では前２地域にのみ分布が限られる（61）。滋賀県と岐阜県の地域個体群間

には比較的大きな遺伝的分化が認められていることから、それぞれの地域個体群は別々に保護される必要がある。

本亜種は湧水を水源とする池沼やその下流部の流れの緩やかな場所で一生を送る。繁殖期は３～５月がピークと

なるが、ほぼ周年にわたる。卵の直径は1.7～1.9mmと小さく、寿命はほぼ１年である。 

 生息地の縮小、個体群サイズの減少の主な要因は、農工業用水の利用増加に伴う湧水の枯渇化（71）およびコ

ンクリート護岸化などの河川改修（13）による生息環境悪化にあると考えられる。岐阜県の大垣市ではハリヨ会

館が建設され、その保護活動が幅広く展開されている。また、同県南西部の市町村では、ボランティア組織「ハ

リンコ・ネットワーク」によって、保護・啓発活動が行われている。今回、ハリヨをイトヨの亜種として扱った

ことから、新たにレッドリストに掲載された。 

※レッドリストで採用した本亜種の学名leiurusは形態型を示すために用いられたものであり、microcephalusに修正することが妥当である。 

【参考文献】 66）、67）、161） 

執筆者：後藤 晃（北海道大学北方生物圏フィールド科学センター） 
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CR（絶滅危惧ⅠA類）［新規掲載］ 

トゲウオ目 トゲウオ科 

トミヨ属雄物型 
Pungitius sp. 2 
 

 日本固有種で、秋田県雄物川水系と山形県最上川水系の限定された一部地域に生息する。旧リストでは「イバ

ラトミヨ雄物型」とされていたが、トミヨ属の独立種であることを理由に「トミヨ属雄物型」の名称が提案され

た。最大全長６cm程度で、背部に９本前後の棘をもつ。分布域が限定されるほか、背鰭棘および臀鰭棘の鰭膜が

黒色であることで他のトミヨ属と識別される。鱗板数は変異に富み、雄物川水系では33枚前後で連続しているも

の、途中で欠け不連続のもの、体後方のみに８枚前後を有するものなどが認められている。山形県のものは、鱗

板の発達が悪く痕跡的である。水温13℃前後の湧水が豊富で流れが緩やかな場所に生息し、３～８月にイネ科の

茎やヤナギ類の根などにより直径３～４cmの球形の巣をつくり産卵する。 

 雄物川水系では扇状地に位置する横手市、仙北市、大仙市、美郷町などの湧泉を中心に分布しており、山形県

では東根市小見川水系および天童市高木川水系のごく一部で認められる。秋田県横手市の湧泉３か所はトミヨ属

淡水型と同所的に生息しており、1998年に県指定天然記念物になった。山形県では小見川の上流一部区間が1986

年に県指定天然記念物となっている。本種は基本的に湧水域に生息するが、河川の改修（13）、圃場整備、井戸等

の地下水の過剰使用等による湧水量の減少や枯渇（71）、排水の流入（31）、都市化に伴う水質の悪化（31）、カモ

類による水生植生の破壊（54）などにより生息地点や生息個体数が激減しており、この状態が継続した場合には

存続が困難であると考えられる。 

【参考文献】 143）、145） 

執筆者：杉山秀樹（秋田県農林水産部） 

 
CR（絶滅危惧ⅠA類）［新規掲載］ 

トゲウオ目 ヨウジウオ科 

ホシイッセンヨウジ 
Microphis (Coelonotus) argulus (Peters, 1855) 
 

 最大全長13cm。体は細長く、躯幹部は側扁する。体の各隆起線は不明瞭で、躯幹部と尾部の上隆起線、躯幹部

と尾部の下隆起線はそれぞれ連続しないこと、背鰭軟条は42～59本の範囲にあること、主鰓蓋骨の縦走隆起線は

不明瞭なこと、躯幹部に中心が黒く周囲が淡い眼状斑が２縦列をなすことなどが特徴。 

 インド洋から中・西部太平洋の南半球側の熱帯域に分布し、北半球では日本の西表島の２河川から記録されて

いるに過ぎない（61）。淡水性の種で、河川の渓流域に生息し、仔稚魚は降海するが、溯上後は淡水生活を送ると

考えられる。生息数はきわめて少なく、生息地は感潮域上端からわずかな距離の狭い範囲に限られる。そのため、

多数の観光客が恒常的に入り込むことによる環境負荷（71）が高まっており、その影響が懸念されている。また、

仔稚魚の生息場所と考えられる海域では、道路整備や橋梁工事による土砂の流出などの影響が懸念される（24、

71）。今回、南西諸島の汽水・淡水魚の評価対象種が拡充されたことから、新たにレッドリストに掲載された。保

全策はとられていない。 

 

 

 

 

【参考文献】 104） 

執筆者：瀬能 宏（神奈川県立生命の星･地球博物館） 



 - 9 -

CR（絶滅危惧ⅠA類）［新規掲載］ 

トゲウオ目 ヨウジウオ科 

タニヨウジ 
Microphis (Lophocampus) retzii (Bleeker, 1856) 
 

 最大全長13cm。体は細長く、躯幹部はやや側扁する。体の各隆起線は明瞭で、躯幹部と尾部の上隆起線、躯幹

部と尾部の下隆起線はそれぞれ連続しないこと、背鰭軟条は32～42本の範囲にあること、主鰓蓋骨の縦走隆起線

は明瞭なこと、尾鰭を除く尾部は躯幹部より長いことなどが特徴。 

 西部太平洋の熱帯域に分布し、日本では西表島の４河川から記録されているに過ぎない（61）。河口付近から上

流の淡水域まで幅広い生息域をもち、仔稚魚は降海するが、溯上後は河川生活を送ると考えられている。どこの

生息地でも個体数はきわめて少なく、４か所の生息河川のうち２つで護岸工事の影響が著しく、また別の生息河

川では河口付近のリゾート開発による環境負荷（23、31、71）、また仔稚魚の生息場所と考えられる海域では、道

路整備や橋梁工事による土砂の流出などの影響が懸念される（24、71）。今回、南西諸島の汽水・淡水魚の評価対

象種が拡充されたことから、新たにレッドリストに掲載された。保全策はとられていない。 

 

 

 

 

 

【参考文献】 177） 

執筆者：瀬能 宏（神奈川県立生命の星･地球博物館） 

 
CR（絶滅危惧ⅠA類）［新規掲載］ 

トゲウオ目 ヨウジウオ科 

ヒメテングヨウジ 
Microphis (Oostethus) jagorii Peters, 1868 
 

 最大全長16cm。体は細長く、躯幹部は円筒形に近い。体の各隆起線は明瞭で、躯幹部と尾部の上隆起線、躯幹

部と尾部の下隆起線はそれぞれ連続しないこと、背鰭軟条は33～40本の範囲にあること、主鰓蓋骨の縦走隆起線

は明瞭なこと、尾鰭を除く尾部は躯幹部より短いことなどが特徴。近似種のテングヨウジとは、吻が短く、頭長

の43.5～52.6％（テングヨウジでは55.6～66.7％）であることにより区別できる。 

 フィリピン、西表島、沖縄島に分布するが、産地は極限されており、西表島で２河川、沖縄島では１河川に生

息するに過ぎない（61）。河川の淡水域に生息し、仔稚魚は降海するが、溯上後は淡水生活を送ると考えられる。

生息数はきわめて少なく、西表島の生息地の１つでは中流域の護岸工事の影響が著しい。また、仔稚魚の生息場

所と考えられる海域では、道路整備や橋梁工事による土砂の流出などの影響が懸念される（24、71）。今回、南西

諸島の汽水・淡水魚の評価対象種が拡充されたことから、新たにレッドリストに掲載された。保全策はとられて

いない。 

 

 

 

 

【参考文献】 177） 

執筆者：瀬能 宏（神奈川県立生命の星･地球博物館） 
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CR（絶滅危惧ⅠA類）［新規掲載］ 

ボラ目 ボラ科 

カワボラ 
Cestraeus plicatilis Valenciennes, 1836 
 

 最大全長59cm。体は紡錘形で、後方ほどよく側扁する。上顎の外歯列の歯は単尖頭もしくは２尖頭で、前上顎

骨に固着すること、下顎の両縁は角質の薄板が１列に密着してできた層状構造に縁取られ、外側に沿って鋭い隆

起縁を形成すること、下顎下面中央に１対の肉質突起があり、その後端は口角部に達すること，胸鰭は頭部より

もやや短いことなどが特徴。 

 インドネシアのスラウェシ島の他、ニューギニア、ニューカレドニア、ニューヘブリデス、フィジー、フィリ

ピンから知られ、日本では西表島の１河川にのみ分布する（61）。淡水性の種で、大河川の渓流域の大きな淵に単

独もしくは少数の群れで生息し、下顎に発達する角質隆起縁で岩の表面の藻類を削り取って食べると考えられて

いる。警戒心が強く、危険を感じると淵頭の落ち込みの下に素早く隠れる。また、産卵生態は不明だが、仔稚魚

は河口に隣接する海域にいて、ある程度成長後に溯上してくると思われる。生息河川では河口付近のリゾート開

発による環境負荷（23、31、71）、仔稚魚の生息場所と考えられる海域では、道路整備や橋梁工事による土砂の流

出などの影響が懸念される（24、71）。西表島の生息地は１か所のみで、成熟個体数は50未満と推定される。今

回、南西諸島の汽水・淡水魚の評価対象種が拡充されたことから、新たにレッドリストに掲載された。保全策は

とられていない。 

 

【参考文献】 88）、105） 

執筆者：瀬能 宏（神奈川県立生命の星･地球博物館） 

 
CR（絶滅危惧ⅠA類）［新規掲載］ 

カサゴ目 ハオコゼ科 

アゴヒゲオコゼ 
Tetraroge barbata (Cuvier, 1829) 
 

 最大全長11cm。頭と体は側扁した卵形で、頭の後端の体高が最も高い。頭は大きく、下顎前端に１対の髭をも

つ。背鰭起部と吻端間の傾斜は急で強く下を向く。背鰭は眼の直上から始まり、前方棘は第１棘を除き高い。頭、

体、鰭の地色は茶褐色から黒褐色で、尾鰭に太い白色横帯がある。下顎に髭があることで近似のヒゲソリオコゼ

と区別できる。 

 インド・西太平洋の熱帯・亜熱帯域に広く分布し、日本国内では琉球列島の西表島のみから知られる。沿岸浅

所から河川の汽水域や淡水域に生息するとされているが、西表島では良好な環境の保たれた河口で採集されてい

る。マンブローブ林が発達した河口で、開けた砂泥底の落ち葉の堆積した所から採集されることが多い。西表島

の５河川で各１個体ずつが記録されている(61)。減少傾向はつかめていないが、個体数が著しく少ないこと、橋

梁建設、道路整備、堤防整備、農地開発(13、16、24)が原因の土砂流入やマングローブ伐採(11)などで生息地の

環境は著しく悪化していることから、絶滅の危険性は著しく高まっていると考えられる。今回、南西諸島の汽水・

淡水魚を精査したことから、新たにレッドリストに掲載された。保全策はまったくとられていない。 

 

 

 

【参考文献】 60）、176） 

執筆者：鈴木寿之（兵庫県立尼崎北高校） 
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CR（絶滅危惧ⅠA類）［新規掲載］ 

スズキ目 ハオコゼ科 

ヒゲソリオコゼ 
Tetraroge niger (Cuvier, 1829) 
 

 最大全長13cm。体は体高が高く側扁する。背鰭は眼の直上から始まり、13棘７軟条。体表は無鱗で、軟らかく

小さな突起が散在する。頭部や体、各鰭はほぼ一様に焦げ茶色だが、小型の個体では頭部背面や体側、尾鰭に淡

黄色の帯をもつ。同属のアゴヒゲオコゼに似るが、本種の下顎前端には髭がない。 

 東部インド洋から西部太平洋にかけての熱帯域に分布し、日本では西表島の３河川だけから記録されている

（61）。大河川または中規模河川本流の汽水域から淡水域にかけて生息し、岩陰や小石の傍らに身を寄せている。

産卵生態は不明だが、仔稚魚は河口に隣接する海域にいて、ある程度成長後に溯上してくると思われる。個体数

は極端に少なく、これまでに３個体が確認されているに過ぎない。生息河川の１つでは道路の整備により生息環

境が破壊された（24）。また、仔稚魚の生息場所と考えられる海域では、道路整備や橋梁工事による土砂の流出な

どの影響が懸念される（24、71）。今回、南西諸島の汽水・淡水魚の評価対象種が拡充されたことから、新たにレ

ッドリストに掲載された。保全策はとられていない。 

 

 

 

 

【参考文献】 176） 

執筆者：瀬能 宏（神奈川県立生命の星･地球博物館） 

 
CR（絶滅危惧ⅠA類）［新規掲載］ 

スズキ目 テンジクダイ科 

カガミテンジクダイ 
Apogon hyalosoma Bleeker, 1852 
 

 最大全長15cm。頭と体は側扁した菱形から長楕円形で、第１背鰭起部の体高が最も高い。頭は大きく、吻は長

く、眼上背縁部はくぼむ。尾柄は太短い。第１背鰭前部に１黒色横帯、尾柄の後端に眼径大の大きな１黒色斑が

あるなどの特徴で同属他種と区別できる。 

 インド・太平洋の熱帯・亜熱帯域に広く分布し、日本国内では琉球列島の西表島と与那国島から知られる。良

好な環境の保たれた河川の汽水域から感潮域最上流部に生息する。成魚が多数確認できた河川では、感潮域最上

流部の淡水がよく混ざる淵で、巨大な岩の周りや隙間に生息し、口内育児を行う個体も見られた。これまでに、

国内で確認されている河川は４河川で(61)、そのうち、まとまって見られるのは１河川、他では各１個体が得ら

れた程度である。１河川では、堤防整備により埋め立てられ(13、23)生息地は消滅し、別の１河川では潮止め堰

堤(13)の完成により水質が悪化し(31)ほぼ絶滅した。今回、南西諸島の汽水・淡水魚を精査したことから、新た

にレッドリストに掲載された。保全策はまったくとられていない。 

 

 

 

 

【参考文献】 60）、173） 

執筆者：鈴木寿之（兵庫県立尼崎北高校） 
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CR（絶滅危惧ⅠA類）［新規掲載］ 

スズキ目 キス科 

アオギス 
Sillago parvisquamis Gill, 1861 
 

 最大全長40cm。体は細長く、前部が縦扁し後部が側扁する。吻は長く円錐形で尖る。口は小さく、吻端の下方

に開く。眼は高い位置にある。背鰭は２つある。臀鰭は基底が長く、第２背鰭とほぼ対在する。体背部が淡緑青

褐色で腹部は白く、全身が青みがかることはない。第２背鰭に明瞭な小黒点列を備え、生時の腹鰭と臀鰭の基部

が黄色、側線鱗数が多いことで同属の他種と区別できる。 

 日本、韓国、台湾の黒潮の影響を受ける沿岸域に分布する。日本国内では、東京湾、和歌浦、四国・吉野川河

口、伊勢湾、宇部市厚東川河口、北九州市沿岸、別府湾・豊前海、鹿児島吹上浜から記録されているが、1960年

以降激減し、現在、生息が確認されているのは、厚東川河口、別府湾・豊前海、鹿児島吹上浜だけである。その

うちまとまった数が採集できるのは別府湾・豊前海だけで、予断を許さない状況にある。 

 本種は大きな河川の河口付近にできる干潟に多く、水の澄んだ水交換のよい砂底域を好む。主な減少要因とし

て、河口や沿岸域のコンクリート護岸・改修（13、14）、干潟の埋め立てに伴う生息地の消失（15）が考えられる。

水質汚濁（31）も一因。今回、汽水魚を従来よりも幅広く扱うこととしたことから、新たにレッドリストに掲載

された。 

 野外での保全活動はなされていない。水産庁では人工繁殖に成功している。 

 

【参考文献】 42）、122） 

執筆者：細谷和海（近畿大学農学部） 

 
CR（絶滅危惧ⅠA類）［←EN］ 

スズキ目 シマイサキ科 

ヨコシマイサキ 
Mesopristes cancellatus (Cuvier, 1829) 
 

 最大全長34cm。頭部、体ともによく側扁する。体高は高い。吻端は尖り、上唇は著しく肥厚し、下唇よりも前

方へ突出する。頭部や体の地色は金色で、体側の上半部に６暗色横帯、下半部に３暗色縦帯をもつことで同属他

種からの識別は容易。 

 西部太平洋の熱帯域に分布し、日本では西表島の２河川から記録されているに過ぎない（61）。淡水性の種で、

成魚は渓流域の大きな淵の淵頭に１～２個体ずつ生息している。産卵生態は不明だが、仔稚魚は河口付近の海域

にいると思われ、ある程度成長すると河川へ溯上してくる。生息河川の１つでは港湾工事による河口付近の環境

改変（14）が著しく、残りの生息河川においても河口付近のリゾート開発による環境負荷（23、31、71）が高ま

っている。さらに、仔稚魚の生息場所と考えられる海域では、道路整備や橋梁工事による土砂の流出などの影響

が懸念される（24、71）。成熟個体数は50個体未満と推定され、幼魚を合わせても日本産ヨコシマイサキ属の中

で最も個体数が少ないことや、本種の生息地は確実に悪化の一途を辿っていることから、今回の再評価に伴い絶

滅危惧ⅠA類にランクアップした。保全策はとられていない。 

 

 

 

【参考文献】 88）、178） 

執筆者：瀬能 宏（神奈川県立生命の星･地球博物館） 
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CR（絶滅危惧ⅠA類）［←EN］ 

スズキ目 シマイサキ科 

ニセシマイサキ 
Mesopristes argenteus (Cuvier, 1829) 
 

 最大全長30cm。頭部、体ともによく側扁する。体高は高い。吻端は尖り、上唇はやや肥厚し、下唇よりも前方

へ突出する。頭部や体の地色はオリーブ色で、背鰭や尾鰭は黄色い。幼魚では体側に４暗色縦帯をもつが、成長

い伴い消失する。幼魚は同サイズのシミズシマイサキに酷似するが、眼を通る縦帯は眼の後方で断続しないこと

で区別できる。 

 西部太平洋の熱帯域に分布し、日本では石垣島と西表島の河川から記録されている。ただし、多くは幼魚の記

録で、成魚が恒常的に見られるのは西表島の２河川に限られる（61）。成魚は大河川の河川感潮域に単独、もしく

は少数の群れで生息する。産卵生態は不明だが、仔稚魚は河口付近の海域にいると思われ、ある程度成長すると

河川へ溯上してくる。主たる生息地の１つでは港湾工事による河口付近の環境改変（14）が著しく、残りの主要

生息河川においても河口付近のリゾート開発による環境負荷（23、31、71）が高まっている。また、仔稚魚の生

息場所と考えられる海域では、道路整備や橋梁工事による土砂の流出などの影響が懸念される（24、71）。さらに、

成魚への漁獲圧にも注意深い監視が必要である。成熟個体数は多く見積もっても250個体以下と推定されること

や、本種の生息地は確実に悪化の一途を辿っていることから、今回の再評価に伴い絶滅危惧ⅠA 類にランクアッ

プした。保全策はとられていない。 

 

【参考文献】 88）、178） 

執筆者：瀬能 宏（神奈川県立生命の星･地球博物館） 

 
CR（絶滅危惧ⅠA類）［←EN］ 

スズキ目 シマイサキ科 

シミズシマイサキ 
Mesopristes iravi Yoshino, Yoshigou & Senou, 2002 
 

 最大全長27cm。頭部、体ともによく側扁する。体高は高い。吻端は尖り、上唇は肥厚せず、先端は下唇と同じ

位置にある。頭部や体の地色はオリーブ色で、背鰭や尾鰭は黄色い。幼魚、成魚とも体側に４暗色縦帯をもつ。

幼魚は同サイズのニセシマイサキに酷似するが、眼を通る縦帯は眼の後方で断続することで区別できる。 

 フィリピン、ボルネオ、パプアニューギニアから知られ、日本では西表島の２河川から記録されているに過ぎ

ない（61）。成魚は大河川に生息するが、特に渓流域の大きな淵の流れの緩やかな場所を好み、単独で遊泳する姿

を見かける。産卵生態は不明だが、仔稚魚は河口付近の海域にいると思われ、ある程度成長すると河川へ溯上し

てくる。生息河川の１つでは港湾工事による河口付近の環境改変（14）が著しく、もう１つの生息河川において

も河口付近のリゾート開発による環境負荷（23、31、71）が高まっている。さらに、仔稚魚の生息場所と考えら

れる海域では、道路整備や橋梁工事による土砂の流出などの影響が懸念される（24、71）。成熟個体数は50個体

以下と推定されることと、本種の生息地は確実に悪化の一途を辿っていることから、今回の再評価に伴い絶滅危

惧ⅠA類にランクアップした。保全策はとられていない。 

 

 

 

【参考文献】 88）、178） 

執筆者：瀬能 宏（神奈川県立生命の星･地球博物館） 
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CR（絶滅危惧ⅠA類）［新規掲載］ 

スズキ目 ヘビギンポ科 

ウラウチヘビギンポ 
Enneapterygius cheni Wang, Shao & Shen, 1996 
 

 最大全長 2.5cm。頭はやや縦扁し、体はやや側扁した円筒形。吻は尖り、両眼間は狭い。背鰭は３つある。生

時あるいは生鮮時、眼下に白色垂線がある、体側に５本の暗色斜帯がある、臀鰭基部から尾柄部にかけて８～９

個の小暗赤色点がある、尾鰭は無斑かつほぼ透明で尾鰭条はやや赤みがかる、第１背鰭が低いなどの特徴で同属

他種から識別可能。 

 これまでに、日本国内では琉球列島の西表島の１河川、国外では台湾でしか確認されていない。良好な環境の

保たれた河川河口やその隣接海域の岩礁域に生息し、水深２ｍ以浅に見られる。生息地が１河川のうえ、生息数

も多くない(61)。隣接地に巨大リゾートホテルが開業し、その排水による地下水および周辺水域への水質汚染（31）

が懸念される。最近、隣接地の地下水から大量の窒素分が検出されており、内湾のハマグリ類の激減、皮膚病や

寄生虫に犯された川魚の激増が観察されている。今回、南西諸島の汽水・淡水魚を精査したことから、新たにレ

ッドリストに掲載された。保全策はまったくとられていないどころか、周辺の環境アセスメントすら充分行われ

ていない。 

 

 

 

【参考文献】 108）、131） 

執筆者：鈴木寿之（兵庫県立尼崎北高校） 

 
CR（絶滅危惧ⅠA類）［新規掲載］ 

スズキ目 イソギンポ科 

ヒルギギンポ 
Omox biporos Springer, 1972 
 

 最大全長 5.3cm。体はやや細長く、側扁する。頭部は側扁し、吻端はやや尖る。体形はナベカ属に似るが、背

鰭と臀鰭の軟条数が少ない（背鰭は15～17 vs. 19～24、臀鰭は17～19 vs. 20～26）。体の地色は茶色で、頭部

に数本の白色横線をもち、雄では体側中央に円形の暗色斑が並ぶ。雄の尾鰭鰭条は伸長する。 

 西部太平洋の熱帯域に局所的に分布し、日本では西表島の５河川から記録されているに過ぎない（61）。マング

ローブ林の発達する河川汽水域に生息し、死サンゴ塊や沈木の上にも見られるが、ヤエヤマヒルギの気根に好ん

で付く。産卵生態は未解明だが、本種は底生性の種のため、産卵はこれらの生息地で行われ、孵化仔魚の多くは

河口付近の海域に留まり、再び成魚の生息地に着底しているものと思われる。本来生息数はきわめて少なく、生

息環境が維持されていた1970年代から1980年代においても、観察できるのは１つの生息地につき数個体未満で

あった。安定した生息地だったある河川では、近年まったく確認されなくなったが、同河川の河口で行われてい

た港湾工事の影響（14）が強く示唆されている。また、仔稚魚の生息場所と考えられる海域では、道路整備や橋

梁工事による土砂の流出などの影響が懸念される（24、71）。今回、南西諸島の汽水・淡水魚の評価対象種が拡充

されたことから、新たにレッドリストに掲載された。保全策はとられていない。 

 

 

【参考文献】 41）、78） 

執筆者：瀬能 宏（神奈川県立生命の星･地球博物館） 
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CR（絶滅危惧ⅠA類）［新規掲載］ 

スズキ目 イソギンポ科 

カワギンポ 
Omobranchus ferox (Herre, 1927) 
 

 最大全長 6.5cm。体はやや細長く、側扁する。頭部は側扁し、吻端はやや尖る。頭部や体の地色は茶色く、不

明瞭な白色横線を多数もつ。眼の直後に青白い横線をもつことが特徴で、近似種から容易に区別できる。雄の背

鰭の最後部に１暗色斑がある。 

 インド洋から西部太平洋の熱帯域に分布するが、日本では西表島の３河川から記録されているに過ぎない（61）。

河川汽水域に生息し、沈木にも付くが、通常は転石や古い橋桁に着生したカキ殻の上に見られる。本種は底生性

の種で、カキ殻を産卵床として利用している。孵化仔魚の多くは河口付近の海域に留まり、再び成魚の生息地に

着底しているものと思われる。最大の生息地だったある河川では、多数の個体が恒常的に観察されていたが、橋

の付け替えによって生息環境が消失した。また、他の生息地でも河口付近のリゾート開発による環境負荷（23、

31、71）が高まっており、さらに仔稚魚の生息場所と考えられる海域では、道路整備や橋梁工事による土砂の流

出などの影響が懸念される（24、71）。これら環境悪化との因果関係は不明だが、生息個体数が急速に減少してい

ることは間違いない。今回、南西諸島の汽水・淡水魚の評価対象種が拡充されたことから、新たにレッドリスト

に掲載された。保全策はとられていない。 

 

 

【参考文献】 41）、78） 

執筆者：瀬能 宏（神奈川県立生命の星･地球博物館） 

 
CR（絶滅危惧ⅠA類）［←EN］ 

スズキ目 ツバサハゼ科 

ツバサハゼ 
Rhyacichthys aspro (Valenciennes, 1837) 
 

 最大全長25cm。頭はよく縦扁して平たく、体の腹面は平たく、背面はよく盛り上がる。胸鰭は大きく左右に広

がった扇状。ハゼ亜目魚類のうちで河川上流域での急流環境によく適応したものの１つである。体側に連続する

側線管がある、体は堅い櫛鱗に被われるなどの特徴で日本産ハゼ亜目他種と区別できる。 

 西部太平洋の熱帯・亜熱帯域に広く分布し、日本国内では薩南諸島の屋久島、琉球列島の奄美大島、沖縄島、

石垣島、西表島から知られている。 

 良好な環境の保たれた河川の渓流域に生息する。水が泡だって落ち込んでいる淵頭付近の岩盤に、たいてい単

独で見られる。国内の生息河川は少なく、生息数も数個体程度とごく少ない上(61)、それらの数が激減している。

主な減少要因として、生息河川の最も多い西表島では３面護岸による生息地の消失、橋梁建設、道路整備、河川

改修、護岸工事(13、24)が原因の土砂流入による底質や水質の悪化(31)、エコツアー客の大量進入による生息地

攪乱、取水による流量減少（71）、観賞魚業者やマニアによる採集(41)などが考えられる。さらに、巨大リゾート

ホテルの排水による地下水および周辺水域への水質汚染（31）が懸念される。生息地の現状とその動向を精査し

た結果、絶滅危惧ⅠA類にランクアップされた。保全策はまったくとられていない。 

 

 

【参考文献】 39）、137） 

執筆者：鈴木寿之（兵庫県立尼崎北高校） 
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CR（絶滅危惧ⅠA類）［新規掲載］ 

スズキ目 ハゼ科 

コンテリボウズハゼ 
Stiphodon atropurpureus (Herre, 1927) 
 

 最大全長約６cm。吻端が丸く、口が下面に開く。体は細長い。眼は大きく、頭部の側面に位置する。背鰭は２

基あり、雄の第１背鰭鰭条は伸張しない。雄の婚姻色は、鮮やかな金属光沢のある青色を基調とし、背鰭、尾鰭、

臀鰭が暗色を呈する。胸鰭上には小黒斑を欠く。雌の体色は、やや透明感のある乳白色で、２本の暗色縦帯が走

り、大型個体では赤褐色を呈することがある。尾鰭と背鰭に多数の明瞭な小黒斑を有する。 

 国外ではフィリピン、マレーシア、台湾、日本国内では、西表島、石垣島、沖縄島、奄美大島、種子島、屋久

島など黒潮の流軸に沿って琉球列島の河川に比較的広く分布する。本種は、琉球列島の比較的小さな河川の渓流

域に生息する。平瀬や流れの少し緩やかな礫底を好み、礫上の藻類を食む行動が観察される。個体数は少なく、

年変動が大きい。 

 主な減少要因としては、森林伐採による河川の荒廃（11）、河川の無秩序な改修に伴う遡上阻害や生息場所の消

失（13）、業者による乱獲（41）などが考えられた。今回、本種の南西諸島における分布や生息場所に関する情報

が蓄積され、その貴重性が改めて確認されたため、CR (絶滅危惧ⅠA 類）として新たにレッドリストに掲載され

た。 

 

 

【参考文献】 162）、163） 

執筆者：立原一憲（琉球大学理学部） 

 
CR（絶滅危惧ⅠA類）［新規掲載］ 

スズキ目 ハゼ科 

ウラウチイソハゼ 
Eviota ocellifer Shibukawa & Suzuki, 2005 
 

 最大全長２cm。頭も体もやや側扁し、円筒形。体高が高い、第１背鰭起部に１黒色斑がある、眼から黒褐色の

放射線が出るなどの特徴で日本産同属他種と区別できる。 

 これまでに、琉球列島の西表島の１河川でしか確認されていない。良好な環境の保たれた河川河口の岩礁域に

生息する。水深１～1.5ｍの岩の窪みや隙間、カキ殻の間などに、単独で見られる。生息地が１河川のうえ、生息

数も多くない(61)。隣接地に巨大リゾートホテルが開業し、その排水による地下水および周辺水域への水質汚染

（31）が懸念される。最近、隣接地の地下水から大量の窒素分が検出されており、内湾のハマグリ類の激減、皮

膚病や寄生虫に犯された川魚の激増が観察されている。今回、南西諸島の汽水・淡水魚を精査したことから、新

たにレッドリストに掲載された。保全策はまったくとられていないどころか、周辺の環境アセスメントすら充分

行われていない。 

 

 

 

 

 

【参考文献】 107）、137） 

執筆者：鈴木寿之（兵庫県立尼崎北高校） 
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CR（絶滅危惧ⅠA類）［新規掲載］ 

スズキ目 ハゼ科 

シマサルハゼ 
Oxyurichthys sp. 
 

 最大全長10cm。頭は側扁し、体は細長くよく側扁した円筒形。吻は丸く長い。尾部の横帯は太くて体側正中線

上の黒色斑上を横切る、臀鰭は灰色などの特徴で近似のミナミサルハゼと区別できる。 

 日本国内では琉球列島の西表島、国外ではインドネシアのアンボン島でしか確認されていない。良好な環境の

保たれた河川河口域に生息する。水深２ｍ以浅の泥底や軟泥底に穴を掘って棲む。 

 国内の生息地は２河川で、生息数も多くない上(61)、そのうちの２か所では、橋梁建設、護岸工事、道路整備

(13、24)により土砂が流入し底質や水質が悪化し(31)激減している。他の１河川では、巨大リゾートホテルの排

水による地下水および周辺水域への水質汚染が懸念される。最近、隣接地の地下水から大量の窒素分が検出され

ており、内湾のハマグリ類の激減、皮膚病や寄生虫に犯された川魚の激増が観察されている。今回、南西諸島の

汽水・淡水魚を精査したことから、新たにレッドリストに掲載された。保全策はまったくとられていない。 

 

 

 

 

 

【参考文献】 134）、137） 

執筆者：鈴木寿之（兵庫県立尼崎北高校） 

 
CR（絶滅危惧ⅠA類）［←NT］ 

スズキ目 ハゼ科 

イサザ 
Gymnogobius isaza (Tanaka, 1916) 
 

 最大全長８cm。体色は透明感のある淡飴色の地に、背と体側に不規則な６～７個の鞍状斑と８～９個の横斑が

ある。腹部は白色。繁殖期になると腹部に鮮やかな黄色の婚姻色が縦走し、特に雌で著しい。第１背鰭の後端に

黒色斑がある。ウキゴリ G. urotaenia に似るが、本種の方が尾柄が短く、鰭の横縞が不明瞭なこと、また本種

には第１背鰭の黒色斑の下方に白色斑がないことで区別しうる。 

 琵琶湖（北湖）の沖合に分布する。琵琶湖固有種（日本固有種）。繁殖期は、４～５月で、湖岸の礫底で産卵する。

卵は１週間前後で孵化し、仔魚は産卵場のやや沖合で浮遊生活後、７月頃から水深約20ｍの湖底にすむ。その後深

所に移動し、水深50～90mの深湖底にすむ。普段は湖底にすむが、日没とともに表層近くまで浮上し、日の出には

湖底に戻るという日周的垂直移動を行う。動物性プランクトン、ユスリカ幼生、ヨコエビ類などを食べる。 

 減少要因は、産卵場となる湖岸礫底の環境悪化(31)、北湖深層部の低酸素化(71)、エリ（定置性漁具）の沖出

しによる接岸した親魚の乱獲 (71)などが関与していると考えられる。本種は、多い時には500トン以上も漁獲の

あった魚種であったが、最近では５～13トン（2002～2005年）と激減している。最近では、雄が保護する卵に水

生菌の付着がよく見られる（71）。本種は、減少割合が著しく、人工増殖技術も確立されていないために、資源を

回復する手立てはないため、今回、新たにランクが変更された。保全活動はなされていない。 

 

【参考文献】 41）、52）、78）、109）、139）、153） 

執筆者：前畑政善（滋賀県立琵琶湖博物館） 
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CR（絶滅危惧ⅠA類）［新規掲載］ 

スズキ目 ハゼ科 

カワクモハゼ 
Bathygobius sp. 
 

 最大全長4.5cm。頭はやや縦扁し、体は比較的太短い円筒形。胸鰭の上部に遊離軟条がある。頭がやや大きい、

吻の傾斜が急である、胸鰭に多数の小黒色斑があるなどの特徴で近似のクロホシヤハズハゼと区別できる。 

 日本国内では琉球列島の沖縄島、宮古島、石垣島、西表島、国外ではインドネシアのバリ島でしか確認されて

いない。良好な環境の保たれた河口域に生息する。水深２ｍ以浅の岩の隙間やカキ殻の間などに、単独で見られ

る。国内の生息地は数河川、西表島以外では１～２個体が採集されているに過ぎない上(61)、生息河川数が減少

している。 

 主な減少要因として、河川改修、橋梁建設、道路整備、農地改良(13、16、24)が原因の赤土や土砂流入による

底質や水質の悪化(31)、水量減少、マングローブ伐採(11)などが考えられ、さらに、巨大リゾートホテルの排水

による地下水および周辺水域への水質汚染が懸念される。今回、南西諸島の汽水・淡水魚を精査したことから、

新たにレッドリストに掲載された。保全策はまったくとられていない 

 

 

 

 

【参考文献】 131）、137） 

執筆者：鈴木寿之（兵庫県立尼崎北高校） 

 
CR（絶滅危惧ⅠA類）［新規掲載］ 

スズキ目 ハゼ科 

ホホグロハゼ 
Mugilogobius parvus (Oshima, 1919) 
 

 最大全長６cm。頭は縦扁し、体はやや側扁した円筒形。吻は丸く突出し、上唇を被う。両眼間が広い。第１背

鰭は伸長せず、後方が太い「へ」の字状の黒色斑がある、尾鰭に縞模様があるなどの特徴で日本産同属他種と区

別できる。 

 日本国内では琉球列島の沖縄島、石垣島、西表島、与那国島、国外では台湾、フィリピンに分布する。良好な

環境の保たれた河口域のマングローブ林や汽水性湿原に生息する。大型甲殻類が掘ったと思われる大きな穴や、

泥底の枯れ葉や枝の多い濁った水溜まりに単独で見られる。国内の生息地は数か所、生息数も少ない上(61)、そ

れらの数が激減している。 

 主な減少要因として、放牧地からの有機物による水質汚染(31)、橋梁建設、道路整備、護岸工事(13、24)が原

因の土砂流入による底質や水質の悪化(31)、埋め立て(23)による生息地の消失、カワスズメの繁殖による食害(52)

などが考えられる。今回、南西諸島の汽水・淡水魚を精査したことから、新たにレッドリストに掲載された。保

全策はまったくとられていない。 

 

 

 

【参考文献】 137）、173） 

執筆者：鈴木寿之（兵庫県立尼崎北高校） 



 - 19 -

CR（絶滅危惧ⅠA類）［←EN］ 

スズキ目 ハゼ科 

オガサワラヨシノボリ 
Rhinogobius sp. BI 
 

 最大全長９cm。未記載ではあるが、小笠原諸島だけに分布するヨシノボリ属 Rhinogobius の固有種。頭は縦

扁し、体後部は側扁する。口はやや斜行し、後端は眼の前縁下に達しない。生時の体色は黄褐色で、雄は藍色が

かる。後頭部側面に数本の暗色縦線、頬に小朱点、胸鰭基部に１黒色点、体背側に不明瞭な鞍状斑、体側中央に

暗色縦斑列、尾鰭基底に太い八の字斑、尾鰭中央に点列群がある。繁殖期の雄は体色が深い藍色を呈し、頬前半

部には三角の明瞭な白色斑が出現する。雌では体色が白くなり、体側の斑紋や上唇部の黒色斑が明瞭になる。他

の日本産ヨシノボリ類とは、斑紋、腹部の被鱗範囲（腹鰭に覆われた腹部、臀鰭起部までの腹中線上が無鱗）、胸

鰭条数（18～20軟条）でそれぞれ容易に区別できる。 

 小笠原諸島の弟島、兄島、父島、母島に分布しているが、本種が安定して生息する河川は限られる。多くの河

川では生息数に年変動や季節変動が見られ、確認できない場合もある。河川上流域の淵に生息し、両側回遊を行

う。小さな卵（長径2.0mm、短径0.7mm）を生み、仔魚は約40～50日の浮遊生活を行う。 

 主な減少要因はコンクリート護岸（13）による生息場所の消失や、渇水による環境悪化が考えられる。最大の

生息地である父島の１水系で護岸工事が進み、個体群の存続が危惧されたため今回ランクが変更された。 

 野外での保全活動はなされていない。人工繁殖や精子の凍結保存に成功している。 

 

【参考文献】 125）、171） 

執筆者：横井謙一（近畿大学農学部） 

 
CR（絶滅危惧ⅠA類）［新規掲載］ 

スズキ目 クロユリハゼ科 

ヒメサツキハゼ 
Parioglossus interruptus Suzuki & Senou, 1994 
 

 最大全長３cm。頭は側扁し、体は細長くよく側扁した円筒形。口は強く上を向く。体腹側に明瞭な黒色縦線が

走るが尾柄部に達しない、尾鰭基部下部に半円形の黒色斑がある、雄の尾鰭後縁はやや湾入するなどの特徴で近

似のサツキハゼと区別可能。 

 西部太平洋の熱帯・亜熱帯域に広く分布し、日本国内では琉球列島の西表島のみから知られている。良好な環

境の保たれた河川河口域のマングローブ林内に生息する。ヒルギの根元の中層付近で、ミヤラビハゼやボルネオ

ハゼと混泳する。浮遊しながらプランクトンを食べており、夜間や干潮時にはヒルギの根間やカキ殻などの障害

物の中にもぐりこむ。西表島での生息地は数か所で、生息数も多くない上(61)、その数が激減している。 

 主な減少要因として、農地改良、橋梁建設、道路整備(13、16、24)が原因の土砂流入による底質や水質の悪化

(31)、マングローブ伐採(11)などが考えられ、さらに、巨大リゾートホテルの排水による地下水および周辺水域

への水質汚染が懸念される。今回、南西諸島の汽水・淡水魚を精査したことから、新たにレッドリストに掲載さ

れた。保全策はまったくとられていない。 

 

 

 

【参考文献】 130）、137） 

執筆者：鈴木寿之（兵庫県立尼崎北高校） 
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EN（絶滅危惧ⅠB類）［新規掲載］ 

ニシン目 ニシン科 

ドロクイ 
Nematalosa japonica Regan, 1917 
 

 最大全長23cm。体は紡錘形でよく側扁する。背鰭後部の軟条が糸状に伸長することでコノシロに似るが、ドロ

クイ属は背鰭前方の背中線上で鱗が重なり合う。同属のリュウキュウドロクイとは体高が低く（体長の33～38％

vs. 36～45％）、腹鰭後方の稜鱗数が多い（13～14 vs. 10～13）ことで識別できる。 

 南シナ海、フィリピン、タイ湾から知られ、日本では富山湾と、和歌山県から沖縄島までの黒潮流域沿岸に分

布する。開けた内湾や大きな河川の河口域に群れで生息する。近年、まとまった個体群として本種の生息が確認

されている場所は、高知県の浦戸湾および浦ノ内湾、四万十川河口、沖縄県の中城湾および金武湾、羽地内海で

ある。高知県では1975年から1980年にかけて減少が目立ちはじめ、近年ではほとんど漁獲されず、資源量は激

減したという。その主因には干潟の埋め立て（14）による自然浄化力の低下と都市排水による有機的汚染（31）

が考えられている。また、沖縄県では、同所的に生息する在来近似種のリュウキュウドロクイとの交雑（57）が

認められており、その原因は生息地の埋め立てによる産卵場所の減少にあると推定されている。さらに、沖縄県

の生息地では、埋め立て計画（14）が進行しており、このままの状態で推移すれば、絶滅の危険は増大する一方

であると予想される。今回、汽水性魚類の評価対象種が拡充されたことから、新たにレッドリストに掲載された。

保全策はとられていない。 

 

【参考文献】 49）、88） 

執筆者：瀬能 宏（神奈川県立生命の星･地球博物館） 

 
EN（絶滅危惧ⅠB類）［新規掲載］ 

コイ目 コイ科 

ゲンゴロウブナ 
Carassius cuvieri  Temminck & Schlegel, 1842 
 

 最大全長50cm。フナ属の中では、最も体高が高く、成魚の鰓耙数は100～120 と著しく多い。唇は薄い。琵琶

湖の沿岸から沖合の中層～表層を群れで回遊する。琵琶湖水系固有種（日本固有種）。産卵期は３～５月で、降雨

後の増水時に湖岸や内湖のヨシ・マコモ帯などで産卵する。卵は直径約1.4mmで、水温20℃では４日で孵化する。

満１年で体長12cm、３～５年で30～40cmとなる。植物プランクトンを専食する。 

 減少要因として、繁殖場となる琵琶湖沿岸のヨシ群落の減少、内湖の減少（12）のほか、北米産外来魚２種（オ

オクチバス、ブルーギル）による卵、仔稚魚～未成魚の捕食（52、56）などが考えられる。また、繁殖期の６月

中旬以降に行われる、降雨後の水位の低水位維持（すなわち、瀬田川洗堰の急激な放水）による産着卵や孵化直

後の仔魚の干上がり死亡（71）も関与していると考えられる。琵琶湖へは、養殖品種であるヘラブナが釣り団体

によって例年、相当量放流されている。本種は、かつては大量に獲れる魚種であったが、近年では低水準の漁獲

が続き、養殖品種であるヘラブナも含め、最近では漁獲量が激減している。すなわち、琵琶湖産フナ類３種の総

量として、かつては1,000トン以上獲れることもあったが、2002～2005年には、90 ～115トンであり、しかも漁

獲されるフナ類の多くをギンブナが占めている状況である。そのため、今回新たにレッドリストに掲載された。 

 保全活動として、フナ類、コイなどの繁殖場となる湖岸ヨシ帯の新規造成等が行われている。 

 

【参考文献】 41）、78）、83）、109） 

執筆者：前畑政善（滋賀県立琵琶湖博物館） 
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EN（絶滅危惧ⅠB類）［新規掲載］ 

コイ目 コイ科 

ニゴロブナ 
Carassius auratus grandoculis Temminck & Schlegel, 1842 
 

 最大全長35cm。頭部が相対的に大きく、大型個体では頭部の腹面前縁の角張った個体が多い。口は吻端に向か

って著しく斜めに開く。体高、尾柄高が低い。くちびるは薄く、眼が大きい。鰓耙数は、50～74とフナ属ではゲ

ンゴロウブナC. cuvieri に次いで多い。 

 琵琶湖の沿岸から沖合にかけての底層付近にすみ、一部は湖の岸辺、内湖、水路等にも生息する。琵琶湖水系

の固有亜種（日本固有亜種）。 

 減少要因として、繁殖場となる内湖や湖岸ヨシ帯の減少（12）、北米産外来魚２種（オオクチバス、ブルーギル）

による卵、仔稚魚～未成魚の捕食（52、56）、繁殖期の６月中旬以降に行われる、降雨後の水位の低水位維持、す

なわち、瀬田川洗堰の急激な放水による産着卵や孵化直後の仔魚の干上がり死亡（71）等が考えられる。本亜種

は、1980 年代後半には漁獲量が100～200 トンあった多獲性魚類であったが、近年では低水準の漁獲が続いてい

る（2003年29トン、2004年31トン、2005年40トン）。滋賀県の懸命の増殖努力にもかかわらず、現状では漁

獲量の回復が十分期待できる状況ではないため、今回、新しくレッドリストに掲載された。 

 本亜種は、鮒寿司の原料魚として需要がきわめて高い。そのため、滋賀県では漁獲時の体長制限、水田で育成

した稚魚～未成魚の放流、ならびに繁殖場となるヨシ帯の新規造成等、各種の保全活動が実施されている。 

 

【参考文献】 41）、78）、83）、109） 

執筆者：前畑政善（滋賀県立琵琶湖博物館） 

 
EN（絶滅危惧ⅠB類）［←NT］ 

コイ目 コイ科 

タナゴ 
Acheilognathus melanogaster (Bleeker, 1860) 
 

 日本固有種で、神奈川県鶴見川以北の関東地方から東北地方の本州太平洋側に分布する。最大全長は100mmを

超え大型になるが、日本産タナゴ類の中では最も体高が低い。腹鰭外側の数条は黒褐色で、背鰭第１・第２軟条

が長くなるため背鰭の角度が鋭角になり、背鰭の鰭膜外縁はゆるやかに内湾する。体後方の体側中央部に青緑色

の縦帯を有する。産卵期になると、雄の臀鰭外縁は鮮明な白色になり吻部に追い星を発現する。雌の産卵管は比

較的長く、尾鰭後端を超えるまで伸長させる。産卵期は４～７月で、イシガイ、ドブガイなどの淡水二枚貝に産

卵し、貝内で孵化した仔魚は20日前後で貝から浮出し、岸寄りで生育する。 

 分布南限の神奈川県や東京都、埼玉県では絶滅した可能性が高く、北限の青森県では小川原湖に少数が生息し

ているだけで、その中間に位置する利根川水系、阿武隈川水系及び北上川水系でも生息数は著しく減少した。分

布が範囲が限定されるとともに、大河川や湖沼、溜池や水路などの比較的流れが緩やかな場所に生息することか

ら、河川や湖沼の改修（12、13）、圃場整備による水路の改修や埋め立て（23）、オオクチバス・ブルーギル等外

来魚の侵入（52）、都市化や農薬流入による生息環境の悪化（31、32）などにより、すべての分布域において個体

数が激減したり、最近になって絶滅した生息地点も少なくない。今後ともこれらの影響が懸念されることからラ

ンクが変更になった。既存の分布域にあるすべての各都県はそれぞれのレッドリストに掲載している。 

 

【参考文献】 83）、122） 

執筆者：杉山秀樹（秋田県農林水産部） 
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EN（絶滅危惧ⅠB類）［新規掲載］ 

コイ目 コイ科 

シロヒレタビラ 
Acheilognathus tabira tabira Jordan & Thompson, 1914 
 

 日本固有亜種。最大全長10cm。１対の短い口髭をもち、染色体数は２n＝44。側線は完全で側線有孔鱗数は37

～39。分岐軟条数は背鰭が９～10、臀鰭が９～11。肩部に暗青色の斑紋をもち、体側上には淡青色の縦帯が存在

する。成熟雄では、尻鰭と腹鰭の外縁部が白色、内部が黒色となる。雌では婚姻色の代わりに全長の約半分の長

さの産卵管が発達する。タビラ類には３亜種が存在し、セボシタビラは、本種の卵が鶏卵型であるのに対し長楕

円形、仔稚魚の背鰭に黒色斑をもつ、成熟雄の婚姻色が背鰭外縁部と尾柄部で淡赤色になる点で異なる。アカヒ

レタビラは成熟雄の臀鰭外縁部が赤紅色であることと体高が本種よりやや低い点で識別される。 

 天然分布は、濃尾平野を中心とする伊勢湾周辺域と琵琶湖から岡山県高梁川水系に至る本州中西部の瀬戸内周

辺域。神奈川県、東京等における分布は、移殖によるものであり、徳島県についても同様の可能性が高い。 

 本種は、砂礫底の河川ならびに湖沼に生息する。主な減少要因としては河川開発（13）による生息環境の消失

と生活排水等による水質汚濁（31）であり、ブルーギル、ブラックバス等の捕食者の侵入（52）も無視できない。

主産地である濃尾平野、琵琶湖淀川水系、岡山平野の何れにおいても生息個体数の減少は明らかである事から、

今回、新たにレッドリストに掲載された。 

 野外での保全活動はなされていない。人工繁殖ならびに野外での自然繁殖は可能である。 

 

【参考文献】 77）、83） 

執筆者：河村功一（三重大学生物資源学部） 

 
EN（絶滅危惧ⅠB類）［新規掲載］ 

コイ目 コイ科 

アカヒレタビラ 
Acheilognathus tabira subsp. 
 

 日本固有種で、島根県から秋田県の日本海側、利根川以北の太平洋側の河川・湖沼に分布するが、各地域によ

って口髭の長さ、卵の形態、稚魚背鰭の黒斑の有無、脊椎骨数などが相違する。これらの特徴に基づき、これま

でアカヒレタビラとされていたものをArai et al.（2007）は再検討し、ミナミアカヒレタビラA. t. jordani 、
キタノアカヒレタビラA. t. tohokuensis およびアカヒレタビラA. t. erythropterus を記載するとともに、それ

ぞれ本州西部日本海側、本州東部日本海側及び本州東部太平洋側に分布するとした。しかし、これら各亜種に関

する知見が十分に蓄積されていないことから、本稿では一括して扱った。 

 最大全長は９cmを超え、肩部に不明瞭な暗色斑と背鰭中央から尾柄までの体側中央に暗青色の縦帯をもつ。産

卵期の雄は臀鰭外縁の赤色が鮮明になり、吻部に追い星を発現する。産卵期は４～７月で、イシガイ、ドブガイ

などの淡水二枚貝に産卵し、貝内で孵化した仔魚は７mm程度で浮出し岸寄りで生育する。河川ではワンドや緩や

かな流れがある場所を好み、小型の溜池にも生息する。しかし、河川や湖沼の改修（12、13）、圃場整備による水

路の改修や埋め立て（23）、オオクチバス等外来魚の侵入（52）、溜池の管理放棄による生息環境の悪化（53、31）

などにより、すべての分布域において個体数が激減したり、最近になって絶滅した生息地点も少なくない。今後

ともこの傾向が続くことが予想されることから、新規に掲載した。 

 

【参考文献】 8）、83） 

執筆者：杉山秀樹（秋田県農林水産部） 
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EN（絶滅危惧ⅠB類）［←VU］ 

コイ目 コイ科 

カゼトゲタナゴ 
Rhodeus atremius atremius (Jordan & Thompson, 1914) 
 

 日本固有亜種。最大全長５cm。雄は雌よりやや大型。口髭なし。側線は不完全で側線有孔鱗数は２～６。分岐

軟条数は背鰭が９～11、臀鰭が 10～11。染色体数は２n＝46。肩部に暗青色の斑紋をもち、体側上には暗青緑色

の縦帯が存在する。未成魚では背鰭前縁に明瞭な黒斑が認められるが、雄では成熟に伴い消失する。成熟雄では、

背鰭と尻鰭の外縁部、眼上部、上唇部が朱色となり、腹部の外縁部は黒色となる。雌では婚姻色の代わりに短い

産卵管が発達する。亜種であるスイゲンゼニタナゴは、体高がやや高く、体側の暗青色縦帯の先端が尖ることで

本亜種と識別される。 

 福岡県、佐賀県、熊本県の平野部に分布。主な生息地は、有明海、不知火海、玄界灘の流入河川であるが、福

岡県北東部の瀬戸内流入河川にも一部生息する。島嶼域では唯一、壱岐島に分布。 

 本種は、平野部の小規模河川ならびに農業用水路といった抽水植物が繁茂する砂礫底の緩流域において見られ

る。主な減少要因としては河川開発（13）による生息環境の消失と生活排水、農薬・化学肥料の使用による水質

汚濁（31、32）を挙げることができ、ブルーギル、ブラックバス等の捕食者の侵入（52）、マニア、業者による観

賞魚捕獲（41）がこれに続く。いずれの生息地においても個体数の減少は顕著であり、特に壱岐島個体群は絶滅

寸前の状況にあることから、今回、ランクの変更を行った。 

 野外での保全活動はなされていない。人工繁殖は比較的容易であり、水族館等においては増殖に成功している。 

【参考文献】 75）、83） 

執筆者：河村功一（三重大学生物資源学部） 

 
EN（絶滅危惧ⅠB類）［新規掲載］ 

コイ目 コイ科 

ワタカ 
Ischikauia steenackeri（Sauvage，1883） 
 

 最大全長40cm。体は細長く側扁する。大型になるつれ体高が高くなり、後頭部から背部にかけ著しく盛り上が

る。腹鰭後方から尻鰭にかけて腹部が側扁し、竜骨状になる。体色は銀白色で、背部一帯がやや緑色を帯びる。 

 琵琶湖の沿岸部、ヨシ帯周辺、および内湖に生息する。琵琶湖水系の固有種（日本固有種）。通常、数尾～数十

尾の群れをなしているが、産卵期には数百尾の群れをつくる。暖期には水草を好んで食べ、特に夏季には水生植

物を飽食している。エビ類、水生昆虫なども摂食する。琵琶湖水系の固有種とされるが、江戸期までは三方湖（福

井県）にも分布していたとの記録がある。現在では、除草目的や湖産アユの放流に混じって移殖されたものが、

関東平野、北陸地方、岡山平野、島根県（宍道湖）、山口県、福岡県など、国内各地に生息している。 

 減少要因として、繁殖場である琵琶湖岸辺や内湖のヨシ帯減少(12)、北米産外来魚２種（オオクチバス、ブル

ーギル）による捕食圧(52)などが考えられる。移殖先では定着しているものの、その本来の産地である琵琶湖水

系では個体数が激減し、まとまった個体群が存在しておらず、絶滅の危機に瀕している。そのため、今回、新た

にレッドリストに掲載された。 

 滋賀県では、本種の増殖試験を行っており、また増殖個体の内湖等への放流が行われている。 

 

 

【参考文献】 41）、78）、81）、83）、110） 

執筆者：前畑政善（滋賀県立琵琶湖博物館） 
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EN（絶滅危惧ⅠB類）［新規掲載］ 

コイ目 ドジョウ科 

ヒナイシドジョウ 
Cobitis shikokuensis Suzawa, 2006 
 

 最大全長は雄で６cm、雌で８cm。体型は一般的なドジョウ類と同様であるが、体高は後頭部から尾部にかけて

一様な高さとなる。体色は白色～飴色。背部から体側にかけて３～５列の暗色縦帯もしくは斑点列があり、背鰭、

尾鰭に３～５列の暗色点列がある。雄の胸鰭は先端が尖り、雌では丸みを帯びる。雄の胸鰭第２条は肥厚するが、

骨質盤はない。近縁のイシドジョウCobitis takatsuensis とは頬に暗色縦帯がないこと、雄の胸鰭はより強く尖

ること、尾鰭基部上方の黒色斑は眼径より小さいこと、および分布域の違いなどにより識別され、他の同属魚類

とは小型であること、尾柄が高いこと、雄に骨質盤が発達しないことなどで区別できる。本種は水系による斑紋

の変異が大きく、その組み合わせによりType １～３に分けられる。 

 日本固有種で、四国南西部の７水系に分布する。河川の上流～中流域の流れの緩やかな場所に生息し、普段は

小礫～大礫の間隙に潜んでいる。本種は従来イシドジョウの四国地方個体群と位置づけられていたが、形態的、

遺伝的に大きく分化していることから近年別種として記載された。生息を脅かす要因はイシドジョウと同様、上

流～中流域における各種流域開発（11、13、24、25）であり、商業目的等の捕獲（41）も行われている。すでに

個体群が確認できなくなった地点が複数存在し、生息地におけるダム建設が予定されているなど、危急性の程度

はイシドジョウと同様かそれ以上である。 

 

【参考文献】 111）、112）、114）、123） 

執筆者：清水孝昭（愛媛県水産研究センター） 

 
EN（絶滅危惧ⅠB類）［←VU］ 

コイ目 ドジョウ科 

スジシマドジョウ大型種 
Cobitis sp. L 
 

 最大全長は雄８cm、雌10cm。体型は一般的なドジョウ類と同様である。体色は白色～淡黄色で、体側の暗色斑

紋は太く完全な縦帯となる。雄の胸鰭基部に円形の骨質盤をもつ。染色体数は２n＝98 であり、シマドジョウ

Cobitis biwae ２倍体種を母系、スジシマドジョウ小型種琵琶湖型（Cobitis sp. S Biwako form）を父系とする

異種間交雑により生じた異質４倍体性種である。同所的に生息するスジシマドジョウ小型種琵琶湖型とは、背中

線上の斑紋が縦帯になること、尾鰭後縁の縁取りが太いこと、胸鰭から腹鰭までの筋節数が多いことなどで識別

され、加えて他の近縁種とは胸鰭の骨質盤の形状、体側斑紋および分布域の違いにより区別できる。 

 日本固有種で、琵琶湖とこれに連絡する内湖に生息する。三方湖からも報告があるが種の異同については明ら

かでない。琵琶湖では水深１～３mの砂底に見られ、繁殖期には周辺の用水路に侵入して泥底に産卵する。 

 分布域が狭いことに加え（61）、琵琶湖内における本種の生息範囲は退縮を続けており、その大きな要因として

オオクチバス、ブルーギルによる捕食（52）が挙げられている。また、周辺の水路や細流における護岸改修工事

（13、15、23）が産卵場の環境悪化を招いている。こうした状況と、本種の個体数減少傾向が近年も継続してお

り、生息地の各所で個体の発見率が急減していることから、危急性は著しく高まっていると考えられる。 

 

 

【参考文献】 41）、93）、94） 

執筆者：清水孝昭（愛媛県水産研究センター） 
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EN（絶滅危惧ⅠB類）［新規掲載］ 

コイ目 ドジョウ科 

スジシマドジョウ小型種東海型 
Cobitis sp. S Tokai form 
 

 最大全長は雄 4.5cm、雌６cm。体型は一般的なドジョウ類と同様である。体色は白色～淡黄色で、体側の暗色

斑紋は点列型。雄の体側斑紋は産卵期に縦帯型となる。尾鰭にかすり模様の横帯が３～４列あり、後縁の縁取り

はない。雄の胸鰭基部に円形の骨質盤をもつ。染色体数は２n＝50。同所的に生息するシマドジョウ２倍体性種と

は、雄の胸鰭の骨質盤の形状、胸鰭から腹鰭までの筋節数などで識別され、加えて他の近縁種とは体側斑紋およ

び分布域の違いにより区別できる。 

 日本固有種で、三重県宮川から静岡県太田川までの東海地方に分布する。河川本流よりも、これに連絡する農

業用水路に多く見られる。東海型は1990年代前半の時点で他の小型種地方種族と比べて危急性は低いとされてい

たが、分布域内で型として識別されている情報が少なく、現状は不明な点が多い。しかし、本種の生息・繁殖地

である圃場や水路、細流では、宅地造成などによる生息地の消滅に加え（23）、改修工事や整備、稲作形態の変化

による乾田化、水田と水路・細流との不連続化などが進んできており（13、15、23）、自然分布域の大部分で個体

群が急減していると考えられる。また、本種の分布域内に近縁種スジシマドジョウ大型種の移入が見られており、

競合（56）など生態的攪乱が懸念される。 

 

 

【参考文献】 41）、93） 

執筆者：清水孝昭（愛媛県水産研究センター） 

 
EN（絶滅危惧ⅠB類）［新規掲載］ 

コイ目 ドジョウ科 

スジシマドジョウ小型種琵琶湖型（淀川個体群を含む） 
Cobitis sp. S Biwako form 
 

 最大全長は雄６cm、雌８cm。体型は一般的なドジョウ類と同様である。体色は白色～淡黄色で、体側の暗色斑

紋は太く完全な縦帯となる。雄の胸鰭基部に円形の骨質盤をもつ。染色体数は２n＝50。同所的に生息するスジシ

マドジョウ大型種とは背中線上と尾鰭後縁の斑紋、および胸鰭から腹鰭までの筋節数の違いにより区別できる。

小型種の他地方種族を除く近縁種とは、胸鰭の骨質盤の形状、体側斑紋および分布域の違いにより区別できる。 

 スジシマドジョウ小型種には、形態的に琵琶湖型と酷似する淀川型が知られるが、雑種個体群の可能性が指摘

されており、遺伝的に琵琶湖型に含まれる場合もあるなど、独自の分類学的実体と見なすにはなお十分な精査が

必要である。一方で、淀川型は生息地における減少が著しく、すでに絶滅した可能性もある。ここでは淀川型を

独立した型とは見なさなかったが、琵琶湖型と何らかの関連をもった、淀川水系のみに見られる１個体群として

区別した。淀川個体群は最大全長は雄６cm、雌８cm。体側の暗色斑紋は不完全な縦帯となる。 

 日本固有種。琵琶湖型は琵琶湖流入水系のみに分布し、淀川個体群は淀川、宇治川で確認されている。分布域

が狭いことに加え（61）、前者は生息・繁殖場所である琵琶湖沿岸周辺の圃場や水路、細流において改修工事や乾

田化、水田と水路・細流との不連続化などが進んできており（13、15、23）、生息地の大部分で個体群が急減して

いる。後者は淀川大堰や橋脚の影響で生息地の様相が激変し（13）、1996年以降個体が確認されていない。 

 

【参考文献】 41）、78）、93）、94）、95）、96） 

執筆者：清水孝昭（愛媛県水産研究センター） 
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EN（絶滅危惧ⅠB類）［新規掲載］ 

コイ目 ドジョウ科 

スジシマドジョウ小型種山陰型 
Cobitis sp. S San-in form 
 

 最大全長は雄5.5cm、雌6.5cm。体型は一般的なドジョウ類と同様である。体色は白色～淡黄色で、体側の暗色

斑紋は点列型。雄の体側斑紋は産卵期に縦帯型となる。体側斑紋下深層の色素帯は不明瞭か、またはない。尾鰭

に弧状の横帯が３～４列あり、後縁の縁取りはない。雄の胸鰭基部に円形の骨質盤をもつ。染色体数は２n＝50。

同所的に生息するシマドジョウ２倍体性種とは、雄の胸鰭の骨質盤の形状、胸鰭から腹鰭までの筋節数などで識

別され、加えて他の近縁種とは体側斑紋および分布域の違いにより区別できる。本種は形態形質の類似から九州

型とともに小型種点小型としてまとめられることもあるが、遺伝的な分化の程度と類縁関係から別個の集団と考

えられる。 

 日本固有種で、兵庫県岸田川から島根県神戸川までの山陰地方中部に分布する。河川とそれにつながる農業用

水路の泥底に生息する。分布域が狭いことに加え（61）、生息・繁殖地である圃場や水路、細流における改修工事

や整備（23）、稲作形態の変化による乾田化、水田と水路・細流との不連続化などが進んできており（13、15）、

自然分布域の大部分で個体群が急減している。 

 

 

 

【参考文献】 41）、45）、93）、95） 

執筆者：清水孝昭（愛媛県水産研究センター） 

 
EN（絶滅危惧ⅠB類）［新規掲載］ 

コイ目 ドジョウ科 

スジシマドジョウ小型種九州型 
Cobitis sp. S Kyushu form 
 

 最大全長は雄 5.5cm、雌７cm。体型は一般的なドジョウ類と同様である。体色は白色～淡黄色で、体側の暗色

斑紋は点列型。雄の体側斑紋は産卵期に縦帯型となる。体側斑紋下深層の色素帯は不明瞭か、またはない。尾鰭

に弧状の横帯が３～４列あり、後縁の縁取りはない。雄の胸鰭基部に円形の骨質盤をもつ。染色体数は２n＝50。

同所的に生息するヤマトシマドジョウとは尾鰭斑紋の違い、体側斑紋下深層の色素帯の有無により識別され、加

えて小型種の他地方種族を除く他の近縁種とは胸鰭の骨質盤の形状、体側斑紋および分布域の違いにより区別で

きる。朝鮮半島産のCobitis lutheri は本種と形態、斑紋が酷似する。 

 日本固有種で、有明海に注ぐ筑後川、矢部川、菊池川に分布する。河川とそれにつながる農業用水路の泥底に

生息する。生息・繁殖地である圃場や水路、細流における改修工事や整備（23）、稲作形態の変化による乾田化、

水田と水路・細流との不連続化などが進んできており（13、15）、自然分布域の大部分で個体群が急減している。

水系によっては出現が散発的で、生息が確認できない年がある。 

 

 

 

 

【参考文献】 41）、93）、95） 

執筆者：清水孝昭（愛媛県水産研究センター） 
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EN（絶滅危惧ⅠB類）［←VU］ 

コイ目 ドジョウ科 

エゾホトケドジョウ 
Lefua nikkonis (Jordan & Fowler, 1903) 
 

 最大全長は７cm。体は細長く、やや円筒形であるが、頭部は縦扁し、尾部は側扁する。口は下方に開き、口髭

は鼻孔より発達した１対、上唇部の２対および、下唇部の１対からなる。体色は黄褐色～青褐色で、小暗色点が

密に分布する。尾鰭中央部に１暗色縦条がある。雄では体側に黒色縦帯があるが、雌では不明瞭。近縁のホトケ

ドジョウLefua echigonia とは尾鰭中央部の縦条の有無により識別される。 

 日本固有種で北海道に分布する。青森県からも記録があるが自然分布かどうか明らかではない。中国大陸から

朝鮮半島にかけて、遺伝的類縁関係が高く形態斑紋の酷似するヒメドジョウLefua costata が生息する。 

 北海道内における分布は局所的かつ分布域間は分断されている（61）。生息地の大部分で河川改修（13）、湿地

の埋め立て（15、23）などにより個体群の縮小が見られる。減少要因が継続しており、危急性は以前より高まっ

ていると判断される。 

 

 

 

 

 

【参考文献】 41）、64）、78） 

執筆者：清水孝昭（愛媛県水産研究センター） 

 
EN（絶滅危惧ⅠB類）［新規掲載］ 

タウナギ目 タウナギ科 

タウナギ 
Monopterus albus (Zuiew, 1793) 
 

 最大全長80cm。体は著しく伸張した円筒形で、尾部の後端が細長く尖る。鰓蓋、胸鰭および腹鰭を欠く。背鰭、

臀鰭、尾鰭は互いにつながり、痕跡的である。体色は黄褐色の地色に暗褐色の不規則斑紋がある。小型個体は雌、

全長20～45cmで間性を示し、それより大型では雄に性転換する。 

 国外ではミャンマーを西限とするインドシナ半島、インドネシア、フィリピン、中国南西部、台湾、朝鮮半島、

日本本土の個体群は移殖されたものであり、在来と考えられる個体群は、石垣島、久米島、沖縄島、奄美大島か

ら報告されている。ただし、久米島の個体群に関しては沖縄島から移殖された可能性が示唆されている。 

 水田やそれに隣接する水路、池沼、湿地、流れの緩い河川に生息する。泥底で水生植物が繁茂した場所を好む。

空気呼吸を行うため、溶存酸素の低い水域でも生存可能。 

 主な減少要因は、河川改修に伴う生息環境の悪化（13）や水田および湿地の消失（12、15）、水質の悪化（31、

32）などが考えられる。日本本土の個体群は、移殖であることが明らかとなる一方、琉球列島の個体群は、在来

である可能性が強く示唆されている。南西諸島の個体群の貴重性が再確認されたことから、LP(絶滅の恐れのある

地域個体群)からEN（絶滅危惧ⅠB類）に変更してレッドリストに掲載された。 

 

 

【参考文献】 62） 

執筆者：立原一憲（琉球大学理学部） 
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EN（絶滅危惧ⅠB類）［新規掲載］ 

トゲウオ目 ヨウジウオ科 

アミメカワヨウジ 
Hippichthys (Hippichthys) heptagonus Bleeker, 1849 
 

 最大全長14cm。体は細長く、尾部は躯幹部よりもかなり長い。腹部の中央隆起線はよく発達し、躯幹部の断面

は五角形に近い。躯幹部腹面は赤く、腹部中央隆起線は黒く、側面に白色横帯を欠くことなどが特徴。 

 インド洋から西部太平洋の熱帯域に分布し、日本では奄美大島以南の琉球列島から記録されている。河川感潮

域に生息し、汽水域でも見られるが、上流側の淡水の影響を強く受ける場所を好み、岸よりの植生の間などに潜

む。八重山諸島では、夏から秋にかけて卵・稚仔を抱えた雄が見られる。稚魚は一度降海し、再び河川に溯上し

てくると思われるが、その時期やサイズは不明。 

 生息数は西表島の１河川を除きどこでも少数である。かつて最大の生息地であった石垣島の名蔵川では、生息

環境が工事により破壊されただけでなく、外来魚のカワスズメによる捕食圧の影響も考えられ（52）、現在では絶

滅に近い状態と思われる。近年、八重山諸島では、道路整備や橋梁工事による土砂の流出（24、71）により、河

口部の環境改変が著しく、未確認地点の個体群や流下あるいは溯上してくる稚魚への影響が懸念されている。生

息環境の悪化や消失により生息個体数の減少は明らかで、今回、南西諸島の汽水・淡水魚の評価対象種が拡充さ

れたことから、新たにレッドリストに掲載された。保全策はとられていない。 

 

 

【参考文献】 41） 

執筆者：瀬能 宏（神奈川県立生命の星･地球博物館） 

 
EN（絶滅危惧ⅠB類）［←VU］ 

ボラ目 ボラ科 

ナガレフウライボラ 
Crenimugil heterocheilos (Bleeker, 1855) 
 

 最大全長50cm。体は細長い紡錘形で、後方ほどよく側扁する。上唇は著しく肥厚し、下面側部にやすり状の角

質隆起縁、下面中央に角質の小突起をもつことが最大の特徴。下唇は薄い縁状。 

 インド洋から西部太平洋にかけての熱帯域の島嶼に分布し、日本では八重山諸島から記録されている。淡水性

の種で、大河川の渓流域の大きな淵に少数の群れで生息し、岩の表面の付着藻類を上唇で削り取って食べる。産

卵生態は不明だが、仔稚魚は沿岸にいて、ある程度成長すると河川へ溯上してくる。主要生息地の１つである西

表島のある河川では、港湾工事による河口付近の環境改変（14）が著しく、最大の生息地であるもう１つの河川

においても河口付近のリゾート開発による環境負荷（23、31、71）が高まっている。さらに、仔稚魚の生息場所

と考えられる海域では、道路整備や橋梁工事による土砂の流出などの影響が懸念される（24、71）。成熟個体が恒

常的に生息するのは西表島の２河川に限られ（61）、その数は2,500個体未満であることや、生息地の環境は確実

に悪化の一途を辿っていることから、今回の再評価に伴い絶滅危惧ⅠB 類にランクアップした。保全策はとられ

ていない。 

 

 

 

【参考文献】 41）、88） 

執筆者：瀬能 宏（神奈川県立生命の星･地球博物館） 
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EN（絶滅危惧ⅠB類）［←VU］ 

カサゴ目 カジカ科 

ヤマノカミ 
Trachidermus fasciatus Heckel, 1837 
 

 全長20cmに達する。頭部は大きく、縦扁する。眼下骨棚と後頭部に顕著な隆起がある。頭部と体側に黒色帯が

あり、体色は暗黄褐色、鰓膜は赤橙色である。産卵、卵や仔稚魚の生育に20‰程度の塩水を必要とするため、干

潟や感潮域を利用する降河回遊魚である。成魚は 10～１月に川を下り、沿岸部でタイラギの殻などに産卵する。

雄は孵化まで卵を保護する。ほとんどが年魚である。稚魚は４～５月に河川を遡上し、成長する。 

 有明海湾奥部とそこに注ぐ河川、朝鮮半島南西岸、中国遼寧省から浙江省の沿岸部とそこに流入する河川に生

息する。長崎県の諫早湾では干拓のため1997年に潮受け堤防が締め切られ（23）、2004年以降、潮受け堤防内の

調整池だけでなく、堤防の外に注ぐ河川でも本種の生息がほとんど確認されなくなった。諫早湾に流入する河川

の個体群が失われたことで本種の生息数は著しく減少した。また熊本県の緑川でも近年生息が確認されていない。

河口堰や取水堰（25）などによって回遊を妨げられることが減少の一因と考えられる。保護対策はとられていな

い。 

 

 

 

 

【参考文献】 55）、74）、160） 

執筆者：小早川みどり（九州大学システム生命科学府） 

 
EN（絶滅危惧ⅠB類）［新規掲載］ 

カサゴ目 カジカ科 

カジカ小卵型 
Cottus reinii Hilgendorf, 1878 
 

 最大全長 20cm。体は細長い。体色は変異に富み、頭部および体側は茶褐色あるいは黒褐色を呈し、腹面は白色。

眼から鰓蓋にかけて２本の黒褐色帯をもち、体側全体に微小な黒色の小さな斑点が多数散在する。また、胸鰭には

４～７本の黒褐色帯がある。鰓蓋の後縁には１本の棘があり、胸鰭の軟条は分枝しない。胸鰭軟条は15～17本。 

 日本固有種であり、本州の青森県から和歌山県までの太平洋側、四国の徳島県と高知県に分布する。主な生活

環は淡水両側回遊性であるが、琵琶湖およびその流入河川には湖沼型個体群（琵琶湖個体群）が存在する。淡水

両側回遊性個体群では、海から遡上した稚魚は川の中・下流域を中心に生息し、成魚になると特に平瀬や岸より

の浅瀬に多い。肉食性で、流下する水生昆虫を主食するが、小魚や礫石に付着した水生昆虫も捕食する。産卵期

は３～４月で、雄は下流域の瀬の礫底にある浮き石下の空所を繁殖縄張りとして占め、成熟した雌を誘い入れて

産卵する。産出卵は石の下面に付着し、保護雄によって孵化まで守られる。婚姻形態は一夫多妻的である。卵径

は淡水両側回遊型で1.9～2.7mm、琵琶湖個体群で1.2～1.6mm。 

 本州最北部から四国北部に広く分布する本種の淡水両側回遊性個体群は、近年、河口・下流域でのコンクリー

ト護岸化、流路の直線化（13）などによって個体群サイズが著しく減少している。一方、琵琶湖個体群は、水深

が浅く、水質悪化や富栄養化（31）が著しい南湖では壊滅的な状態にある。今回、上記の要因で本種の生息場所

の縮小と個体群サイズの減少が著しいことから、レッドリストに新たに掲載された。野外での保全活動は行われ

ていない。 

【参考文献】 21）、65）、149） 執筆者：後藤 晃（北海道大学北方生物圏フィールド科学センター） 
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EN（絶滅危惧ⅠB類）［新規掲載］ 

カサゴ目 カジカ科 

カジカ中卵型 
Cottus sp. 
 

 最大全長15cm。体色は変異に富み、頭部および体側は茶褐色あるいは黒褐色を呈し、腹面は黄色を帯びる。体

の背側に４～５の暗色の鞍状斑があり、体側全体に緑褐色の小さな斑点が多数散在する。また、胸鰭にも数個の

暗色斑がある。鰓蓋の後縁には１本の棘があり、胸鰭の軟条は分枝しない。胸鰭軟条は13～16本。 

 日本固有種であり、北海道の積丹半島以南の日本海側、陸奥湾、本州の日本海側、四国の瀬戸内海側、九州西

北部に分布する。主な生活環は淡水両側回遊性であるが、九州の一部の河川では河川性の個体群も存在する。淡

水両側回遊性個体群では、海から遡上した稚魚は川の中・下流域を中心に生息し、成魚になると特に平瀬や岸よ

りの浅瀬に多い。肉食性で、流下する水生昆虫を主食するが、小魚や礫石に付着した水生昆虫も捕食する。産卵

期は３～４月で、雄は下流域の瀬の礫底にある浮き石下の空所を繁殖縄張りとして占め、成熟した雌を誘い入れ

て産卵する。産出卵は石の下面に付着し、保護雄によって孵化まで守られる。婚姻形態は一夫多妻的である。卵

経は2.0～3.4mm。 

 本種は、近年、河口・下流域でのコンクリート護岸化、流路の直線化（13）などによって全国的に個体群サイ

ズが著しく減少している。また、水質汚濁（31）、および河川におけるダム・堰堤などの横断工作物の設置（13）

による稚魚の遡上阻害・生息場所の縮小が減少に拍車をかけている。今回、上記の要因で本種の生息場所の縮小

と個体群サイズの減少が著しいことから、レッドリストに新たに掲載された。野外での保全活動は行われていない。 

【参考文献】 21）、22）、113） 

執筆者：後藤 晃（北海道大学北方生物圏フィールド科学センター） 

 
EN（絶滅危惧ⅠB類）［←NT］ 

スズキ目 アカメ科 

アカメ 
Lates japonicus Katayama & Taki, 1984 
 

 日本固有種。最大全長 137cm。体は体高が高く、よく側扁する。背鰭は２基で、背鰭棘条部は軟条部よりも高

く、尾鰭後縁はほぼ円い。頭部は吻端が尖り、全体として先細る独特の形態をしており、眼は小さく赤いことか

ら識別は容易。 

 静岡県浜名湖から屋久島までの本州、四国、九州の太平洋岸に分布するが、主要生息域は高知県土佐湾と宮崎

県に限られる（61）。稚魚は河口域のコアマモ場を育成場として利用し、成長すると行動範囲を沿岸部まで広げる。

産卵生態は解明されていないが、成熟した生殖腺をもつ雌雄の捕獲記録から、河口もしくは陸水の影響を受ける

沿岸部で産卵している可能性が示唆されている。宮崎県では稚魚の主要育成場の１つであった大淀川河口が港湾

工事により完全に破壊された（13、14）。宮崎県南部では成魚の漁獲が近年ほぼゼロとなり、県全体でみても漁獲

量は激減している。高知県では1950年以前と比較して漁獲量は激減した。現在、高知県では稚魚の育成場となる

主要なコアマモ場は３か所に限られ、うち１か所では導流堤の建設が予定されている。また、少なくとも１か所

では鑑賞や販売を目的とした稚魚の捕獲が続いている（41）。さらに、1980 年代以降に盛んになった本種を対象

にしたルアー釣りによる未成魚や成魚への影響が懸念される。本種の絶滅の危険性は増大しており、今回の再評

価に伴い絶滅危惧ⅠB類にランクアップした。宮崎県では条例により指定希少野生動植物に指定し、2006年４月

１日より採捕、殺傷、所持、譲渡、譲受などが禁止されている。 

【参考文献】 44）、49） 

執筆者：瀬能 宏（神奈川県立生命の星･地球博物館） 
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EN（絶滅危惧ⅠB類）［新規掲載］ 

スズキ目 キス科 

アトクギス 
Sillago macrolepis Bleeker, 1859 
 

 最大全長23cm。頭は側扁し、体は細長くよく側扁した円筒形。吻は長く円錐形で尖り、口は小さく、吻端の下

方に開く。眼は高い位置にある。眼が大きい、鱗が大きい、体側背面に背鰭に沿って淡色斑がある、第１背鰭を

倒すと大きな黒色斑が現れるなどの特徴により同属他種と区別できる。 

 西部太平洋の熱帯・亜熱帯域に広く分布し、日本国内では琉球列島の石垣島と西表島のみから知られている。

良好な環境の保たれた内湾や河川河口域に生息する。砂底から砂泥底の開けた水域で、群で遊泳する。西表島の

１水域では幼魚から成魚までが群れで見られ、夏には抱卵個体や放精個体が採集された。国内の生息地が数か所

のうえ、生息数も多くない(61)。西表島では生息地の岸に巨大リゾートホテルが開業し、その排水による地下水

および周辺水域への水質汚染（31）が懸念される。最近、生息地に流入する地下水から大量の窒素分が検出され

ており内湾のハマグリ類の激減、皮膚病や寄生虫に犯された川魚の激増が観察されている。今回、南西諸島の汽

水・淡水魚を精査したことから、新たにレッドリストに掲載された。保全策はまったくとられていない。 

 

 

 

 

【参考文献】 131）、133） 

執筆者：鈴木寿之（兵庫県立尼崎北高校） 

 
EN（絶滅危惧ⅠB類）［新規掲載］ 

スズキ目 ユゴイ科 

トゲナガユゴイ 
Kuhlia munda (De Vis, 1884) 
 

 最大全長25cm。体は体高が高く、よく側扁し、眼が大きい。成魚は体全体が銀色で、各鰭にも目立った斑紋が

なく、同属のユゴイやオオクチユゴイから容易に区別される。幼魚の尾鰭基底に黒色斑、後縁には横Ｍ字状の黒

色帯があり、これらの斑紋間は黄色い。 

 中・西部太平洋の熱帯域に分布し、日本では屋久島と琉球列島、小笠原諸島から記録されている。大河川の汽

水域に大きな群れで生息し、活発に遊泳する。淡水域へはほとんど侵入しない。分布域は広いが、成魚がまとま

って見られ、再生産していると思われる場所は、西表島の大河川に限られる。それ以外では幼魚の散発的な記録

しかない。繁殖生態は不明だが、オオクチユゴイの生態から類推すると、産卵は河口付近の海域へ移動して行っ

ている可能性が高い。仔稚魚は海域で生育し、ある程度成長すると河川へ溯上してくると思われる。本種の主要

生息地である西表島では、港湾工事による河口付近の環境改変（14）が著しく、リゾート開発による環境負荷（23、

31、71）が高まっている。また、仔稚魚の生息場所と考えられる海域では、道路整備や橋梁工事による土砂の流

出などの影響が懸念される（24、71）。近年、本種の確認事例が著しく減少しており、特に成魚は確認できなくな

っている。今回、南西諸島の汽水・淡水魚の評価対象種が拡充されたことから、新たにレッドリストに掲載され

た。保全策はとられていない。 

 

【参考文献】 41）、101） 

執筆者：瀬能 宏（神奈川県立生命の星･地球博物館） 
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EN（絶滅危惧ⅠB類）［←VU］ 

スズキ目 カワアナゴ科 

ヤエヤマノコギリハゼ 
Butis amboinensis (Bleeker, 1853) 
 

 最大全長は約10cm。体は細長く、頭部が縦扁し、吻が著しく尖る。両眼間に、目の上後縁に小さな鋸歯列があ

る。体は暗褐色で、吻から尾部に向けて１暗色縦帯が走る。腹鰭、臀鰭の縁辺および胸鰭基底２か所に朱色を呈

する部分がある。体側に複数の朱斑を伴う個体もいる。 

 国外では、アンダマン諸島、西太平洋の島嶼、日本国内では西表島、石垣島、沖縄島、奄美大島に生息し、高

知県からの報告例もある。自然度が高い汽水域に生息する。頭部を下にして水没したアダンの葉やヒルギ類の支

柱根に腹部を接していることが多い。本種の分布は、他のカワアナゴ科魚類と比べ限定されており（61）、八重山

諸島が主要な生息地であったが、近年その生息個体数が減少しつつあるため、VU（絶滅危惧Ⅱ類）からEN（絶滅

危惧ⅠB類）に変更してレッドリストに掲載された。 

 本種が生息する汽水域の上端部は、河岸植生の伐採（13、54）や水質汚濁（31）などの環境破壊を受けやすく、

生活基盤が脆弱である。また、ペットショップで売られていることもあり、業者やマニアによる乱獲（41）も懸

念される。 

 

 

 

【参考文献】 128） 

執筆者：立原一憲（琉球大学理学部） 

 
EN（絶滅危惧ⅠB類）［←VU］ 

スズキ目 カワアナゴ科 

ジャノメハゼ 
Bostrychus sinensis Lacepède,1801 
 

 最大全長は約20cm。体は円筒形で、頭部が丸みを帯びて小さい。第１背鰭が小さく、尾柄が太い。鱗が細かく、

体表にぬめりがある。前鼻孔が細長く前方へ突出する。体色は、体側面が暗褐色、背面は淡い茶褐色を呈する。

尾鰭基底上部に明色に縁取られた蛇の目状の１暗色斑をもつ。 

 国外では、インド洋、西・南太平洋の島嶼、日本国内では、西表島、石垣島、沖縄島、奄美大島に分布する。

河川感潮域のマングローブ林内やその周辺に生息する。日中はヒルギの支柱根の周辺にできた窪みや泥に埋もれ

た流木、石などの下に潜み、夜間になるとカニ類などを捕食するために活動する。国内の分布が西表島から奄美

大島に限られる上（61）、生息環境が良好なマングローブ林床の軟泥底に限定して生息する。海域で約３週間の浮

遊期をすごし、体長約５mmで着底する。他のカワアナゴ科魚類に比べ生息環境が特殊であることと、個体数の減

少が認められることから、VU（絶滅危惧Ⅱ類）からEN（絶滅危惧ⅠB類）に変更してレッドリストに掲載された。 

 本種の個体数の減少は、マングローブ林の消失（15）、河川周辺域の開発（13）に伴う底質の硬化や水質汚濁（31）

などの生息環境の悪化が考えられる。 

 

 

 

【参考文献】 128） 

執筆者：立原一憲（琉球大学理学部） 
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EN（絶滅危惧ⅠB類）［←VU］ 

スズキ目 ハゼ科 

ムツゴロウ 
Boleophthalmus pectinirostris (Linnaeus, 1758) 
 

 体は細長く暗灰色で、全身と背・尾鰭に緑青色の小斑点が散在する。口は大きく下向きで、目は頭頂に突出す

る。性的２型はなく、最大全長は約18cm。日本、朝鮮半島、中国本土、台湾、香港に分布する。国内の個体群は

大陸遺存で、有明海（諫早湾北岸の金崎町～宇土半島戸口町）と八代海（不知火町二本松～鏡川河口）にのみ分

布する。内湾および河口の比較的平坦な干潟に生息し、干潮時に泥巣穴から出て干潟表面で活動する水陸両生魚

である。 

 長崎大学の研究グループにより1972、1986、1991、2003年に分布域が調査されている。有明海の分布域・生息

密度は1986年に最も縮小・低下したが、分布域は1991年には回復した。2003年の分布域は、諫早湾奥部を除い

て、1991年とほぼ同様で、生息密度は場所によっては1972年を上回った。しかし、近年の生息状況は1965年前

後の状況には遙かに及ばないとされている。八代海における2003年の分布域は1972年とほぼ同様で、生息密度

はやや高かった。存続を脅かす主要因は、沿岸域の埋め立てや干拓による干潟の消失で（14、15、23）、特に干拓

事業により1997年に閉め切られた諫早湾の奥部に広がる国内最大級の生息地が消滅した。国内生息地が限られて

おり、生息面積が極度に減少したため、ランクがVUからENに変更された。 

 佐賀県では漁獲対象とされているが、資源の減少とともに漁業者も減少傾向にある。同県では、保護区(六角川

河口)と採捕禁止期間（５月）・サイズ（全長10cm）が設定されている。有明海と八代海の個体群間に遺伝的差異

が検出されており、それぞれ個別の保護・管理が必要である。特に八代海の分布域は狭く、保全が急務である。 

【参考文献】 38）、146）、147） 執筆者：竹垣 毅（長崎大学大学院生産科学研究科） 

 
EN（絶滅危惧ⅠB類）［新規掲載］ 

スズキ目 ハゼ科 

チワラスボ 
Taenioides cirratus (Blyth, 1860) 
 

 最大全長は約25cm。体は細長く伸張する。下顎の下面にまばらな髭をもつ。眼は小さく、頭部の上方に位置す

る。口は上向きに開く。背鰭は１基で基底が長く伸び、後端が尾鰭につながる。臀鰭基底も長く、後端が尾鰭に

つながる。背鰭と臀鰭が尾鰭と接続する部位には欠刻がある。体色は赤褐色を呈し、成熟した個体の腹部は、光

沢のある黄褐色に輝く。 

 国外では、朝鮮半島、中国、台湾、インド－太平洋、日本国内では静岡県から沖縄島に分布する。河口干潟の

軟泥底中に生息し、巣穴をもつが、生活史に関する知見はほとんどない。まとまって採集されることは稀で生息

密度は低い。海域で約１か月の浮遊期を過ごし、体長９～10mmで着底する。 

 本種の個体数の減少は、干潟に流入する河川の改修（13）や隣接地の陸域の改変（23、24）および港湾工事、

埋め立て（14）などによる環境の消失が原因であると考えられる。本種の生息する河口の干潟は、開発の影響を

直接に受けやすい場所であり、かつ粒子の細かい軟泥底を必要とするため、環境の改変により底質が変化すると

容易に姿を消すことが予想される。採集される個体数が日本本土、南西諸島ともに減少していることから、EN(絶

滅危惧ⅠB類)として新たにレッドリストに掲載された。 

 

 

【参考文献】 35）、78） 

執筆者：立原一憲（琉球大学理学部） 
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EN(絶滅危惧ⅠB類) ［新規掲載］ 

スズキ目 ハゼ科 

ウキゴリ属の１種（ジュズカケハゼ関東型） 
Gymnogobius sp. 
 

 最大全長６cm。アロザイムとmtDNAの解析によってジュズカケハゼとは生殖的に隔離されていることが示され

たため、新たな評価対象種となってレッドリストに掲載された。関東地方の那珂川・利根川・荒川・多摩川の４

水系の中流域にのみ分布が知られている。近似種であるジュズカケハゼとは、吻長・両眼間隔幅・顎長がやや長

い（広い）傾向があることや、婚姻色の現れた雌の第１背鰭は円形に近い場合が多く(vs. ジュズカケハゼでは後

部棘条が伸長することにより第１背鰭上後端が角ばり、むしろ四角形となる) 、その後半部に大きな黒斑が生じ

ないこと（vs. 通常ある）、尾鰭の総鰭条数がやや少ないこと（29～33 vs. 35～40）等で区別可能である。また、

尾柄部がより太短い傾向が見られるため全体的に寸詰まりな印象がある。 

 生息環境は流れの緩い淵や、湧水のある河川敷の溜まりであり、そうした場所が河川工事（13、15）で埋めら

れることによって生息地が減少している。本種と同様な環境を好む国内外来種のオヤニラミが急増している生息

地もあるため，捕食（52）や競合（56）が生じていることも考えられる。関東地方の河川では捕食者となるコク

チバスも増加しており（52）、河川工事の影響を受けていない「良好な環境」を狙ったオヤニラミやコクチバスの

密放流が深刻な被害をもたらす可能性がある。保護活動はなされていない。 

 

 

【参考文献】 1）、117）、118） 

執筆者：向井貴彦（岐阜大学地域科学部） 

 
EN(絶滅危惧ⅠB類) ［新規掲載］ 

スズキ目 ハゼ科 

マングローブゴマハゼ 
Pandaka lidwilli (McCulloch, 1917) 
 

 最大全長２cm。頭は丸く大きく、体は太短い円筒形。眼は頭の側面につく。体の透明感が強く、頭や体に明瞭

な黒色素が散在する。第１背鰭の黒色斑が細長い平行四辺形で、生時でもその先端は青白色斑で縁取られず橙色

斑は明瞭であるなどの特徴でゴマハゼやミツボシゴマハゼと区別できる。 

 西部太平洋の熱帯・亜熱帯域に広く分布し、日本国内では琉球列島の沖縄島、石垣島、西表島から知られてい

る。良好な環境の保たれた内湾や河川河口域のマングローブ林内に生息する。ふだんは障害物の陰で底から離れ

て群で浮遊する。20～30年前は、たいていの河口の、ヒルギ類の根本には蚊柱が立つがごとく玉になった大群が

多数見られたが、最近では50尾程度の小さな群れが生息する河川を発見するにも労力を要する状態である。 

 直接的な減少要因は不明であるが、間接的な要因として橋梁建設、護岸工事、道路整備(13、24)が原因の土砂

流入による底質や水質の悪化(31)、有機物による水質汚染が考えられる。今回、南西諸島の汽水・淡水魚を精査

したことから、新たにレッドリストに掲載された。保全策はまったくとられていない。 

 

 

 

 

【参考文献】 70）、131） 

執筆者：鈴木寿之（兵庫県立尼崎北高校） 
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EN(絶滅危惧ⅠB類) ［新規掲載］ 

スズキ目 ハゼ科 

コビトハゼ 
Parioglossus rainfordi McCulloch, 1921 
 

 最大全長４cm。頭は側扁し、体は細長くよく側扁した円筒形。口は強く上を向く。尾鰭基底中央から上部に大

きく明瞭な三角形の黒色斑がある、尾鰭後縁は丸く突出するなどの特徴で近似のサツキハゼと区別できる。 

 中・西部太平洋の熱帯・亜熱帯域に広く分布し、日本国内では琉球列島の石垣島と西表島から知られている。

良好な環境の保たれた河川河口域のマングローブ林に生息する。ヒルギの根元の中層付近で、ミヤラビハゼやボ

ルネオハゼと混泳する。浮遊しながらプランクトンを食べており、夜間や干潮時にはヒルギの根間やカキ殻など

の障害物の中にもぐりこむ。 

 国内の生息地は数河川、生息数もごくわずかである上(61)、それらの数が減少している。主な減少要因として、

農地改良、橋梁建設、道路整備、護岸工事(13, 16, 24)が原因の土砂流入により底質や水質の悪化(31)が考えら

れる。さらに、巨大リゾートホテルの排水による地下水および周辺水域への水質汚染が懸念される。今回、南西

諸島の汽水・淡水魚を精査したことから、新たにレッドリストに掲載された。保全策はまったくとられていない。 

 

 

 

 

【参考文献】 132）、137） 

執筆者：鈴木寿之（兵庫県立尼崎北高校） 

 
VU（絶滅危惧Ⅱ類）［新規掲載］ 

ヤツメウナギ目 ヤツメウナギ科 

スナヤツメ北方種 
Lethenteron sp. 1 
 

 最大全長25cm。体は細長い。体色は変異に富むが、暗褐色で弱い金属光沢がある個体が多い。同属のシベリア

ヤツメに比べて眼が小さい。尾鰭は丸みが強く明色である。７番目の鰓穴から肛門までの筋節数は50～65とカワ

ヤツメ属では最も少ない。成熟個体は顕著な二次性徴を示し、雄では生殖突起が、雌では臀鰭状の突起が形成さ

れる。スナヤツメ南方種とは形態的に酷似し、形態的特徴から両種を個体レベルで識別することは困難であるが、

アロザイムやミトコンドリアDNA解析では両種間に大きな遺伝的分化が認められる。 

 本種は日本固有種であり、北海道のほぼ全域と中部以北の本州に分布する。本州では夏期でも冷水が維持され

る湧水性河川に局在する。生息場所としては、河川の中流域、細流および半自然水路の冷水域を好む。幼生は淵

およびその下流部に堆積した砂泥底に潜む。成体は礫間や草木の根間に潜む。一生を淡水域で過ごし、幼生はデ

トライタスや珪藻類を食べて成長し、３～５年目の秋に変態する。翌春に産卵し、死亡する。 

 減少の主な要因は、河川開発（13）による育成場の喪失および土砂流出による産卵床として好適な礫底の埋没

であると考えられる。また森林伐採（11）による河川水温の上昇や渇水、および水質汚濁（31）も減少を加速し

ていると推察される。今回、北方種と南方種に分類されたこと、および生息河川や個体群サイズの減少が継続し

ていることから、新たにレッドリストに掲載された。野外での保全活動は行われていない。 

 

【参考文献】 165）、167）、168） 

執筆者：後藤 晃（北海道大学北方生物圏フィールド科学センター） 
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VU（絶滅危惧Ⅱ類）［新規掲載］ 

ヤツメウナギ目 ヤツメウナギ科 

スナヤツメ南方種 
Lethenteron sp. 2 
 

 最大全長25cm。体は細長い。体色は変異に富むが、暗褐色で弱い金属光沢がある個体が多い。同属のシベリア

ヤツメに比べて眼が小さい。尾鰭は丸みが強く明色である。７番目の鰓穴から肛門までの筋節数は50～65と北方

種とともにカワヤツメ属では最も少ない。成熟個体は顕著な二次性徴を示し、雄では生殖突起が、雌では臀鰭状

の突起が形成される。スナヤツメ北方種とは形態的に酷似し、形態的特徴から両種を個体レベルで識別すること

は困難であるが、アロザイムやミトコンドリアDNA解析では両種間に大きな遺伝的分化が認められる。 

 本種は日本と朝鮮半島南部に分布する。国内では、東北地方の北部を除く本州および四国、九州北部にそれぞ

れ分布し、夏期でも冷水が維持される湧水性河川に局在する。生息場所としては、河川の中流域、細流および半

自然水路の冷水域を好む。幼生は淵およびその下流部に堆積した砂泥底に潜む。成体は礫間や草木の根間に潜む。

一生を淡水域で過ごし、幼生はデトライタスや珪藻類を食べて成長し、３～５年目の秋に変態する。翌春に産卵

し、死亡する。 

 減少の主な要因は、河川開発（13）による育成場の喪失および土砂流出による産卵床として好適な礫底の埋没

であると考えられる。また森林伐採（11）による河川水温の上昇や渇水、および水質汚濁（31）も減少を加速し

ていると推察される。今回、北方種と南方種に分類されたこと、および生息河川や個体群サイズの減少が継続し

ていることから、新たにレッドリストに掲載された。野外での保全活動は行われていない。 

【参考文献】 165）、167）、168） 

執筆者：後藤 晃（北海道大学北方生物圏フィールド科学センター） 

 
VU（絶滅危惧Ⅱ類）［新規掲載］ 

ヤツメウナギ目 ヤツメウナギ科 

カワヤツメ 
Lethenteron japonicum (Martens, 1868) 
 

 最大全長50cm。体は細長い。成魚の体色は緑がかった鉛色で、第２背鰭の前部と尾鰭は黒色である。口は下顎

がなく吸盤状を呈し、鰓穴は７対ある。背鰭は２基で、尾鰭は四角い。７番目の鰓穴から肛門までの筋節数は68

～77である。アンモシーテス幼生は、口はじょうご状で上唇が頭巾上に突出し、眼がない。尾鰭は黒色を呈する。

多くの幼生は全長15～20cmで変態し眼が出現して、体側は銀白色を呈し降海するが、分布南方域では一生を河川

で過ごす矮小型個体が出現する。 

 スカンジナビア半島からベーリング海を経て朝鮮半島に至るアジア大陸東岸とアラスカに分布する。国内では

北海道、および太平洋側は茨城県以北、日本海側では島根県以北に分布する。アンモシーテス幼生の主な生息場

所は、河川中流域の淵や下流部に形成される軟らかい砂泥底である。一方、２～３年間海中生活し、産卵のため

の川に遡上する成魚は河川下・中流域の淵尻や平瀬を繁殖場所として利用する。 

 最近の20～30年間に、カワヤツメの漁獲量は全国的に大幅に減少し、特に主要産地である石狩川水系や尻別川

水系では全盛期の漁獲量の 50 分の１以下に減少している。その主な要因は、河川の護岸化に伴う流路の直線化

（13）によるアンモシーテス幼生のハビタットの減少、および堰堤等による親個体の遡上阻害にあると考えられ

る。今回、全国的な個体群サイズの著しい減少が認められたことから、新たにレッドリストに掲載された。 

 水産資源保護の立場から、北海道水産部では生息環境保全調査を実施している。 

【参考文献】 40）、119）、170） 

執筆者：後藤 晃（北海道大学北方生物圏フィールド科学センター） 
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VU（絶滅危惧Ⅱ類）［新規掲載］ 

コイ目 コイ科 

ハス 
Opsariichthys uncirostris uncirostris (Temminck & Schlegel, 1846) 
 

 最大全長30cm。体形は細長く側扁する。背は青味を帯びた暗色で、体側と腹部は銀白色を呈する。顎に大きな

欠刻があり、全体として「へ」の字状となる。近縁種として、朝鮮半島と海南島を含む中国の長江以南にはコウ

ライハスO. u. bidens が、また、アムール川にはアムールハスO. u. amurensis が生息する。 

 琵琶湖水系のほか、三方湖（福井県）にも生息するが、近年、三方湖では生息が確認されていない。日本固有

亜種。かつて盛んに行われた琵琶湖産稚アユの放流に混じって移殖された結果、現在では、北海道を除く各地の

河川、湖沼での生息が確認されている。本亜種は、日本産コイ科魚類の中では唯一の魚類を専食する魚である。

ただし、体長７cm以下のものは、動物プランクトンを専食する。 

 減少要因として、産卵場となる流入河川河口部付近の砂礫底の消失（12）や北米産外来魚２種（オオクチバス、

ブルーギル）による仔稚魚～未成魚、時に成魚の捕食(52)、および餌となる在来小魚やエビ類をめぐっての生態

的競合（56）などが考えられる。主産地である琵琶湖では、平成に入って以降、漁獲量が減少し続け、かつてな

い低水準が続いており、また、もう一つの産地である三方湖（福井県）では絶滅状態にあるため、今回、新たに

レッドリストに掲載された。保全活動はなされていない。 

 

 

【参考文献】 16）、41）、78）、81） 

執筆者：前畑政善（滋賀県立琵琶湖博物館） 

 
VU（絶滅危惧Ⅱ類）［新規掲載］ 

コイ目 コイ科 

ツチフキ 
Abbottina rivularis (Basilewsky, 1855) 
 

 最大全長10cm。体は細長く、前部が縦編、後部が側偏し、外観はハゼを思わせる。吻は長くとがる。口は小さ

く、吻端の下方に開き、口角には１対の短い髭がある。眼は高い位置にある。背鰭の鰭条数は iii,7。本種は、

小型で体形が太短く、背鰭が張り出し、下唇の肉質葉の乳頭突起が発達しないことでカマツカと区別できる。 

 東アジアを中心に分布するが、東南アジアの一部にも移殖されている。日本、アムール川から閩(みん)江まで

の中国、朝鮮半島に分布する。日本国内では、濃尾平野、近畿地方、山陽地方、九州北西部が自然分布域。宮城

県や関東平野にも移殖されている。 

 本種は水田周りの池沼や流れのない農業水路に多く見られ、砂泥底を主な生息場所としている。主な減少要因

として、圃場整備事業に伴う水路のコンクリート護岸・改修（13、15、23）、オオクチバスとブルーギルによる食

害（52）が考えられる。 

 近年の調査結果から、国内の自然分布域内での減少が著しく、琵琶湖・淀川水系では絶滅寸前であることが明

らかとなったことから、今回、新たにレッドリストに掲載された。野外での保全活動はなされていない。 

 

 

 

【参考文献】 33）、41） 

執筆者：細谷和海（近畿大学農学部） 
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VU（絶滅危惧Ⅱ類）［新規掲載］ 

コイ目 コイ科 

デメモロコ 
Squalidus japonicus japonicus（Sauvage, 1883） 
 

 最大全長12cm。体高が同属のスゴモロコS. chankaensis biwae に比べてやや高く、頭部から背鰭起点にかけ

て背縁がやや盛り上がる。口髭は短く、その長さは瞳径の３分の２以下である。生時の体にはやや透明感があり、

体側中央線上に暗斑がほとんどない。側線は完全で、上下に褐色の縁取りがある。成熟した雄には、胸鰭に追星

が出現し、体がやや黒ずむ。縦列鱗数37～41、鰓耙数６～８。同属のスゴモロコやコウライモロコS. chankaensis 
tsuchigae に似るが、本亜種はこれらに比べて体高が大きいこと、口髭が短いこと、体側暗斑がほとんど見られ

ないことなどから区別できる。ただし、濃尾平野のものは琵琶湖産と比べて小型で、体側の斑紋がやや明瞭であ

り、また体のより後方まで暗斑が認められる等の形態的差異が見られる。 

 琵琶湖の沿岸部浅所、内湖の底層近くにすむほか、濃尾平野の池沼や水路等に生息する。日本固有亜種。主な

減少要因は、琵琶湖では底質環境の悪化による餌となる底生生物の減少（31）のほか、北米産外来魚２種（オオ

クチバス、ブルーギル）による直接的な捕食(52)も考えられる。濃尾平野では、水路のコンクリート護岸化（13）、

池沼に不法に放流された北米産外来魚による捕食（52）などが考えられる。近年、琵琶湖では急速に漁獲量が減

少していること、また、濃尾平野では、現在、生息場所が極限されていることから（61）レッドリストに掲載さ

れた。琵琶湖、濃尾平野ともに保全活動はなされていない。 

 

【参考文献】 41）、68）、78）、109） 

執筆者：前畑政善（滋賀県立琵琶湖博物館） 

 
VU（絶滅危惧Ⅱ類）［新規掲載］ 

コイ目 ドジョウ科 

アジメドジョウ 
Niwaella delicata (Niwa, 1937) 
 

 最大全長は雄８cm、雌10cm。体は細長く、側扁し、体高は後頭部から尾部にかけて一様な高さとなる。口は小

さく、下方に開き、口唇は肥厚して吸盤状となる。口髭は短く３対。体色は白色～飴色。背部から体側にかけて

３～５列の暗色縦帯もしくは斑点列があり、背鰭、尾鰭に３～５列の暗色点列がある。胸鰭は小さく、その形状

に雌雄差はない。雄の胸鰭基部に骨質盤はない。背鰭および腹鰭始部は全長の半分より後方に位置する。近縁の

シマドジョウ属魚類との識別は体型、各鰭の位置および形状といった外部形態により容易。 

 日本固有種で、中部および近畿地方に分布する。河川上流～中流域の礫底に生息し、石の表面の付着珪藻類を

摂餌する。同属の他種として、ヨコジマドジョウ N. multifasciata が韓国の洛東江に、N. laterimaculata 、 

N. longibarba およびN. xinjiangensis が中国大陸にそれぞれ分布する。 

 従来のレッドリストでは、本種のうち分布域西限の個体群が、絶滅のおそれがある地域個体群（LP）に含めら

れていた。その後、分布域の各所で継続的な個体数の減少が窺えること、個体群が確認できなくなった支流が存

在すること、漁業資源として利用できなくなるほどに資源が減少したことなどから、種としての危急性が高まっ

ていると判断された。流域開発（11、13、23、24、25）に伴う河床への堆積物の増加、河床間隙の目詰まりや生

息地の分断、水質の悪化（31）など生息環境の荒廃に加え、漁業利用による採集が個体群に負荷をかけていると

考えられる。 

【参考文献】 27）、46）、87） 

執筆者：清水孝昭（愛媛県水産研究センター） 
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VU（絶滅危惧Ⅱ類）［新規掲載］ 

コイ目 ドジョウ科 

ヤマトシマドジョウ 
Cobitis matsubarae Okada & Ikeda, 1939 
 

 最大全長は雄８cm、雌10cm。体型は一般的なドジョウ類と同様である。体色は白色～淡黄色で、体側の暗色斑

紋は基本的に点列型。体側斑紋下深層に暗色の色素帯がある。尾鰭にかすり模様の横帯が３～５列あり、後縁の

縁取りはない。雄の胸鰭基部に円形の骨質盤をもつ。染色体数は２n＝86、90および96であり、生息水系により

相違する。シマドジョウCobitis biwae ２倍体種を母系、スジシマドジョウ小型種九州型Cobitis sp. S Kyushu 
form を父系とした異種間交雑により生じた異質４倍体性種である。同所的に生息するスジシマドジョウ小型種

九州型とは尾鰭斑紋の違い、および体側斑紋下深層の色素帯の有無により識別され、他の近縁種とは胸鰭の骨質

盤の形状、体側斑紋および分布域の違いにより区別できる。 

 日本固有種で、九州と山口県の河川中流域に生息する。染色体数の異なる集団同士はおおむね河川を違えて分

布している。同じ河川内にスジシマドジョウ小型種九州型が生息する場合は、それより上流側に見られることが

多い。 

 本種は本来の分布域が限定されていること（61）に加え、進化的背景を持ち、それぞれ独自の保全単位と見な

すべき染色体多型集団を複数内包することから、危急性の見極めについてはなおいっそうの検討が必要である。

河川開発（13）に伴う土砂の流入により良好な生息地が減少しており、多くの河川で個体群の縮小傾向が見られる。 

 

【参考文献】 41）、47）、106） 

執筆者：清水孝昭（愛媛県水産研究センター） 

 
VU（絶滅危惧Ⅱ類）［新規掲載］ 

コイ目 ドジョウ科 

スジシマドジョウ中型種 
Cobitis sp. M 
 

 最大全長は雄7.5cm、雌9.5cm。体型は一般的なドジョウ類と同様である。体色は白色～淡黄色で、体側の暗色

斑紋はほぼ完全な縦帯となる。雄の胸鰭基部に円形の骨質盤をもつ。染色体数は２n＝50。同所的に出現する可能

性がある他のスジシマドジョウ類とは尾鰭および尾柄部の斑紋により、シマドジョウCobitis biwae とは体側斑

紋および骨質板の形状により識別される。 

 日本固有種で、本州および四国の瀬戸内海斜面に分布する。比較的大きな河川の中流～下流域の砂底に生息す

る。朝鮮半島南部には本種と形態、斑紋が酷似するCobitis tetralineata が分布する。 

 本種はスジシマドジョウ種群のなかで最も広い分布域をもつが、繁殖生態と初期生活史は他の種族と同様、水

田脇の水路など一時的水域に依存しており、そうした場所が宅地造成などで消失傾向にあること、圃場整備に伴

う水路の改修により産卵場所として機能しなくなってきていることなど（15、21、23）から、分布域の大部分で

個体群は減少傾向にあると見られる。観賞用として大量に販売されていることがある（41）。 

 

 

 

 

【参考文献】 43）、45）、85）、92）、94） 

執筆者：清水孝昭（愛媛県水産研究センター） 
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VU（絶滅危惧Ⅱ類）［←NT］ 

サケ目 サケ科 

オショロコマ 
Salvelinus malma krascheninnikovi Taranetz, 1933 
 

 最大全長約35cm。上顎の先端は下顎にかぶさる。体側には５～10個のパーマークと朱赤色の斑点が散在する。

また、背面には小さい白色の斑点が散在する。降海型は体側のパーマークが消えて銀白色になり、朱赤色の斑点

が不明瞭になる。 

 日本、沿海州、サハリン、カムチャツカ半島、アラスカからカリフォルニア北部まで北太平洋北部地域に広く

分布する。国内では北海道のみに分布し、特に知床半島に多く、大雪山系、日高山系、天塩山系などの河川源流

部に生息する。知床半島では河口域にも生息する。また、北海道南西部や日本海側にも分布するが、その個体群

はきわめて小規模である。降海型は知床半島でわずかに出現する。 

 知床半島の河川では比較的各個体群が維持されているものの、石狩川、天塩川、沙流川などの源流域では森林

伐採（11）やダム建設（25）などにより、また遊魚者の増加（41）により減少傾向にある。さらに、個体群がき

わめて小規模である道南西部では、遊魚者の増加により生息数がかなり減少している。これらのことから、今回、

レッドリストのランクが変更された。 

 

 

 

【参考文献】 50）、115） 

執筆者：針生 勤（釧路市立博物館） 

 
VU（絶滅危惧Ⅱ類）［←NT］ 

サケ目 サケ科 

ミヤベイワナ 
Salvelinus malma miyabei Oshima, 1938 
 

 日本固有亜種。最大全長40cm程度であるが、過去に60cmの個体も記録された。外見からはオショロコマと区

別できないが、鰓耙がオショロコマより多いのが特徴である。降湖型は体側が銀白色で、パーマークが不鮮明で

ある。また、体側には朱赤色の斑点が散在する。繁殖期には体色が黒ずみ、特に雄の下顎は前上方に曲がる。河

川残留型のパーマークは生涯鮮明である。 

 北海道然別湖とその流入河川であるヤンベツ川、西の川、東の川にのみ生息する。湖と河川を行き来する降湖

型と生涯河川で生活する河川残留型が存在する。現在、移殖により北海道南部の数河川にも生息している。 

 産卵遡上個体数が最も多かった1975～1979年の５年間の遡上個体数は、最近1999～2003年の５年間と比較す

ると、半数近くまで減少したと推測される。産卵河川であるヤンベツ川本流および河口から 500ｍを除き全体に

河畔林がよく残され、また河床が安定しているものの、資源が減少傾向（99）にあるため、今回、レッドリスト

のランクが変更された。 

 鹿追町では人工孵化放流し、資源維持に努めている。然別湖はミヤベイワナの生息地として北海道の天然記念

物に指定されている。 

 

 

【参考文献】 115）、122） 

執筆者：針生 勤（釧路市立博物館） 
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VU(絶滅危惧Ⅱ類)［新規掲載］ 

サケ目 サケ科 

ゴギ 
Salvelinus leucomaenis imbrius Jordan & McGregor, 1925 
 

 中国山地の源流に生息する Salvelinus leucomaenis の地方個体群で日本固有亜種。頭頂に瞳大の白斑を有す

ることで他の個体群と区別される。中には白斑が「く」の字状を呈する個体も存在する。腹部の白斑は、白、橙、

朱と個体変異が大きく、支流毎の隔離性が強い。全長約35cm、採集圧の増加とともに、尺ゴギはほとんど見かけ

なくなった。本種は地方名が標準和名となったもので、朝鮮語の「ぷるこぎ」が語源と考えられている。 

 山陰では島根県の飯梨川から高津川まで、山陽では高梁川から佐波川まで分布しているが、高梁川や太田川や

佐波川では移入の伝承があり、分布は人為的可能性が高い。錦川のアゲ谷に生息する個体群は河川争奪によって

山陰側から入ったもので、天然分布域とされている。高津川の支流である椛谷川や周布川最上流域の西中国山地

は本州におけるイワナ属の西限に位置し、学術的にも重要である。 

 本種は標高700～1,000ｍの冷水域に生息しているが、スキー場の造成(11、22)などにより表土が流出した渓流

がある。また、狩猟圧が高まり(41)、保護区や保護期間内での密漁も増加している。漁協は釣り客に呼応するた

めにイワナを放流したり(57)、他地域からのゴギを移入したりしているため、ゴギの隔離性や純粋性が失われつ

つある。また、ゴギ域へヤマメの放流が行われ、生息域が減少し、個体数が減少したのでランクを変更した。 

 熊野川の一部は広島県の天然記念物に指定され、広島県、山口県、島根県では絶滅危惧Ⅰ類に選定されている。 

 

【参考文献】 ― 

執筆者：内藤順一（広島県立祇園北高校） 

 
VU(絶滅危惧Ⅱ類)［新規掲載］ 

ダツ目 メダカ科 

メダカ北日本集団 
Oryzias latipes subsp. 
 

 日本固有亜種。最大全長 4.2cm。頭部は縦扁し、両眼間は平坦。体の後方では側扁する。背鰭は小さく体の後

方に位置し、臀鰭は基底が長く大きい。別亜種の南日本集団とは、体側に染みのような斑点が散在、各鱗は黒く

縁取られることで区別できる。 

 青森県の太平洋側、青森県から京都府までの日本海側に分布する。平野部の河川や湖沼、水田地帯の用水路な

どに生息し、止水や緩流域を好む。近年、圃場整備や用排分離灌漑方式への転換により、主要生息地であった水

田地帯において大規模な生息環境の消失が急速に進行した（23）。また、オオクチバスやブルーギルといった捕食

者の侵入（52）、農薬による水質汚染（32）、都市化等開発による生息環境の消失などにより多くの地域で減少傾

向が著しく、石川県以外のすべての府県でレッドリストに掲載されている。健全な個体群が維持されている場合

でも、その生息地は局所的で、分断化されつつある。また、新潟県では複数地点から別亜種のメダカ南日本集団

が発見されており、遺伝子汚染（57）が拡大しつつある。観賞魚店で販売されたり、小学校で教材に利用される

飼育品種のヒメダカが遺伝子汚染源になっている可能性が高い。今回、遺伝学的研究成果に基づきメダカの分類

学的位置づけを見直し、北日本集団と南日本集団を亜種として扱った。それぞれを再評価した結果、本亜種は新

たにレッドリストに掲載された。各地で市民団体による保全活動が行われている。一部の研究機関では系統保存

が行われている。 

【参考文献】 36）、148） 

執筆者：瀬能 宏（神奈川県立生命の星･地球博物館） 
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VU(絶滅危惧Ⅱ類)［新規掲載］ 

ダツ目 メダカ科 

メダカ南日本集団 
Oryzias latipes latipes (Temminck & Schlegel, 1846) 
 

 日本固有亜種。最大全長 4.2cm。頭部は縦扁し、両眼間は平坦。体の後方では側扁する。背鰭は小さく体の後

方に位置し、臀鰭は基底が長く大きい。別亜種の北日本集団とは、体側鱗に黒い縁取りがなく、染みのような斑

点もないことで区別できる。 

 岩手県南部以南の本州太平洋側、四国、九州および対馬や屋久島など周辺の島嶼、京都府から山口県までの日

本海側、奄美諸島、沖縄諸島に分布する。平野部の河川や湖沼、水田地帯の用水路などに生息し、止水や緩流域

を好む。近年、圃場整備や用排分離灌漑方式への転換により、主要生息地であった水田地帯において大規模な生

息環境の消失が急速に進行した（23）。また、オオクチバス、ブルーギル、カダヤシ、グッピーといった捕食、競

争者の侵入（52、56）、農薬による水質汚染（31）、都市化等開発による生息環境の消失などにより多くの地域で

減少傾向が著しく、岐阜県や三重県、島根県など、一部の府県を除いてレッドリストに掲載されている。また、

健全な個体群の生息地は局所的で、分断化されつつある。また、関東地方では別地域型のメダカやヒメダカによ

る遺伝子汚染（57）が拡大しており、琉球型のように観賞魚や販売を目的とした乱獲（41）が懸念される地域型

もある。今回、遺伝学的研究成果に基づきメダカの分類学的位置づけを見直し、北日本集団と南日本集団を亜種

として扱った。それぞれを再評価した結果、本亜種は新たにレッドリストに掲載された。各地で市民団体による

保全活動が盛んである。一部の自治体や研究機関、水族館等で系統保存が行われている。 

【参考文献】 36）、148） 

執筆者：瀬能 宏（神奈川県立生命の星･地球博物館） 

 
VU(絶滅危惧Ⅱ類) ［新規掲載］ 

カサゴ目 カジカ科 

カマキリ 
Cottus kazika Jordan & Starks, 1904 
 

 別名、アユカケ。日本固有種で、大型のものは全長25cmを超える。主として神奈川県・秋田県以南の本州・四

国・九州の河川に分布するが、日本海側では青森県、太平洋側では茨城県からも採捕記録がある。頭部が大きく、

前鰓蓋骨に４本の棘があり、その最上部のものは強大である。背面に黒色の４条の横帯があり、腹面は白色であ

る。 

 降河回遊魚で、産卵は12月～翌３月に沿岸海域で行われ、４～７月に稚魚が河川に遡上し、ほぼアユの生息域

と重なるような礫底の場所で生活する。主として魚類を摂餌し、２年で成熟し産卵のため晩秋から冬季に降海す

る。大河川だけではなく、環境がよければ小河川にも遡上し生育する。このような生活史のため、海から生育場

所までの通路と礫底の河床が重要であり、河口堰の建設（13）、河口域から中流域での河川改修（13）、礫底への

土砂の流入・堆積、排水の流入による水質悪化（31）、アユやサケの梁による混獲などにより、個体数は大きく減

少した。このような減少傾向は今後とも継続することが予想されることから、VUとして新規に掲載した。福井県

九頭竜川の一部区間は、1935年に「あられがこ生息地」として国指定の天然記念物になっている。「あられがこ」

は、本種の地方名である。 

 

 

【参考文献】 120） 

執筆者：杉山秀樹（秋田県農林水産部） 
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VU(絶滅危惧Ⅱ類) ［新規掲載］ 

スズキ目 タカサゴイシモチ科 

ナンヨウタカサゴイシモチ 
Ambassis interrupta Bleeker, 1852 
 

 最大全長11cm。体は体高が著しく高く、よく側扁し、背鰭棘部は高い。頭部背縁が眼の上部でくぼみ、ハナダ

カタカサゴイシモチに似るが、体高がより高いことや側線が中断することで識別は容易。 

 インド洋から西部太平洋にかけての熱帯域に分布し、日本では奄美大島や八重山諸島から記録されている。他

のタカサゴイシモチ属魚類に比べると遊泳力が強く、河川感潮域から中流域にかけて生息する。ただし、成魚が

群れで確認されているのは、西表島の大河川の汽水域に限られる。繁殖生態は不明だが、仔稚魚は河口付近の海

域で生育し、ある程度成長した後に河川へ溯上すると考えられる。現時点では明らかな減少傾向は認められてい

ないが、やや稀な種であり、主たる生息地では港湾工事による河口付近の環境改変（14）が著しく、リゾート開

発による環境負荷（23、31、71）が高まっており、さらに仔稚魚の生息場所と考えられる海域では、道路整備や

橋梁工事による土砂の流出（24、71）などの影響が懸念されることから、絶滅の危険が増大していると考えられ

る。今回、南西諸島の汽水・淡水魚の評価対象種が拡充されたことから、新たにレッドリストに掲載された。保

全策はとられていない。 

 

 

 

【参考文献】 7）、78） 

執筆者：瀬能 宏（神奈川県立生命の星･地球博物館） 

 
VU（絶滅危惧Ⅱ類）［←NT］ 

スズキ目 ケツギョ科 

オヤニラミ 
Coreoperca kawamebari Temminck & Schlegel, 1842 
 

 スズキ目の小型の純淡水魚で、ふつうは全長10cm以下だが、最大全長は雌雄とも13cmに達する。体は側扁形

で、鰓蓋部後膜には本種の大きな特徴である金色に縁どられた青い眼状斑があり、その前に朱色斑がある。頭部

には目を中心とした放射状の暗朱色の条があり、体側には６～７本の横帯があるが判別できないことも多い。 

 大きな河川の中・下流、および農業用水路などに生息し、流れの緩やかな場所に単独ですむ。雌雄とも縄張り

をもち、産卵期の雄に特に顕著である。産卵期は５～６月を中心に４～９月と長く、雌はヨシなどの水生植物に

産卵し、雄は卵稚仔を保護する。日本では太平洋側で京都府桂川水系、日本海側で由良川以西の本州・四国北東

部・九州北部に分布し、国外では朝鮮半島南部に分布する。また、生息地域における都道府県版レッドデータブ

ックの多くで、希少生物として指定されている。 

 本種は、環境省レッドデータブック改訂版ではNTに指定された。しかし、減少要因である河川開発(13)や、外

来種の存在（52）などの問題は、前回の指定から状況が好転しているとはいえない。また、観賞魚として人気が

高いため、飼育・販売目的の乱獲も大きな問題となっている(41)。本種に対しては、脅威が改善されていない状

態で影響を受け続けているため、より危機的状況に近づいていると判断できる。そのため、NT からVU にランク

を変更した。 

 なお、京都府や徳島県、島根県の一部などで天然記念物に指定されている。 

【参考文献】 41） 

執筆者：藤田朝彦（近畿大学農学部） 
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VU(絶滅危惧Ⅱ類) ［新規掲載］ 

スズキ目 カワアナゴ科 

ホシマダラハゼ 
Ophiocara porocephala (Valenciennes, 1837) 
 

 最大全長は約40cm。体はずんぐりとして大きい。成魚の体色は、黒褐色で、尾鰭、背鰭、臀鰭の縁辺が黄色も

しくは朱色で縁取られる個体もいる。未成魚では、濃褐色の地色に多数の淡白青色の縦点列をもつ。幼魚は茶褐

色で、体側に明瞭な２白色横帯がある。海域で浮遊期を過ごし、体長約５mmで着底する。 

 国外ではインド－太平洋の島嶼、日本国内では与那国島、西表島、石垣島、宮古島、久米島、沖縄島、奄美大

島、種子島から記録されている。河川の汽水域や汽水性湿地に生息するが、淡水域に進入することもある。流れ

が穏やかで倒木や石積みなど隠れ家となる障害物が多いところを好む。マングローブ林内やそれに隣接する澪筋

にも多い。 

 主な減少要因としては、河川改修に伴うマングローブ林の伐採や縮小（11、13）、水質汚濁（31）など生息環境

の劣化が原因であると考えられる。大型のカワアナゴ科魚類であるが、近年、大きな個体が少なくなり、個体数

も減少しつつあることから、VU(絶滅危惧Ⅱ類) として新たにレッドリストに掲載された。 

 

 

 

 

【参考文献】 78） 

執筆者：立原一憲（琉球大学理学部） 

 
VU(絶滅危惧Ⅱ類) ［新規掲載］ 

スズキ目 ハゼ科 

アサガラハゼ 
Brachyamblyopus anotus (Franz, 1910) 
 

 最大全長は約６cm。体は細長く伸張し、体色は淡赤褐色を呈する。眼が小さい。背鰭は１基で基底が長く伸び、

後端が尾鰭につながる。臀鰭基底も長く、後端が尾鰭につながる。口は比較的小さく、歯が口から突出すること

はない。 

 国外では、インド、タイ、インドネシア、フィリピン・フィジー、日本国内では西表島、石垣島、沖縄島、奄

美大島に分布する。マングローブ干潟など河口域の軟泥底に生息する。底質が硬いところには生息せず、分布は

比較的限定される（61）。海域で約１か月の浮遊期を過ごし、体長７～８mmで着底する。 

 本種の個体数の減少は、干潟に流入する河川の改修（13）や隣接地の陸域の改変（23、24）および港湾工事、

埋め立て（14）などによる環境の消失が原因であると考えられる。本種の生息する河口の干潟は、開発の影響を

直接に受けやすい場所であり、かつ粒子の細かい軟泥底を必要とすることから、環境の改変により底質が変化す

ると姿を消すことが予想される。確認される個体数がいずれの生息地でも減少していることから、VU(絶滅危惧Ⅱ

類)として新たにレッドリストに掲載された。 

 

 

 

【参考文献】 6）、73）、78） 

執筆者：立原一憲（琉球大学理学部） 
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VU(絶滅危惧Ⅱ類) ［新規掲載］ 

スズキ目 ハゼ科 

ワラスボ 
Odontamblyopus lacepedii (Temminck & Schlegel, 1845) 
 

 最大全長 41 cm。仔稚魚は眼をもつが成魚は眼が退化して盲目。体型はウナギ型で、頭部は小さいが、口は比

較的大きい。背鰭と臀鰭の基底が長く、背鰭は頭部のやや後方から細長い尾部の後端まで、臀鰭は尾部全域に及

ぶ。両鰭は鰭膜で尾鰭と連続している。胸鰭は上部の鰭条が遊離している。同亜科のチワラスボ Taenioides 
cirratus 、ヒゲワラスボTaenioides limicola とは、髭がないことで区別できる。 

 日本、朝鮮半島西岸、渤海・黄海・東シナ海・南シナ海沿岸と台湾に分布する。わが国では有明海に分布し、

同湾の奥部（福岡県と佐賀県）に多く、干拓以前の諫早湾奥部にも多く生息していた。八代海にも分布するとさ

れるが，採集地とされる天草郡前島（現地名：熊本県上天草市松島町）の周辺に生息適地は存在せず、分布記録

は疑わしい。 

 河口付近に、餌となる底生動物が多く産卵にも適した軟泥干潟が発達していることと、健全な河川感潮域の存

在が本種の生息に必要。諫早湾干拓などの干拓（14、15、23）や河口堰建設（13）で生息域が縮小し、成育環境

が劣化している。本種は、今のところは漁獲対象になっているが、わが国では分布がごく限られていることと（61）、

分布地の開発が進んでいることから新たにレッドリストに掲載された。 

 野外の保護活動はされていない。人工繁殖は成功しているが、種苗生産をするまでには至っていない。 

 

【参考文献】 12）、72） 

執筆者：田北 徹（長崎大学名誉教授） 

 
VU(絶滅危惧Ⅱ類) ［新規掲載］ 

スズキ目 ハゼ科 

ヒゲワラスボ 
Taenioides limicola Smith, 1964 
 

 最大全長は約12cm。体は細長く伸張し、頭部全体に多数の小さな髭を有す。眼は小さく、頭部の上方に位置す

る。背鰭は１基で基底が長く伸び、後端が尾鰭につながる。臀鰭基底も長く、後端が尾鰭につながる。体色は淡

赤褐色を呈する。 

 国外では、マリアナ諸島、日本国内では西表島、石垣島、宮古島、沖縄島、奄美大島に分布する。マングロー

ブ干潟など河口域の軟泥底に生息する。底質が硬いところには生息せず、分布は比較的限定されている。海域で

30～50日の浮遊期を過ごし、体長８～10mmで着底する。 

 本種の個体数の減少は、干潟に流入する河川の改修（13）や隣接地の陸域の改変（23、24）および港湾工事、

埋め立て（14）などによる環境の消失が原因であると考えられる。本種の生息する河口の干潟は、開発の影響を

直接に受けやすい場所であり、粒子の細かい軟泥底で、環境の改変により底質が変化すると姿を消すことが予想

される。生息に適した環境が減少し、今後も個体数の減少が懸念されることから、VU(絶滅危惧Ⅱ類)として新た

にレッドリストに掲載された。 

 

 

 

【参考文献】 78） 

執筆者：立原一憲（琉球大学理学部） 
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VU(絶滅危惧Ⅱ類) ［←NT］ 

スズキ目 ハゼ科 

シロウオ 
Leucopsarion petersii Hilgendorf, 1880 
 

 シロウオは全長５cmほどの遊泳性のハゼ科魚類で、筋肉が透明なために骨や内臓が透けて見える。国内では北

海道南部以南、鹿児島県まで、国外では朝鮮半島南部の河川を早春に産卵のため溯上する。日本各地で早春の風

物詩として溯上個体を漁獲しているが、近年どの産地でも漁獲量が著しく減少している。 

 本種は沿岸の藻場を主な生活場所とし、産卵期にはCOD，BODの低い河川に溯上し、感潮域を除く下流域で、伏

流水が湧き、産卵基質となるこぶし大の石がある場所で営巣する。粒径１～４mmの砂底で流れの緩やかな場所を

営巣場所として選択するため、泥のたまらないトロに巣が集中する。巣内で雌雄は、産卵するまでの約３週間共

に過ごし、産卵後も雄は卵が孵化するまで約３週間卵を保護する。 

 流れが緩やかで泥やシルトが堆積しない浅所が下流域で維持されるには、流域環境が良好で水量が安定してい

る必要がある。一時期水質汚濁（31）によって本種が減少したが、下水の完備や工場排水規制によって再び溯上

が見られる河川もある。一方で、下流域に土砂が溜まり産卵場が狭まった河川（11、12、13、23、24、25）や、

太平洋岸では年によって渇水のため溯上できない河川もある（71）。さらに営巣中に上流から土砂が流下し、営巣

個体が全滅した例もある（13）。また、海域で主な生息地となっている藻場の減少（14）も本種の減少に拍車をか

けているものと推察される。漁業資源として山口県の様に産卵場を整備した例もあるが、ほとんどの場所で漁獲

制限以外の保護政策や増殖手段がとられていない。 

【参考文献】 4）、5）、14）、61） 

執筆者：秋山信彦（東海大学海洋学部） 

 
VU(絶滅危惧Ⅱ類) ［新規掲載］ 

スズキ目 ハゼ科 

ミナミヒメミミズハゼ 
Luciogobius sp. 
 

 日本固有種。最大全長５cm。頭は縦扁し、体は細長く円筒形。背鰭は１つしかなく、眼は極端に小さく退化的

である。背鰭・臀鰭・胸鰭の軟条数のモードがそれぞれ11、11、6 である、胸鰭の遊離軟条は痕跡的か無い、体

は淡黄色から薄茶色で背面に眼径大の白斑が散在するなどの特徴で近似のミミズハゼと区別できる。 

 琉球列島の奄美大島、沖縄島、石垣島、西表島でしか知られていない琉球列島固有種。良好な環境の保たれた

河川感潮域直上の平瀬に生息する。石の下や間に潜む。生息地は数河川で、生息数も多くない上(61)、それらの

数が激減している。主な減少要因として、農地改良、橋梁建設、道路整備、護岸工事(13、16、24)により土砂が

流入し底質や水質が悪化(31)したことが考えられる。本種はこれまで琉球列島のミミズハゼとされ、絶滅のおそ

れのある地域個体群（LP)として扱われてきたが、最近、別種として認識され和名が提唱された。保全策はまった

くとられていない。 

 

 

 

 

 

【参考文献】 127）、137） 

執筆者：鈴木寿之（兵庫県立尼崎北高校） 
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VU（絶滅危惧Ⅱ類）［←EN］ 

スズキ目 ハゼ科 

エドハゼ 
Gymnogobius macrognathos (Bleeker, 1860) 
 

 最大全長５cm。頭はやや縦扁し、体はやや細長くやや側扁した円筒形。頭と体背側に雲状斑、体側に数本の不

明瞭な暗色横線があり下部に斑紋がない。尾鰭下部１/３を除き縞模様がある。体側の斑紋が不明瞭である、尾鰭

下部に斑紋がない、下顎下面に髭がないなどの特徴で近似のチクゼンハゼと区別できる。 

 国外ではロシア沿海州のピュートル大帝湾、渤海、黄海から知られている。日本国内では宮城県から宮崎県の

太平洋、兵庫県から佐賀県の日本海、兵庫県から大分県の瀬戸内海、福岡県の有明海、熊本県の八代海などの沿

岸に分布する。記録地点は、太平洋と瀬戸内海西部の沿岸に多い。 

 良好な環境の保たれた前浜干潟、河口干潟、塩水湿地に生息する。砂泥底から泥底に掘られたニホンスナモグ

リなどの小型甲殻類の生息孔周辺に見られ、産卵は孔内で行う。巨大な湾や閉鎖水域に発達する大きな干潟を好

む傾向がある。干出するような極浅所が着底期の稚魚の重要な生息地である。 

 確認された生息地数が増加したため、今回、ランクが絶滅危惧ⅠB 類から絶滅危惧Ⅱ類へ変更になった。これ

は積極的な調査が増えたためであり、生息環境が改善されたわけではない。むしろ全生息地において、埋め立て、

護岸工事、水質汚染(13、23、31)などにより環境は明らかに悪化し予断を許さない。また本種と同所的に生息す

る小型甲殻類の乱獲や生息地悪化による減少も本種減少の一因と考えられる。特に保全策はとられていない。 

 

【参考文献】 15）、39） 

執筆者：鈴木寿之（兵庫県立尼崎北高校） 

 
VU（絶滅危惧Ⅱ類）［←EN］ 

スズキ目 ハゼ科 

チクゼンハゼ 
Gymnogobius uchidai (Takagi, 1957) 
 

 日本固有種。最大全長４cm。頭はやや縦扁し、体はやや細長くやや側扁した円筒形。頭と体側上部２/３に暗色

斑が散在する。体側に黒色横斑が縦列し、その前部のものは上下に長い。体側下部には斑紋がない。尾鰭全体に

横縞模様をもつ。体側の斑紋が明瞭である、下顎下面に髭状突起があるなどの特徴で近似のエドハゼと区別でき

る。 

 北海道から宮崎県の太平洋、京都府から鹿児島県の日本海・東シナ海・八代海、兵庫県から福岡・大分県の瀬

戸内海などの沿岸、五島列島に分布する日本固有種。最近、九州で多数の生息地が確認されている。 

 良好な環境の保たれた前浜干潟や河口干潟に生息する。砂底から砂泥底に掘られたニホンスナモグリなどの小

型甲殻類の生息孔周辺に見られ、産卵は孔内で行う。エドハゼに比べ、砂底を好み、小さな河川の河口でも見ら

れる。干出するような極浅所が着底期の稚魚の重要な生息地である。 

 確認された生息地数が増加したため、今回、ランクが絶滅危惧ⅠB 類から絶滅危惧Ⅱ類へ変更になった。これ

は積極的な調査が増えたためであり、生息環境が改善されたわけではない。むしろ全生息地において、埋め立て、

護岸工事、水質汚染(13、23、31)などにより環境は明らかに悪化し予断を許さない。また本種と同所的に生息す

る小型甲殻類の乱獲や生息地悪化による減少も本種減少の一因と考えられる。特に保全策はとられていない。 

 

【参考文献】 15）、39） 

執筆者：鈴木寿之（兵庫県立尼崎北高校） 
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VU(絶滅危惧Ⅱ類) ［新規掲載］ 

スズキ目 ハゼ科 

ハゼクチ 
Acanthogobius hasta (Temminck & Schlegel, 1845) 
 

 最大全長64cm。口は大きい。上から見た頭部の外郭は、雌魚と若魚はV型であるが、成熟した雄魚は顎の筋肉

が発達してU型。背鰭は２つある。第２背鰭と臀鰭は基底が長く、対座している。全身淡い黄褐色で腹側は白み

を帯びる。成長すると尾部が細長くなることと、明瞭な黒斑がないことで同属のマハゼと区別できる。 

 日本、朝鮮半島西岸を含む渤海・黄海・東シナ海と台湾に分布する。わが国では有明海と八代海にのみ分布す

る。有明海では湾奥部（福岡・佐賀県）と湾の東側（熊本県）に分布する。八代海では、最北端のみに分布する。 

 河口付近に餌動物が多く産卵にも適した軟泥干潟が発達していることと、稚魚が成育する河川感潮域が健全で

あることが本種の存続に必要。本種は、今のところは小規模漁業の対象になるほどには生息しているが、わが国

では分布がごく限られていることと、分布地の開発が進んでいることから将来的には注意が必要で、新たにレッ

ドリストに掲載された。主生息域の流入河川に堰が設けられ（13）、干潟が干拓されて生息域が縮小し、生息条件

が悪化してきた。諫早湾干拓で広大な生息域が消滅した（14、15）。 

 野外での保護活動はなされていない。人工繁殖は成功しているが、生息域の保全が先決。 

 

 

 

【参考文献】 56）、150） 

執筆者：田北 徹（長崎大学名誉教授） 

 
VU(絶滅危惧Ⅱ類) ［新規掲載］ 

スズキ目 ハゼ科 

マサゴハゼ 
Pseudogobius masago (Tomiyama, 1936) 
 

 最大全長３cm。頭はやや縦扁し、体はやや細長く側扁した円筒形。吻は丸く突出する。体高が低い、尾鰭基底

にくさび形の黒色斑があるなどの特徴で近似のスナゴハゼと区別できる。 

 日本国内では宮城県から愛媛県にかけての太平洋沿岸、佐賀県から壱岐、対馬、五島列島を経て鹿児島県にか

けての日本海・東シナ海沿岸、兵庫県から福岡・大分県にかけての瀬戸内海沿岸、佐賀県と熊本県の有明海沿岸、

薩南諸島の種子島、琉球列島の奄美大島と沖縄島、国外では朝鮮半島、台湾に分布する。 

 良好な環境の保たれたヨシ帯や、マングローブ林の発達する河口干潟や塩水湿地に生息する。砂底から砂泥底

の岸際の浅くやや平坦な場所に多い。全生息地において、埋め立て、護岸工事、土砂流入、水質汚染(13、23、31)

などにより生息地の消失や環境悪化が進行している。また、いずれの生息地でも個体数は少ない。生息地は都市

部に隣接することが多いことから、河川および近接する陸域や水域の環境変化に対し最も早く影響を受ける所で

ある。これまで、沖縄島の個体群が絶滅の恐れがある個体群(LP)とされてきたが、多くの県でレッドリストに掲

載されていることから、今回、種を対象とした。特に保全策はとられていない。 

 

 

 

【参考文献】 39）、137） 

執筆者：鈴木寿之（兵庫県立尼崎北高校） 
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VU（絶滅危惧Ⅱ類）［新規掲載］ 

スズキ目 ハゼ科 

ゴマハゼ 
Pandaka sp. 
 

 日本固有種。最大全長３cm。頭は丸く大きく、体は太短くやや側扁した円筒形。眼は頭の側面につく。体の透

明感が強く、頭や体に明瞭な黒色素が散在する。体がやや大きい、第１背鰭の黒色斑は前下端の欠けた台形で、

生時に先端は青白色斑で縁取られ橙色斑がないなどの特徴で日本産同属他種と区別できる。 

 三重県および対馬・五島列島から鹿児島県にかけて太平洋および日本海・東シナ海の沿岸、熊本県の有明海沿

岸、薩南諸島の種子島と屋久島に分布する。 

 良好な環境の保たれた内湾や河口に生息する。船溜りの隅、橋桁やテトラポットのまわり、湿性植物の根本な

どで群で浮遊する。護岸改修による生息場の消失や水質汚染(13、31)で著しく減少している。今回、汽水魚を従

来より幅広く扱ったこと、和歌山県から鹿児島県にいたる太平洋岸の各県でレッドリストに掲載されていること

から、新たに掲載された。特に保全策はとられていない。 

 

 

 

 

 

【参考文献】 70）、137） 

執筆者：鈴木寿之（兵庫県立尼崎北高校） 

 
VU（絶滅危惧Ⅱ類）［新規掲載］ 

スズキ目 ハゼ科 

ボルネオハゼ 
Parioglossus palustris (Herre, 1945) 
 

 最大全長４cm。頭は側扁し、体は細長くよく側扁した円筒形。口は強く上を向く。体に縦帯がない、尾鰭下葉

前部に正方形の大きな黒色斑がある、雄の尾鰭後縁は三角形に切れ込むなどの特徴で同属他種と区別することが

できる。 

 西部太平洋の熱帯・亜熱帯域に広く分布し、日本国内では琉球列島の石垣島と西表島から知られている。良好

な環境の保たれた河川河口域のマングローブ林に生息する。ヒルギの根元の中層付近で、ミヤラビハゼやコビト

ハゼと混合群をつくり遊泳する。干潮時や夜間は根の隙間などの湿った所に張り付いて上げ潮や朝を待っている。 

 国内の生息地は数河川で、生息数も少ない上(61)、それらの数が減少している。主な減少要因として、農地改

良、橋梁建設、道路整備、護岸工事、河川改修(13、16、24)が原因の土砂流入による底質の悪化、水量の減少な

どが考えられる。さらに、巨大リゾートホテルの排水による地下水および周辺水域への水質汚染(31)が懸念され

る。今回、南西諸島の汽水・淡水魚を精査したことから、新たにレッドリストに掲載された。保全策はまったく

とられていない。 

 

 

 

【参考文献】 132）、137） 

執筆者：鈴木寿之（兵庫県立尼崎北高校） 
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コイ目 コイ科 NT（準絶滅危惧）［新規掲載］ 

キンブナ Carassius auratus subsp. 2 
 

 日本固有亜種であると推察される。最大全長20cm以上になるが、ふつうは15cm程度。フナ属の中では最も小

型で体高が低い。背鰭条数は14本程度と最も少なく、背鰭基底長も最も短い。鰓耙数は38以下と最も少ない。

鱗の外縁が金色に縁取られており、性比は雌雄ほぼ同数で、産卵期の雄の鰓蓋には追い星が出現する。 

 千葉県から岩手県までの太平洋側の平野部の河川や池沼に生息するが、河川改修（13）、圃場整備（23）、外来

魚の侵入（52、56）などにより生息環境が著しく悪化するとともに生息個体数も激減しており、今回、新たに掲

載した。 

【参考文献】 83） 執筆者：杉山秀樹（秋田県農林水産部） 

 
コイ目 コイ科 NT（準絶滅危惧）［新規掲載］ 

ヤリタナゴ Tanakia lanceolata (Temminck & Schlegel, 1846) 
 

 最大全長13cm。体高は低く、１対の長い口髭をもち、側線は完全。成熟雄は臀鰭と背鰭が赤紅色となる。分布

は、北海道、沖縄、鹿児島を除く日本全土。海外では朝鮮半島にも分布。タナゴ類の中では最も分布が広く、平

野部の細流、農業用水路といった流れのある場所に主に生息するが、湖沼の沿岸域においても見られる。 

 本種の主な減少要因は河川開発（13）による生息環境の消失と水質汚濁（31）による生息環境の悪化である。

個体数が減少しているだけでなく、生息地も縮小している事から、今回、新たにレッドリストに掲載した。 

【参考文献】 41）、83） 

執筆者：河村功一（三重大学生物資源学部） 

 
コイ目 コイ科 NT（準絶滅危惧）［新規掲載］ 

アブラボテ Tanakia limbata (Temminck & Schlegel, 1846) 
 

 日本固有種。最大全長７cm。１対の長い口髭をもち、側線は完全。体色は黄褐色。成熟雄は全身が黒化する。

本州の濃尾平野以西の太平洋側ならびに三方湖以西の日本海側、四国は瀬戸内側、九州はほぼ全域に分布。淡路

島、福江島、壱岐島にも生息。平野部の細流、農業用水路といった流れのある場所に生息する。 

 本種の減少の主な要因は河川開発（13）による生息環境の消失と水質汚濁（31）による生息環境の悪化である。

個体数が減少しているだけでなく、生息地も縮小している事から、今回、新たにレッドリストに掲載した。 

【参考文献】 41）、83） 

執筆者：河村功一（三重大学生物資源学部） 

 
コイ目 コイ科 NT（準絶滅危惧）［新規掲載］ 

カワヒガイ Sarcocheilichthys variegatus variegatus (Temminck & Schlegel, 1846) 
 

 最大全長13cm。体は細長く、吻は短い。体側全体にわたって不規則な雲状斑がある。河川とそれに連なる水路

の流れの緩やかな砂底、または砂礫底にすむ。濃尾平野、琵琶湖の流入河川、京都盆地、山口県を除く山陽地方、

九州北西部、長崎県壱岐に分布する。日本固有亜種。河川や水路のコンクリート護岸化（13）や産卵床となる二

枚貝の減少（71）等により個体数、分布域ともに減少していると考えられ、また個体数が減少した地域では、琵

琶湖から移殖されたビワヒガイと交雑（57）する恐れがあるため、新たにレッドリストに掲載された。 

【参考文献】 32）、41）、78） 

執筆者：前畑政善（滋賀県立琵琶湖博物館） 
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コイ目 コイ科 NT（準絶滅危惧）［新規掲載］ 

スゴモロコ Squalidus chankaensis biwae (Jordan & Snyder, 1900) 
 

 最大全長 12cm。体形は細長く、口髭は長い。体側には不明瞭な１本の暗色縦条があり、その上に不連続な 10

個前後の暗斑がある。側線は完全で、上下に褐色の縁取りがある。琵琶湖の水深10～40ｍの砂底、砂泥底の底層

付近で群れをなして遊泳する。琵琶湖固有亜種。主な減少要因は、普段の生息場である底質環境の悪化(31）、北

米産外来魚２種（オオクチバス、ブルーギル）による直接的な捕食(52)などが考えられる。近年、急速に漁獲量

が減少していることから新たにレッドリストに掲載された。 

【参考文献】 41）、78）、109） 

執筆者：前畑政善（滋賀県立琵琶湖博物館） 

 
ナマズ目 ナマズ科 NT（準絶滅危惧）［新規掲載］ 

イワトコナマズ Silurus lithophilus (Tomoda), 1961 
 

 全長60cmに成長する。広汎分布種のナマズに似るが、体にブリキ模様のような斑紋があり、目が腹面からも見

えることなどから区別される。日本固有種で、主に琵琶湖の北部岩礁部と余呉湖に生息する。琵琶湖から流出す

る瀬田川にもわずかに生息する。近年漁獲量の減少と漁獲個体の小型化が顕著である。生息域が限定されている

にもかかわらず（61）、乱獲されたためと考えられる。本種は５～７月に湖岸の礫底に産卵するが、琵琶湖では護

岸工事による繁殖場所の減少（12）も一因と考えられる。保護対策はとられていない。 

【参考文献】 59）、110）、156）、157） 

執筆者：小早川みどり（九州大学システム生命科学府） 

 
サケ目 キュウリウオ科 NT（準絶滅危惧）［←DD］ 

イシカリワカサギ Hypomesus olidus (Pallas, 1814) 
 

 最大全長20cm。ワカサギによく似るが、気導管が鰾前端のやや下方に付くことで区別できる。日本、朝鮮半島、

沿海州、サハリンからカナダ西岸まで分布する。日本国内では北海道にのみ分布し、石狩古川、渚滑川水系、余

市川水系旧河川、釧路川水系の塘路湖と達古武沼、十勝川水系幌岡大沼、厚岸町床潭沼、天塩パンケ沼、稚内市

メグマ沼で生息が確認されている。多くの生息地でワカサギの増殖を目的とした移殖放流（57）により減少して

おり、また水質汚染（31）による影響が懸念されることから、今回、ランクが変更された。 

【参考文献】 10）、39） 

執筆者：針生 勤（釧路市立博物館） 

 
サケ目 サケ科 NT（準絶滅危惧）［新規掲載］ 

サクラマス（ヤマメ）Oncorhynchus masou masou (Brevoort, 1856) 
 

 最大全長60cm。降海型、陸封型があり、前者は体色が銀白色、後者は青緑の地にパーマークが体側に並ぶ。両

型とも朱赤色の小斑点がない。日本海、オホーツク海に分布。国内では、北海道、神奈川県・山口県以北の本州、

大分県・宮崎県を除く九州等に不連続に分布する。本亜種の大規模な移殖、放流が本亜種の河川ごとの遺伝的多

様性を損なわせつつあり（57）、野生個体群のサイズが著しく縮小している。また、本亜種分布域へのアマゴの放

流により両亜種の交雑（57）が高頻度で見られる地域もあることから、新たにレッドリストに掲載された。 

【参考文献】 63）、78）、90）、169） 

執筆者：前畑政善（滋賀県立琵琶湖博物館） 
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サケ目 サケ科 NT（準絶滅危惧）［新規掲載］ 

サツキマス（アマゴ）Oncorhynchus masou ishikawae Jordan & McGregor, 1925  
 

 最大全長50cm。体は細長く、体色は降海型では銀白色。陸封型では体側に大小10個前後のパーマークが並び、

また朱赤色の小斑点が散在するが、変異が著しい。体側の朱赤色小斑点は生涯を通じて消えることがない。静岡

県以南の本州の太平洋・瀬戸内海側、四国、大分・宮崎県に不連続に分布する。日本固有亜種。生息域の大半に

おいて他系統の移殖、放流が行われ、在来個体群の系統が遺伝的に変化しつつあり（57）、野生個体群のサイズが

著しく縮小していると考えられることから、新たにレッドリストに掲載された。 

【参考文献】 41）、78） 

執筆者：前畑政善（滋賀県立琵琶湖博物館） 

 
トゲウオ目 トゲウオ科 NT（準絶滅危惧）［新規掲載］ 

トミヨ属汽水型 Pungitius sp. 3 
 

 最大全長５cm。体は細長い。体背部は淡緑褐色で腹部は銀白色を呈する。日本、ロシアに分布する。国内では

北海道の襟岬以東の太平洋側と根室海峡側に生息し、1980年以降に生息河川の減少や個体群サイズの減少が顕著

になっている。主な減少要因として、河口・下流域のコンクリート護岸化（13）や干潟の減少（15）などが考え

られる。今回、その生息河川と個体群サイズの減少が以前より増したことから、新たにレッドリストに掲載され

た。野外での保全活動は行われていない。 

【参考文献】 141）、144） 

執筆者：後藤 晃（北海道大学北方生物圏フィールド科学センター） 

 
ダツ目 サヨリ科 NT（準絶滅危惧）［新規掲載］ 

コモチサヨリ Zenarchopterus dunckeri Mohr, 1926 
 

 最大全長20cm。尾鰭が截形かわずかに円いことで他のサヨリ科魚類からの識別は容易。東部インド洋から西部

太平洋の熱帯域にかけて分布し、日本では宮古諸島と八重山諸島の河川汽水域から知られる。卵胎生。生息地は

河口付近の狭い範囲に限られ（61）、道路整備や橋梁工事等による河口付近の環境改変（24）が著しく、最大の生

息地ではリゾート開発による環境負荷（23、31、71）が高まっている。今回、南西諸島の汽水・淡水魚の評価対

象種が拡充されたことから、新たにレッドリストに掲載された。保全策はとられていない。 

【参考文献】 41）、78） 

執筆者：瀬能 宏（神奈川県立生命の星･地球博物館） 

 
ダツ目 サヨリ科 NT（準絶滅危惧）［新規掲載］ 

クルメサヨリ Hyporhamphus intermedius (Cantor, 1842) 
 

 最大全長20cm。サヨリに似るが、下顎が頭長よりも長いこと、下顎下面が赤くないことで識別できる。本州と

九州に分布し、国外では朝鮮半島、中国、台湾から知られる。汽水性の種で、河川下流域や潟湖などに生息する。

埋め立て（13、14、15）による生息環境の消失、河川横断工作物による生息環境の縮小、護岸による抽水植物群

落の消失や水質汚濁（31）などによる生息環境の悪化が著しい。今回、汽水性魚類の評価対象種が拡充されたこ

とから、新たにレッドリストに掲載された。保全策はとられていない。 

【参考文献】 41）、78） 

執筆者：瀬能 宏（神奈川県立生命の星･地球博物館） 
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カサゴ目 カジカ科 NT（準絶滅危惧）［新規掲載］ 

カジカ大卵型 Cottus pollux Günther, 1873 
 

 最大全長15cm。体は延長し、やや側扁する。頭部は大きくて縦扁する。前鰓蓋骨に１対の棘がある。体色は淡褐

色～暗色で変異が著しく、体後部に３暗色横帯がある。胸鰭条数は12～14で、各軟条は不分枝。近縁種とは前鰓蓋

骨棘数、背鰭条数、胸鰭条数と分枝の有無などで識別されるが、日本海・瀬戸内海斜面に分布するカジカ中卵型と

は形態的に酷似する。日本固有種で、本州～九州に分布する河川陸封種。各種流域開発（11、13、24、25）に伴う

河床間隙の目詰まりや生息地の分断、水質の悪化（31）などで、西日本を中心に生息域が減少傾向にある。 

【参考文献】 41）、89） 

執筆者：清水孝昭（愛媛県水産研究センター） 

 
スズキ目 タイ科 NT（準絶滅危惧）［新規掲載］ 

ナンヨウチヌ Acanthopagrus berda (Forsskål, 1775) 
 

 最大全長50cm。背鰭棘条部中央下の側線上方横列鱗数が４であること、臀鰭に黄色域がないことにより近似種

からの識別は容易。石垣島および西表島に分布し（61）、国外では南シナ海沿岸から知られる。大河川の感潮域に

生息するが、道路整備や橋梁工事等による河口付近の環境改変（24）が著しく、リゾート開発による環境負荷（23、

31、71）の他、漁獲圧や遊漁による釣獲圧も懸念される。近年、減少傾向が認められ、今回、南西諸島の汽水・

淡水魚の評価対象種が拡充されたことから、新たにレッドリストに掲載された。保全策はとられていない。 

【参考文献】 3）、88） 

執筆者：瀬能 宏（神奈川県立生命の星･地球博物館） 

 
スズキ目 カワアナゴ科 NT（準絶滅危惧）［新規掲載］ 

ゴシキタメトモハゼ Ophieleotris sp. 2 
 

 最大全長30cm。頭はやや縦扁し、体はやや側扁した円筒形。頭が尖り、体の腹側に１黒褐色縦線が走り、臀鰭

に２黄色縦帯がある。和歌山県、奄美大島、沖縄島、宮古島、石垣島、西表島、与那国島から確認されている。

主に細流の緩流部や湿地で群がりをつくりで浮遊している。タメトモハゼと混生する。主な減少要因は、道路建

設、圃場整備、護岸工事(13、16、23、24)などによる生息地の消失、生活排水による水質汚染(31)、業者やマニ

アによる採集(41)。今回、南西諸島の汽水・淡水魚を精査し、新たにレッドリストに掲載された。現在保全策なし。 

【参考文献】 127）、137） 

執筆者：鈴木寿之（兵庫県立尼崎北高校） 

 
スズキ目 ハゼ科 NT（準絶滅危惧）［新規掲載］ 

トビハゼ Periophthalmus modestus Cantor, 1842 
 

 最大全長 10cm。頭と体は円筒形で後方はやや側扁する。眼は上方に突出する。体側に微小黒色点が散在する。

国内では東京湾および福岡県日本海側から種子島、瀬戸内海、有明海、屋久島、沖縄島、国外では渤海、黄海、

東・南シナ海、台湾に分布。内湾湾奥や河口域の泥干潟に生息し、日中の干出時に干潟上で活動し、それ以外は

岸辺にはい上がり休息する。冬は穴で過ごす。主な減少要因は埋め立て、河川改修、護岸整備、水質汚染(13、23、

31)。近交化進行(62)が懸念される。東京湾奥部と沖縄島の個体群がLPとされてきたが、種を対象とした。 

【参考文献】 39）、137） 

執筆者：鈴木寿之（兵庫県立尼崎北高校） 
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スズキ目 ハゼ科 NT（準絶滅危惧）［←DD］ 

イドミミズハゼ Luciogobius pallidus Regan, 1940 
 

 全長 70mm に達するが、通常50～60mm。頭部はやや縦扁し、体は細長く、無鱗。眼は小さく皮下に埋没する。

新潟県・静岡県以西の本州、四国、九州各地の海岸近くの浸透水域から報告されているが、これらのうち個体数

が多く確認されているのは高知県新庄川と長崎県大村湾のみである（61）。生息地周辺の河口域への土砂の流入・

堆積、地下水・伏流・湧水の減少と汚濁（13、14、31）など生息環境の悪化が本種の主要な減少要因であり、コ

ンクリート護岸等の河川工事、河川工事に伴う工事車両や重機の搬入（71）なども関係する。 

【参考文献】 9）、122） 

執筆者：細谷和海（近畿大学農学部） 

 
スズキ目 ハゼ科 NT（準絶滅危惧）［新規掲載］ 

ヒモハゼ Eutaeniichthys gilli Jordan & Snyder, 1901 
 

 最大全長６cm。頭は小さくやや側扁し、体はかなり細長くやや側扁した円筒形。体側に１黒色縦帯が走る。国

内では青森県から宮崎県の太平洋、富山県から対馬・五島列島を経て鹿児島県までの日本海・東シナ海、瀬戸内

海、有明海などの沿岸、種子島、屋久島、奄美大島、西表島、国外では朝鮮半島、渤海、黄海に分布。前浜干潟

や河口干潟の砂底に掘られたニホンスナモグリなどの生息孔に生息。主な減少要因は埋め立て、河川改修、護岸

整備、水質汚染(13、23、24、31)。今回、汽水魚を従来より幅広く扱ったため、掲載された。現在保全策なし。 

【参考文献】 137） 

執筆者：鈴木寿之（兵庫県立尼崎北高校） 

 
スズキ目 ハゼ科 NT（準絶滅危惧）［新規掲載］ 

ホクロハゼ Acentrogobius caninus (Valenciennes, 1837) 
 

 全長10cm程度。体は円筒状でやや側扁する。体色は暗緑褐色で、体側中央に５個の褐色斑が縦１列に並ぶ。鰓

孔の上後方に眼状斑がある。生時は頬部から尾柄部にかけて青緑色の輝小点が散在する。日本では沖縄島と奄美

大島から確認されている。国外では台湾以南のインド－太平洋域に広く分布するとされるが、複数種を含む可能

性がある。奄美大島においては河口汽水域の軟泥底において、生息孔の開口部付近に単独で定位している。主な

減少要因として、河口周辺における護岸の改修や橋梁設置（13、14）埋め立て(15)などが考えられる。 

【参考文献】 88）、174） 

執筆者：米沢俊彦（鹿児島県環境技術協会） 

 
スズキ目 ハゼ科 NT（準絶滅危惧）［新規掲載］ 

トウカイヨシノボリ Rhinogobius sp. TO 
 

 日本固有種。最大全長５cm。頭はやや縦扁し、体はやや太短い円筒形。頭に前鰓蓋管がない。第１背鰭は伸長

せず台形で、基底に１黒色縦点列と中央に鰭条に沿った黒色斑が縦列する。愛知県、岐阜県、三重県のみに分布

する固有種(61)。池、沼、水路の止水域、河川の河岸の緩流部の浅い泥底に見られる。一部の地域では埋め立て

や護岸工事(13、23)により生息地が消失し、同所的に見られるオオクチバスによる食害(52)が懸念される。2005

年に種として認識され、今回、新たにレッドリストに掲載された。保全策はまったくとられていない。 

【参考文献】 71）、126） 

執筆者：鈴木寿之（兵庫県立尼崎北高校） 
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スズキ目 ハゼ科 NT（準絶滅危惧）［新規掲載］ 

ショウキハゼ Tridentiger barbatus (Günther, 1861) 
 

 最大全長12cm。頭は大きく縦扁し、下顎から頬に髭をもつ。体は褐色で暗褐色の斑紋がある。日本・韓国・中

国に分布する。国内では伊勢湾・瀬戸内海・有明海・八代海に生息するが、有明海以外では少ない。小動物を摂

食し、カキ殻などに産卵する。生息地は塩分濃度20‰前後の泥干潟が多く、塩分濃度の高い海域や淡水域では見

られない。諫早湾干拓によって有明海における生息地が大きく減少した（14、15、23）。他の地域においても、干

潟の埋め立て・干拓・港湾浚渫（13、14、15、23）などによる生息地の減少が考えられる。保護活動はなされて

いない。汽水魚として新たに評価対象となることでレッドリストに掲載された。 

【参考文献】 11） 執筆者：向井貴彦（岐阜大学地域科学部） 

 
ウナギ目 ウナギ科 DD（情報不足）［新規掲載］ 

ウナギ Anguilla japonica Temminck & Schlegel, 1846 
 

 全長100cmに達する。体は細長く、背部は暗色、腹部は白色の降河回遊魚。マリアナ諸島西方海域で産卵、孵

化後、河口部に達した葉形幼生は、変態してシラスウナギとなり、河川を遡上して成長する。生態に関しては不

明な点が多い。北海道中部以南の日本各地、朝鮮半島南部と西部、台湾、中国、ベトナム、ルソン島などに分布。

水産有用魚で、シラスウナギ、成魚ともに漁獲量がこの30年で約1/3に減少した。河口部で遡上個体を採捕する

こと、堰などで遡上が妨げられること（25）が原因と考えられる。保護対策としてシラスウナギの採捕を制限し

ている。ランクを判定するに足る生態学的情報が不足しているためDDとした。 

【参考文献】 86）、159） 執筆者：小早川みどり（九州大学システム生命科学府） 

 
ウナギ目 ウナギ科 DD（情報不足）［新規掲載］ 

ニューギニアウナギ Anguilla bicolor pacifica Schmidt, 1928 
 

 最大全長約70cm。体はウナギ型。体背部は灰褐色で腹部は白く、体表に斑模様はない。背鰭起部が肛門のほぼ

直上に位置するため、他の日本産ウナギ科魚類２種とは容易に区別される。シラスウナギ期には尾柄部にくさび

形の黒色素がある。スラウェシ、ニューギニア、フィリピン、グアム、台湾などに分布。日本では1997年に鹿児

島県屋久島においてシラスウナギ期の個体が採捕された。本種は産地が局限されていることから（61）新たにレ

ッドリストに掲載されたが、ランクを判定するに足る情報が得られていないためDDとした。 

【参考文献】 102）、164） 

執筆者：揖 善継（和歌山県立自然博物館） 

 
コイ目 コイ科 DD（情報不足）［新規掲載］ 

フナ属の１種（沖縄諸島産）Carassius sp. 
 

 最大全長は約25cm。体は楕円形で側扁し、側線は完全。体色は通常オリーブ色を基調とした青黒褐色で、背側

が褐色、腹側が銀色を帯びる。沖縄島、伊平屋島、伊是名島、渡嘉敷島、久米島の河川や水田および溜池に生息。

減少要因としては、急速な河川改修（13）、加え移入魚の侵入（52）、他地域のフナ属魚類の放流（57）などが考

えられる。形態的にはギンブナと一致するが、日本本土や中国、台湾などの集団とは、遺伝的に分化した固有の

遺伝子をもつ自然分布集団であることが判明したため、DDとして新たにレッドリストに掲載された。 

【参考文献】 88） 

執筆者：立原一憲（琉球大学理学部） 
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コイ目 コイ科 DD（情報不足）［新規掲載］ 

ナガブナ Carassius auratus subsp. 1 
 

 最大全長30cm。体は細長い。体形、体色ともに琵琶湖固有亜種のニゴロブナに酷似するが、それより鰓耙数が

少ない。諏訪湖のものは赤味を帯び、俗に“アカブナ”と呼ばれる。河川の中・下流域の緩流部、および湖沼沿

岸部の中・底層域に生息する。北陸地方（福井県三方湖）、山陰地方、長野県諏訪湖などに分布するが、その詳細

は不明。諏訪湖では個体数が激減し、また、本亜種の生息域には北米産外来魚が侵入していることや（52）、河川

のコンクリート護岸化によって各地で減少が危惧されるため、今回、新たにレッドリストに掲載された。 

【参考文献】 41）、78）、82） 

執筆者：前畑政善（滋賀県立琵琶湖博物館） 

 
サケ目 サケ科 DD（情報不足）［新規掲載］ 

ニッコウイワナ Salvelinus leucomaenis pluvius (Hilgendorf, 1876) 
 

 全長60cm以上になるが、ふつうは30cm前後。色彩変異が大きく、体側にクリーム色、薄い赤などの有色斑とと

もに白色斑も有するが、これらの斑紋は頭部および背面には及ばない。河川の最上流に生息し、水生昆虫や魚類を

摂餌する。山梨県富士川および鳥取県日野川以北の本州に分布するが、他亜種との分布境界は不明確である。森林

伐採（11）、道路工事（24）、ダム建設（25）、河川開発（13）、カワマス等との雑種出現（57）、過大な釣獲圧（41）

などにより激減しているほか、人工種苗の放流（57）が行われており、確実な在来個体群は著しく減少している。 

【参考文献】 41）、84） 

執筆者：杉山秀樹（秋田県農林水産部） 

 
ボラ目 ボラ科 DD（情報不足）［新規掲載］ 

アンピンボラ Chelon subviridis (Valenciennes, 1836) 
 

 最大全長30cm。主上顎骨後端が閉口時に露出すること、眼に脂瞼が発達すること、縦列鱗数が27～33 枚であ

ることなどが特徴。東部インド洋から西部太平洋の熱帯域から知られ、日本では琉球列島に分布するが、稀。河

川の汽水域から淡水域を生活の場として利用しており、道路整備や橋梁工事等による河口付近の環境改変（24）

や漁獲圧の影響が懸念される。減少傾向の有無は不明。今回、南西諸島の汽水・淡水魚の評価対象種が拡充され

たことから、新たにレッドリストに掲載された。保全策はとられていない。 

【参考文献】 78） 

執筆者：瀬能 宏（神奈川県立生命の星･地球博物館） 

 
ボラ目 ボラ科 DD（情報不足）［新規掲載］ 

オニボラ Ellochelon vaigiensis (Quoy & Gaimard, 1825) 
 

 最大全長48cm。尾鰭は黄色く、胸鰭と背鰭が黒いことで識別は容易。インド洋から中・西部太平洋の熱帯域に

広く分布し、日本では主に琉球列島から記録されている。幼魚はよく見かけるが、成魚はきわめて稀。ある程度

成長した個体は大河川の汽水域を生活の場として利用しており、道路整備や橋梁工事等による河口付近の環境改

変（24）やリゾート開発による環境負荷（23、31、71）、漁獲圧（41）などが懸念される。今回、南西諸島の汽水・

淡水魚の評価対象種が拡充されたことから、新たにレッドリストに掲載された。保全策はとられていない。 

【参考文献】 78） 

執筆者：瀬能 宏（神奈川県立生命の星･地球博物館） 
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ボラ目 ボラ科 DD（情報不足）［新規掲載］ 

カマヒレボラ Moolgarda pedaraki (Valenciennes, 1836) 
 

 最大全長65cm。主上顎骨後端は閉口時に露出せず、脂瞼は未発達。第２背鰭が鎌状に伸長することで近似種か

ら識別できる。東部インド洋から西部太平洋の熱帯域に分布し、日本では琉球列島から知られるが、稀。大河川

の汽水域を生活の場として利用しており、道路整備や橋梁工事等による河口付近の環境改変（24）やリゾート開

発による環境負荷（23、31、71）、漁獲圧（41）などが懸念される。減少傾向の有無は不明。今回、南西諸島の汽

水・淡水魚の評価対象種が拡充されたことから、新たにレッドリストに掲載された。保全策はとられていない。 

【参考文献】 78） 

執筆者：瀬能 宏(神奈川県立生命の星･地球博物館） 

 
ボラ目 ボラ科 DD（情報不足）［新規掲載］ 

モンナシボラ Moolgarda engeli (Bleeker, 1858-1859) 
 

 最大全長21cm。主上顎骨後端は閉口時に露出せず、脂瞼は発達。胸鰭基底上端に暗色斑がないことが特徴。東

部インド洋から中・西部太平洋の熱帯域に分布し、日本では八重山諸島から記録されているが、稀。河川汽水域

を生活の場として利用しており、道路整備や橋梁工事等による河口付近の環境改変（24）やリゾート開発による

環境負荷（23、31、71）が懸念される。減少傾向の有無は不明。今回、南西諸島の汽水・淡水魚の評価対象種が

拡充されたことから、新たにレッドリストに掲載された。保全策はとられていない。 

【参考文献】 78） 

執筆者：瀬能 宏（神奈川県立生命の星･地球博物館） 

 
スズキ目 タカサゴイシモチ科 DD（情報不足）［新規掲載］ 

ハナダカタカサゴイシモチ Ambassis commersoni Cuvier, 1828 
 
 最大全長10cm。体はやや細長く、よく側扁し、頭部背縁が眼の上でくぼむことが特徴。インド洋から西部太平

洋の熱帯域に分布し、日本では西表島から記録されているが、きわめて稀（61）。生息地の河川感潮域は、道路整

備や橋梁工事等による環境改変（24）が著しく、リゾート開発による環境負荷（23、31、71）も高まっている。

減少傾向の有無は不明。今回、南西諸島の汽水・淡水魚の評価対象種が拡充されたことから、新たにレッドリス

トに掲載された。保全策はとられていない。 

※ レッドリストで採用した学名Ambassis commersoniは、国際動物命名規約に従い、その種小名の綴りをcommersoniiとすべきである。

ただし、A. commersoniiはA. ambassisのシノニムとされており、本種にはA. macracanthusを適用するのが妥当である。 

【参考文献】 7）、78） 執筆者：瀬能 宏（神奈川県立生命の星･地球博物館） 

 
スズキ目 テンジクダイ科 DD（情報不足）［新規掲載］ 

ワキイシモチ Apogon lateralis Valenciennes, 1832 
 

 最大全長は８cm。体は楕円形で側扁する。尾柄後方に小さな１黒斑を有する。国外では、台湾、インドネシア、

パラオ、サモア、フィリピン、フィジー、パプアニューギニアなど、日本国内では西表島にのみ分布する。波の

穏やかな内湾の汽水域やマングローブ水域に生息する。主な減少要因としては、橋の架け替えに伴うマングロー

ブ林の伐採（13）や水質汚濁（31）などが考えられる。個体数が少なく、情報が不足しているが、八重山諸島に

おける希少種であり、DDとして新たにレッドリストに掲載された。 

【参考文献】 78） 

執筆者：立原一憲（琉球大学理学部） 



 - 58 -

スズキ目 テンジクダイ科 DD（情報不足）［新規掲載］ 

ヒルギヌメリテンジクダイ Pseudamia amblyuroptera (Bleeker, 1856) 
 

 最大全長は約６cm。体は細長く側扁。吻端が突出し、前鼻孔に発達した皮弁を有する。体色は、地色が灰色で

全体に黒色色素斑が点在し、眼の直下の上顎には色素を欠き、尾鰭基底に１黒色斑をもつ。国外では、シンガポ

ール、ボルネオ島、フィリピン、パプアニューギニアなど、日本国内では西表島に分布。波の穏やかな内湾や汽

水域に生息。減少要因としては、橋の架け替えに伴うマングローブ林の伐採（13）や水質汚濁（31）が考えられ

る。情報が不足しているが、八重山諸島における希少種であり、DDとして新たにレッドリストに掲載された。 

【参考文献】 175） 

執筆者：立原一憲（琉球大学理学部） 

 
スズキ目 イサキ科 DD（情報不足）［新規掲載］ 

ダイダイコショウダイ Plectorhinchus albovittatus（Ruppell, 1838） 
 

 最大全長は 100cm。体は楕円形で側扁。成魚は、顕著な縦帯や斜帯を欠き、胸鰭・腹鰭・臀鰭が暗色。幼魚は

体側に明瞭な２本の黒色縦帯が走り、体側や鰭の地色は橙色。国外では、フィリピン、パラオ、グアム、紅海、

南アフリカなど、日本国内では西表島に生息。主にマングローブの汽水域に出現。本種の生息に影響を及ぼす要

因としては、橋の架け替えに伴うマングローブ林の伐採（13）や水質汚濁（31）が考えられる。個体数が少なく、

情報が不足しているが、八重山諸島における希少種であり、DDとして新たにレッドリストに掲載された。 

【参考文献】 78）、103） 

執筆者：立原一憲（琉球大学理学部） 

 
スズキ目 テッポウウオ科 DD（情報不足）［新規掲載］ 

テッポウウオ Toxotes jaculatorix (Pallas, 1767) 
 

 最大全長30cm。体は側扁し、吻は尖る。背面がオリーブ色で、体側に大きな黒色斑を５つもつことが特徴。東

部インド洋から西部太平洋の熱帯域に分布し、日本では西表島から記録されている。繁殖地は１河川のみで（61）、

河口付近は港湾工事による人為的改変が著しいが、近年、個体数は増加傾向にある。ただし、遊漁による釣獲圧

が高まっており、鑑賞を目的とした採捕による影響も危惧されている（41）。今回、南西諸島の汽水・淡水魚の評

価対象種が拡充されたことから、新たにレッドリストに掲載された。保全策はとられていない。 

【参考文献】 88）、135） 

執筆者：瀬能 宏（神奈川県立生命の星･地球博物館） 

 
スズキ目 イソギンポ科 DD（情報不足）［新規掲載］ 

ゴマクモギンポ Omobranchus elongatus (Peters, 1855) 
 

 最大全長 5.9cm。頭部腹面から胸部にかけて暗色の小斑点が散在することで近似種のクモギンポやカワギンポ

から区別できる。インド洋から西部太平洋にかけての熱帯域に分布し、日本では西表島から記録されている。河

口付近の岩に着生したカキ殻の上に生息し、生息地点はごく少数であるが（61）、環境改変が著しい場所でも継続

的に確認されていることから、さらなる情報収集が必要と思われる。今回、南西諸島の汽水・淡水魚の評価対象

種が拡充されたことから、新たにレッドリストに掲載された。保全策はとられていない。 

【参考文献】 2）、78） 

執筆者：瀬能 宏（神奈川県立生命の星･地球博物館） 
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スズキ目 ネズッポ科 DD（情報不足）［新規掲載］ 

ナリタイトヒキヌメリ Pseudocalliurichthys ikedai Nakabo, Senou & Aizawa, 1998 
 

 最大全長３cm。小型種。前鰓蓋骨棘が直線的な槍状で、眼に１対の小皮弁をもつことが特徴。世界的に見ても

西表島の小河川の河口域と内湾からそれぞれ１個体ずつが記録されているに過ぎない（61）。河川での記録は１例

のみで、主たる生息場所が内湾である可能性もあるが、小型で発見しにくい種のため、情報不足として扱うのが

妥当である。今回、南西諸島の汽水・淡水魚の評価対象種が拡充されたことから、新たにレッドリストに掲載さ

れた。保全策はとられていない。 

【参考文献】 79） 

執筆者：瀬能 宏（神奈川県立生命の星･地球博物館） 

 
スズキ目 ドンコ科 DD（情報不足）［新規掲載］ 

イシドンコ Odontobutis hikimius Iwata & Sakai, 2002 
 

 最大全長約25cm。2002年に記載された日本固有種で、生活環やその資源量についての情報はいまだ少ない。ド

ンコに似るが、頭部の孔器列の形状などで区別できる。分布は山陰地方の島根県・山口県における高津川水系と

その周辺のみに極限されており（61）、種としての生存基盤は強くないといえる。本種の生息域である河川上流域

は、現在のところ大きな改変は見られないが、分布域極限のため容易に絶滅危惧のランクに移行する属性をもつ。

しかし、評価するに足る情報が少ない。今後は、本種を対象とした生態学的情報の蓄積が望まれる。 

【参考文献】 37） 

執筆者：藤田朝彦（近畿大学農学部） 

 
スズキ目 カワアナゴ科 DD（情報不足）［新規掲載］ 

エリトゲハゼ Belobranchus belobranchus (Valenciennes, 1837) 
 

 最大全長 22cm。頭はやや縦扁し、体はやや側扁した円筒形。鰓蓋の下部に前方を向く１本の棘状突起をもつ。

西部太平洋の熱帯・亜熱帯域に広く分布し、国内では西表島の１河川でのみ知られる(61)。河川渓流域の岩の多

い砂礫底に生息する。西表島の生息河川では橋梁建設、道路整備、護岸工事(13、24)が原因の土砂流入による底

質や水質の悪化(31)、エコツーリズム客の大量進入による忌避（71）などで魚類が激減した。今回、南西諸島の

汽水・淡水魚を精査し掲載されたが、ランクを評価するに足る情報が蓄積されていない。保全策はまったくとら

れていない。 

【参考文献】 136）、137） 執筆者：鈴木寿之（兵庫県立尼崎北高校） 

 
スズキ目 カワアナゴ科 DD（情報不足）［新規掲載］ 

カワアナゴ科の１種 Bunaka gyrinoides (Bleeker, 1853) 
 

 最大全長40cm。スリランカからフィジーまでの熱帯域に分布する。国内では、奄美大島、沖縄島、宮古島、西

表島の河川で確認されているが、稀である。両側回遊性。成魚は岸に植生の豊富な淡水域の瀬尻から淵頭に生息

し、巻貝類などを捕食する。琉球列島は分布の北限にあたり、低緯度地方から黒潮により運ばれた仔魚が加入す

る可能性が高い。越冬可能で、沖縄島では最大37 cmの個体が採集された。河川の改修（13）や周辺の開発（24、

25）が、生息に影響を与えていると考えられる。国内における分布が最近になって知られ、新たにレッドリスト

に掲載された。 

【参考文献】 53）、58）、91） 執筆者：前田 健（琉球大学理学部） 
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スズキ目 ハゼ科 DD（情報不足）［新規掲載］ 

カキイロヒメボウズハゼ Stiphodon surrufus Watson & Kottelat, 1995 
 

 最大全長は約 3.5cm。吻端が丸く、口が下面に開く。体は細長い。眼は大きく、頭部の側面に位置。雄の吻端

から頭部、胸鰭基底から尾柄に至る体側は赤橙色を呈する。第２背鰭から尾柄にかけての鱗の後縁は黒く縁取ら

れる。雌は地色が淡色で体側に２本の暗色縦帯が走り、尾柄部では黒斑となる。国外ではフィリピンのレイテ島、

日本国内では屋久島に分布。河川の渓流域に生息し、河川改修に伴う生息環境の悪化（13）によって生息場所が

減少すると考えられた。きわめて珍しい種であるが、情報が不足しているためDDとして新たにレッドリストに掲

載された。 

【参考文献】 172） 執筆者：立原一憲（琉球大学理学部） 

 
スズキ目 ハゼ科 DD（情報不足）［新規掲載］ 

ドウケハゼ Stenogobius ophthalmoporus (Bleeker, 1853) 
 

 最大全長14cm。頭はやや側扁し、体はやや細長く側扁した円筒形。吻は丸くやや突出する。黒色眼下垂線はく

の字形。西部太平洋の熱帯・亜熱帯域に広く分布し、国内では沖縄島と石垣島の数河川でのみ記録がある。河川

の感潮域上部から淡水域にかけての砂底から砂泥底に見られる。今回、南西諸島の汽水・淡水魚を精査し、新た

にレッドリストに掲載された。産地および個体数の局限(61)、北限個体群など容易に絶滅危惧のランクに移行す

る属性をもつが、評価するに足る情報が少ない。保全策はまったくとられていない。 

【参考文献】 60）、78） 

執筆者：鈴木寿之（兵庫県立尼崎北高校） 

 
スズキ目 ハゼ科 DD（情報不足）［新規掲載］ 

ヘビハゼ Gymnogobius mororanus (Jordan & Snyder, 1901) 
 

 最大全長９cm。体は側扁し、第１背鰭起点での体の断面は長方形に近い。体側の縦列鱗数は80以上である。日

本、サハリン、色丹島、朝鮮半島、中国に分布する。日本国内における生息状況は詳しく明らかになっていない

が、北海道東部の厚岸町の厚岸湖、浜中町の琵琶瀬川の河口、宮城県の万石浦、松島、塩釜および仙台湾、神奈

川県の鶴見川、富山県などで生息が確認されている。海水域から汽水域にかけて生息するが、生態についても不

明である。今回、汽水魚を従来よりも幅広く扱うこととしたことから、新たにレッドリストに掲載された。 

【参考文献】 29）、78） 

執筆者：針生 勤（釧路市立博物館） 

 
スズキ目 ハゼ科 DD（情報不足）［新規掲載］ 

スダレウロハゼ Glossogobius circumspectus (Macleay，1883) 
 

 最大全長13cm。頭は縦扁し、吻はやや尖る。体は円筒状。頬に多数の横列孔器がある。尾鰭基底に楕円形の２

黒色斑がほぼ接して並ぶ。奄美諸島、沖縄諸島、八重山諸島、西部太平洋に分布する。河川汽水域のマングロー

ブ湿地に生息し、岸辺にヒルギ類などが多く生育する場所の泥底や砂泥底に見られる。2000年に日本産の種とし

て初めて報告され、現在のところ、限られた河川から少数の生息が確認されているのみである（61）。生息河川の

多くで、後背地からの土砂の流入や生活排水などによる水質汚濁（31）が見られ、本種への影響が懸念される。 

【参考文献】 78）、137） 

執筆者：大迫尚晴 
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スズキ目 ハゼ科 DD（情報不足）［新規掲載］ 

フタゴハゼ Glossogobius sp. 
 

 全長15cm程度。体は円筒状で頭部は縦扁し、体後部は側扁する。体色は透明感のある淡褐色で、腹部は白っぽ

い。体側中央に５個の暗色斑が縦１列に並ぶ。眼から吻にかけてと前鰓蓋にかけては、興奮すると顕著になる「八」

の字状の暗色帯がある。日本では西表島と奄美大島から確認されている。国外では台湾に分布する。汽水域から

純淡水域に生息し、奄美大島においては河口汽水域の軟泥底で、ヨシが生育する浅い岸際から捕獲された。主な

減少要因として、河口周辺における護岸の改修（13、14）、埋め立て(15)などが考えられる。 

【参考文献】 78）、155） 

執筆者：米沢俊彦（鹿児島県環境技術協会） 

 
スズキ目 ハゼ科 DD（情報不足）［新規掲載］ 

コクチスナゴハゼ Pseudogobius sp. 
 

 最大全長５cm。頭はやや縦扁し、体はやや細長く側扁した円筒形。吻は丸く突出する。垂直鰭が大きい、体側

正中線上の斑紋は３つの黒色からなることなどで近似のスナゴハゼと区別できる。西表島と石垣島の数か所でし

か知られていない(61)。河川河口域や汽水性湿地の砂泥底に生息し、岸際の浅くやや平坦な場所を好む。主な減

少要因として、圃場整備、河川改修、３面護岸(13、16、23)、水量減少による生息地消失や悪化（71）が考えら

れる。今回、南西諸島の汽水・淡水魚を精査し掲載されたが、ランクを評価するに足る情報が蓄積されていない。

現在、保全策なし。 

【参考文献】 78）、129） 執筆者：鈴木寿之（兵庫県立尼崎北高校） 

 
スズキ目 ハゼ科 DD（情報不足）［新規掲載］ 

ニセシラヌイハゼ Silhouettea sp. 
 

 最大全長３cm。頭はやや縦扁し、体は側扁した円筒形。吻が極端に短く、眼は頭背面にあり、口は強く斜め上

を向く。臀鰭は第２背鰭より明らかに長い。体高が低い、第１背鰭前部に黒色斑がないなどで近似のミナミシラ

ヌイハゼと区別できる。奄美大島、加計呂麻島、石垣島、西表島に分布。河口の開けた細砂底に生息する。主な

減少要因は産地や生息数の極限(61)、橋梁建設、護岸工事、農地改良(13、16、24)が原因の土砂流入による底質

や水質汚染(31)。南西諸島の汽水・淡水魚を精査し掲載されたが、評価する情報が少ない。現在、保全策なし。 

【参考文献】 60）、137） 

執筆者：鈴木寿之（兵庫県立尼崎北高校） 

 
スズキ目 ハゼ科 DD（情報不足）［新規掲載］ 

シラヌイハゼ Silhouettea dotui (Takagi, 1957) 
 

 日本固有種。最大全長 5.2cm。頭部が小さく、第２背鰭の軟条数が臀鰭軟条数よりも２本少ないことが特徴。

青森県から福岡県までの本州と九州に局所的に分布する（61）。大きな干潟に流入する河口沖合の細砂底のほか、

沿岸の砂底にも生息する。主要生息地の１つである有明海をはじめとして干潟環境は全国的にみて悪化の一途を

辿っているが、本種の生息状況についてはさらなる情報収集が必要である。今回、汽水性魚類の評価対象種が拡

充されたことから、新たにレッドリストに掲載された。保全策はとられていない。 

【参考文献】 13）、24） 

執筆者：瀬能 宏（神奈川県立生命の星･地球博物館） 
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スズキ目 ハゼ科 DD（情報不足）［←CR］ 

タスキヒナハゼ Redigobius balteatus (Herre, 1935) 
 

 最大全長 3.5cm。頭はやや側扁し、体は太短く側扁した円筒形。第１背鰭から腹部にかけて太い黒色帯がある

ことで近似のヒナハゼと区別できる。インド・西太平洋の熱帯・亜熱帯域に広く分布し、国内では西表島の２河

川から知られている(61)。河川汽水域に生息する。水深２m 以浅の砂泥底にある岩や沈木の周りに見られる。こ

れまで絶滅危惧ⅠA 類とされてきたが、その後の確認記録が１度であることから、情報不足に修正された。生息

地の環境は道路整備、橋梁建設、護岸工事(13、24)が原因の土砂流入により悪化している。現在、保全策なし。 

【参考文献】 39）、137） 

執筆者：鈴木寿之（兵庫県立尼崎北高校） 

 
スズキ目 ハゼ科 DD（情報不足）［新規掲載］ 

フタホシハゼ Mugilogobius fusca (Herre, 1940) 
 

 最大全長５cm。頭は縦扁し、体はやや側扁した円筒形。吻は丸く突出し、上唇を被う。両眼間はひろい。尾鰭

基底に２黒色斑があるだけで、他に体側に顕著な斑紋がないことで日本産同属他種と区別できる。国外ではフィ

リピンに分布し、国内では西表島の１か所から知られているのみである(61)。汽水性湿地に見られた。唯一の生

息地では、圃場整備(16)が原因の土砂流入で底質が悪化し、カワスズメが繁殖(52)し魚類が激減している。今回、

南西諸島の汽水・淡水魚を精査し掲載されたが、評価するに足る情報が得られていない。現在、保全策なし。 

【参考文献】 60）、78） 

執筆者：鈴木寿之（兵庫県立尼崎北高校） 

 
スズキ目 ハゼ科 DD（情報不足）［新規掲載］ 

ムジナハゼ Mugilogobius sp. 
 

 最大全長 3.5cm。頭は丸く、両眼間隔が広い。体は円筒状。雄の第１背鰭第１棘は糸状に伸長する。頬に２黒色

縦線があり、下方のものは後端で二叉する。沖縄諸島、八重山諸島に分布する。河川汽水域のマングローブ湿地に

生息し、ごく浅い岸よりの泥底や砂泥底に見られる。2000 年に日本産の種として初めて報告され、現在のところ、

限られた河川の非常に狭い範囲から少数の生息が確認されているのみである（61）。沖縄島では打ち上げられる多量

のゴミ（71）による生息環境の悪化が懸念され、西表島では橋梁工事（24）に伴い生息地の一部が消失した。 

【参考文献】 78） 

執筆者：大迫尚晴 

 
スズキ目 ハゼ科 DD（情報不足）［新規掲載］ 

ニセツムギハゼ Acentrogobius audax Smith, 1959 
 

 最大全長５cm。頭はやや側扁し、体は側扁した円筒形。鰓蓋から第１背鰭起部にかけ黒色帯があり、体側正中

線上に５黒色斑が縦列するなどで近似のツムギハゼと区別できる。インド・西太平洋の熱帯・亜熱帯域に広く分

布し、国内では宮古島、石垣島、西表島で記録されている。河口域の開けた水域の泥底や砂泥底に生息する。主

な減少要因は産地や生息数の極限(61)、橋梁建設、道路整備、護岸工事(13、24)、マングローブ伐採(11)による

生息地消失や悪化。南西諸島の汽水・淡水魚を精査し掲載されたが、情報が少ない。現在、保全策なし。 

【参考文献】 60）、137） 

執筆者：鈴木寿之（兵庫県立尼崎北高校） 
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スズキ目 ハゼ科 DD（情報不足）［新規掲載］ 

ホホグロスジハゼ Acentrogobius suluensis (Herre, 1927)) 
 

 最大全長 4.5cm。頭はやや側扁し、体はやや細長い側扁した円筒形。鰓蓋に明瞭な黒色斑がある。尾鰭の上部

に赤色と黄色の斜走帯がある。西部太平洋の熱帯・亜熱帯域に広く分布し、国内では奄美大島と西表島の数河川

で見られる。河口域の水深１～２ｍの泥底や砂泥底に生息する。主な減少要因として産地や生息数の極限(61)、

橋梁建設、護岸工事、圃場整備(13、16、24)が原因の土砂流入による底質や水質汚染(31)が考えられる。今回、

南西諸島の汽水・淡水魚を精査し新たに掲載されたが、評価するに足る情報が少ない。現在、保全策なし。 

【参考文献】 60）、137） 

執筆者：鈴木寿之（兵庫県立尼崎北高校） 

 
スズキ目 ハゼ科 DD（情報不足）［新規掲載］ 

ギンポハゼ Parkraemeria ornata Whitley, 1951 
 

 最大全長４cm。頭はやや側扁し、体は細長く側扁した円筒形。眼は前背方に突出し、吻が極端に短い。前後の

背鰭が鰭膜でつながり１基にみえる。国外ではオーストラリア東岸に分布し、国内では石垣島と西表島の数か所

で見られる。河口やそれにつづく内湾の浅く平坦な砂底から砂泥底に穴を掘り生息する。主な減少要因は産地や

生息数の極限(61)、橋梁建設、護岸工事(13、24)による生息地消失や悪化。さらに、巨大リゾートホテルによる

水質汚染(31)が懸念される。南西諸島の汽水・淡水魚を精査し掲載されたが、情報が少ない。現在、保全策なし。 

【参考文献】 60）、137） 

執筆者：鈴木寿之（兵庫県立尼崎北高校） 

 
スズキ目 ハゼ科 DD（情報不足）［新規掲載］ 

ビワヨシノボリ Rhinogobius sp. BW 
 

 最大全長４cm。腹鰭吸盤は縦に長く鰭膜が薄い。繁殖期の雄の第１背鰭は伸張しないが、第２背鰭、胸鰭、尻

鰭が伸長する。尾柄に黒色斑がないか、あっても非常に薄い。頭部背面から第１背鰭前方にかけて鱗がない。琵

琶湖に分布。琵琶湖固有種（日本固有種）。減少要因として、生息場の底質悪化、水質汚濁（31）、北米産外来魚

による捕食(52)、国内外来種ヌマチチブTridentiger kuroiwae brevispinis と産卵床（石礫）の競合（56）など

が考えられる。減少していると考えられるため、今回、新しくレッドリストに掲載された。 

【参考文献】 78）、137）、138）、142）、158） 

執筆者：前畑政善（滋賀県立琵琶湖博物館） 

 
スズキ目 スナハゼ科 DD（情報不足）［新規掲載］ 

ナミノコハゼ Gobitrichinotus radiocularis Fowler, 1943 
 

 最大全長4.5cm。頭は尖り、体は細長いやや側扁した円筒形。下唇は分厚く、くさび状に著しく前方へ突出する。

背鰭は１つであることで日本産同科他種と区別できる。国外ではフィリピンとソロモン諸島に分布し、国内では石

垣島と西表島の各１か所から知られているのみである。細流河口の岸際の細砂の表面に潜む。主な減少要因として、

産地や生息数の極限(61)、橋梁建設、護岸工事(13、24)、水質汚染(31)による生息地消失や悪化が考えられる。南

西諸島の汽水・淡水魚を精査し掲載されたが、ランクを評価するに足る情報が少ない。現在、保全策なし 

【参考文献】 60）、128） 

執筆者：鈴木寿之（兵庫県立尼崎北高校） 
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スズキ目 スナハゼ科 DD（情報不足）［新規掲載］ 

トンガスナハゼ Kraemeria tongaensis Rofen, 1958 
 

 最大全長 4.5cm。頭は尖り、体は細長いやや側扁した円筒形。下唇は分厚く、くさび状に著しく前方へ突出す

る。左右の腹鰭が癒合膜でつながることで近似のスナハゼと区別できる。国外ではトンガ諸島とソロモン諸島に

分布し、国内では石垣島の２か所から知られているのみである。細流河口の岸際の細砂の表面に潜む。主な減少

要因として、産地や生息数の極限(61)、橋梁建設、護岸工事(13、24)、水質汚染(31)による生息地消失や悪化が

考えられる。南西諸島の汽水・淡水魚を精査し掲載されたが、評価するに足る情報が少ない。保全策はまったく

とられていない。 

【参考文献】 60）、128） 執筆者：鈴木寿之（兵庫県立尼崎北高校） 

 
スズキ目 クロユリハゼ科 DD（情報不足）［←CR］ 

マイコハゼ Parioglossus lineatus Rennis & Hoese, 1985 
 

 最大全長４cm。頭は側扁し、体は細長くよく側扁した円筒形。口は強く上を向く。体側正中線上に明瞭な黒色

縦帯が走る、尾鰭基底に黒色横線があるなどで同属他種と区別できる。国外ではパラオ諸島、ソロモン諸島に分

布し、国内では西表島の１河川で２度記録がある(61)。河口域で確認されており、満潮時、砂泥底のガレ場の中

層を群がりで遊泳する。絶滅危惧ⅠA 類であったがその後の確認記録がなく、情報不足に修正された。しかし、

生息地の環境は道路整備、橋梁建設、護岸工事(13、24)が原因の土砂流入により悪化している。現在、保全策なし。 

【参考文献】 39）、137） 

執筆者：鈴木寿之（兵庫県立尼崎北高校） 

 
LP（絶滅のおそれのある地域個体群）［新規掲載］ 

ヤツメウナギ目 ヤツメウナギ科 

栃木県のミツバヤツメ 
Entosphenus tridentatus (Richardoson, 1836) 
 

 最大全長60cm。体は細長い。体部は淡い黒褐色または青灰色で、不規則な斑紋が散在する場合もある。口腔両

側にある内側の唇歯は４対で、中央にある４対は３尖頭、両端の２対は２尖頭である。鰓孔後端から肛門までの

筋節数は64～74。 

 本種は日本、アリューシャン列島から米国カリフォルニア州南部までの太平洋沿岸地方に広く分布する。国内

では北海道湧仏川水系ウトナイ沼、網走周辺の河川、栃木県鬼怒川、那珂川および高知県の吉野川水系で分布記

録があるが、長期にわたって定住する個体群の存在は那珂川のみで確認されている。 

 アメリカでは、アンモシーテス幼生は淡水域で３年過ごし、その後に変態して海に下り、数年後に川に遡上し

て瀬の石の間で産卵すると報告されている。 

 本種は従来のレッドリストではDDとされていたが、栃木県の那珂川では1999年から2001年にかけて21個体

の遡上が、また2000年に７つの産卵床が確認されて以降、淵尻から平瀬に至る流心部で産卵床の形成が毎年認め

られており、本種の産卵遡上は偶発的回遊ではなく、自然産卵によって個体群が維持されている可能性が高い。

以上のことから、栃木県の個体群が新たにLPとして掲載された。野外での保全活動は行われていない。 

 

 

【参考文献】 18）、30）、166） 

執筆者：後藤 晃（北海道大学北方生物圏フィールド科学センター） 
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LP（絶滅のおそれのある地域個体群）［新規掲載］ 

ニシン目 ニシン科 

太平洋側湖沼系群のニシン 
Clupea pallasii Valenciennes, 1847 
 

 最大全長37cm。体は細長く、側扁する。主鰓蓋骨に骨質条線がないこと、腹部正中線上の稜鱗に隆起縁を欠く

こと、上顎前縁に欠刻がないこと、臀鰭は14～19軟条で、最後の２軟条は伸長しないこと、鰓孔後縁に突起がな

いことなどが特徴。体は全体に銀色で、斑紋を欠く。 

 白海からカラ海と、ボーフォート海からアラスカ沿岸までの北極海、渤海、朝鮮半島以北の日本海、犬吠埼以

北の北太平洋に分布する。産卵期は冬から春で、沿岸に大群で押し寄せ、一斉に水生植物に産み付ける。犬吠埼

以北の太平洋岸に分布するニシンには、汽水域の湖沼や内湾、河口域で産卵する系群が知られる。これらのうち、

能取湖系群は絶滅、涸沼系群は絶滅に近く、尾鮫沼系群および湧洞沼系群は激減している。風蓮湖系群では1985

年以降、増加傾向が見られ、健全な状態にあるが、ごく最近の状況は不明。能取湖系群は1974年に完成した永久

湖口（14、15）の影響で激減し、1980年以降絶滅した。その他各系群の減少要因は不明。いずれもニシンの種内

分化を明らかにする上で貴重な個体群であり、今回、汽水性魚類の評価対象が拡充されたことから、新たに LP

として掲載された。保全策はとられていない。 

 

 

 

【参考文献】 48）、152） 

執筆者：瀬能 宏（神奈川県立生命の星･地球博物館） 

 
LP（絶滅のおそれのある地域個体群）［新規掲載］ 

コイ目 コイ科 

琵琶湖のコイ野生型 
Cyprinus carpio Linnaeus, 1758 
 

 最大全長 177cm。体は細長く、後方ほど側扁する。背鰭の最長棘状軟条の後縁に鋸歯があり、２対４本の口髭

をもつことでフナ属から区別される。 

 湖沿岸の浅所に広く生息し、冬場はやや深い場所へ移動する。産卵期は５月頃で、流入河川へ群れで溯上して

水生植物などに産みつける。従来、野生型と呼ばれていたものは日本の在来種で、飼育型とは、野生型を直接品

種改良したものではなく、ヨーロッパや中国、台湾、インドネシアなど、明治期以降に海外から輸入された外来

コイの子孫、もしくはそれらと在来種との交雑により生じた外来種である。在来型は外来コイよりも体高がかな

り低く、脊椎骨数や側線鱗数が少ない傾向があるが、外来コイの遺伝子をもつ個体の放流による遺伝子汚染（57）

が進行している現状では、在来型の正確な同定には核遺伝子をマーカーとした分析が必要である。在来型は、縄

文時代の遺存体の研究から本州、四国、九州に広く分布していたと思われるが、外来コイの遺伝子をもつ養殖種

苗の逸出や放流によって遺伝子汚染が進行し、現在ではミトコンドリアDNAのハプロタイプにその痕跡を残すの

みである。一方、琵琶湖では遺伝的にも形態的にも在来型と同定できる個体が北部を中心にわずかながら生息し

ている。今回、コイの在来型を再評価した結果、本地域個体群が新たにLPとして掲載された。保全策はとられて

いない。 

※レッドリストで採用した「野生型」の名称は、上述のように「在来型」と修正することが適当と考える。 

【参考文献】 57）、124） 

執筆者：瀬能 宏（神奈川県立生命の星･地球博物館） 
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LP（絶滅のおそれのある地域個体群）［新規掲載］ 

コイ目 コイ科 

本州日本海側のマルタ 
Tribolodon brandti (Dybowski, 1872) 
 

 最大全長50cm。体は細長い。体側は銀白色を呈し、尾柄には黒斑がない。頭部における鰓蓋下顎管と眼下管は

連続する。吻端は少し突出する。婚姻色の朱色縦帯は１本で、頬部から尾柄部まで体側下部を走る。本種はサハ

リン、アムール川、朝鮮半島東岸、および日本に分布する。国内では、北海道の南部を除く地方、東京湾、富山

湾以北の本州に分布する。富山県以北の本州日本海側の河川に生息するマルタは、ジュウサンウグイとも呼ばれ、

その他の地域個体群と遺伝的に異なる。 

 生活史タイプは遡河回遊性で、成魚は汽水域と沿岸海洋に生息する。水中では中層あるいは底層を群泳する。 

 本州日本海側のマルタ（ジュウサンウグイ）は比較的規模の大きい最上川、雄物川、米代川などに遡上し、５

月下旬を盛期として礫底で産卵する。近年、河口～下流域におけるコンクリート護岸化、流路の直線化（13）、産

卵場所の底質環境の変化によって、生息場所や個体群サイズが減少している。今回、上記の理由によって、新た

にLPとして掲載された。野外での保全活動は行われていない。 

 

 

 

 

【参考文献】 97）、98）、121） 

執筆者：後藤 晃（北海道大学北方生物圏フィールド科学センター） 

 
LP（絶滅のおそれのある地域個体群）［新規掲載］ 

コイ目 コイ科 

東北地方のエゾウグイ 
Tribolodon sachalinensis (Nikolsky, 1889) 
 

 ロシア連邦の沿海地方・サハリンおよび日本に分布し、国内では北海道の全域と東北地方の一部に分布する。

一生を淡水域で過ごし、最大で全長40cm を超えるものもいるが、25cm 程度のものが多い。他のウグイ属と似る

が、臀鰭の外縁が直線状かややふくらむ。産卵期の雄は、頬部や胸鰭、腹鰭、臀鰭の各鰭および鰭基部がわずか

に橙赤色になり、雌では吻端が突出する。流れが緩やかな岸よりや淵を好み、湧泉や小水路などに出現すること

もある。本種の産卵期はウグイより遅く、米代川水系の１支川では水温13℃になる６月中旬頃と推察され、産卵

場所はウグイのそれと比較して、より流れが緩やかな砂礫底を好む。本州日本海側では青森県から新潟県まで、

本州太平洋側では青森県から福島県に分布する。青森県では岩木川水系・高瀬川水系など、秋田県では雄物川水

系と米代川水系、山形県では最上川水系、新潟県では信濃川水系、宮城県では阿武隈川水系と名取川水系、福島

県は阿賀川水系などに分布するが、各県とも生息域は限定されている。 

 東北地方の個体群は、アブラハヤとの交雑個体（Ｆ1 およびそれらの戻し交配）が出現することが報告されて

いるが、この原因としてアブラハヤの移殖（57）や河川改修（13）、道路工事（24）による産卵場所の変化も指摘

されている。このほか、河川改修（13）やダム建設（12、13）などにより生息環境は大きく悪化している。分布

範囲が局所的であるとともに、今後とも生息環境の悪化が懸念されることから新たにLPとして掲載された。 

 

【参考文献】 83）、99） 

執筆者：杉山秀樹（秋田県農林水産部） 
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LP（絶滅のおそれのある地域個体群）［新規掲載］ 

サケ目 キュウリウオ科 

襟裳岬以西のシシャモ 
Spirinchus lanceolatus (Hikita, 1913) 
 

 日本固有種。最大全長18cm。体は細長く、口は大きい。脂鰭がある。産卵期には、雄は臀鰭が大きくなり、体

色が黒ずむが、雌は鰭が変化せず、体がわずかに黒くなる程度である。 

 世界的にも北海道の太平洋岸にのみ分布する。10月中旬～11月下旬にかけて産卵のために、特定の河川に遡上

する。現在遡上が確認されている河川は胆振地方の鵡川、日高地方の沙流川、十勝地方の十勝川、釧路地方の茶

路川、庶路川、阿寒川、新釧路川、厚岸町の別寒辺牛川、尾幌分水川である。かつて、渡島地方の遊楽部川や長

万部川にも遡上していた。河川の河口から２～15kmの上流の粒径１～３mmほどの細かい砂礫が存在するところに

遡上して産卵するので、細礫の存在が重要である。 

 北海道の全体の漁獲量は1970年代になって急激に減少したが、1989～2003年では1,000トン以上の漁獲量が

あり比較的安定している。しかし、襟裳岬以西の海域では、1991～1994年の４年間にわたり自主休漁を行うほど

資源が減少した。漁獲の最盛期には1,000トンの水揚げがあったが、現在は100～200トン程度である。減少の原

因は親魚の乱獲や産卵場における細礫の消失（13）が考えられる。このように、襟裳岬以西の資源が減少傾向に

あることから、同地域の個体群が今回、新たにLPとして掲載された。 

 新釧路川と庶路川では自然産卵方式の孵化放流事業が行われている。 

 

【参考文献】 28）、69） 

執筆者：針生 勤（釧路市立博物館） 

 
LP（絶滅のおそれのある地域個体群）［新規掲載］ 

トゲウオ目 トゲウオ科 

福島県以南の陸封のイトヨ太平洋型 
Gasterosteus aculeatus aculeatus (Linnaeus, 1758) 
 

 最大全長10cm。体は細長い。背鰭棘はおおむね３本であるが、稀に４本もつ個体も存在する。背鰭棘の鰭膜は

棘の先端まで達する。体側の鱗板は体前部から尾柄部まで連続するが、鱗板数は約30でイトヨ太平洋型の遡河回

遊個体に比べてやや少ない。繁殖期には、雄の頭部下面から鰓蓋にかけて鮮やかな赤色、また体側に光沢のある

青色の婚姻色を呈する。 

 福島県以南では福島県会津、栃木県那須、および福井県大野に分断されて分布する（61）。各生息地個体群間に

は遺伝的分化が認められているため、それぞれの地域個体群毎に保護される必要がある。本陸封個体群は湧水の

ある河川細流部の流れの緩やかな場所で一生を送る。繁殖期は４～８月くらいまでで、ハリヨに比べて短い。ま

た、卵の直径が1.4～1.8mm、寿命が１～３年であることを除くと、その生物学的特性はハリヨに類似する。 

 生息地の縮小、個体群サイズの減少の主な要因は、農工業用水の利用増加に伴う湧水の枯渇化（71）およびコ

ンクリート護岸化などの河川改修（13）による生息環境悪化にあると考えられる。今回、ハリヨを別の分類群と

して扱いCRとされたことから、本個体群はLPとして掲載された。野外での保全活動は行われていない。 

 

 

 

【参考文献】 26）、154）、161） 

執筆者：後藤 晃（北海道大学北方生物圏フィールド科学センター） 
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LP（絶滅のおそれのある地域個体群）［新規掲載］ 

トゲウオ目 トゲウオ科 

本州のイトヨ日本海型 
Gasterosteus aculeatus aculeatus 
 

 最大全長８cm程度。これまでイトヨとされていたものは、遺伝的研究によりイトヨ日本海型とイトヨ太平洋型

の２種に分類され、前者はすべて遡河回遊型個体群であり、後者はこれと河川型個体群が存在することが明らか

となった。イトヨ日本海型は、朝鮮半島から北海道にいたる日本海沿岸と北海道のオホーツク海沿岸および本州

太平洋側の一部に分布する。本州では、太平洋側は青森県小川原湖など、日本海側は島根県浜田市以北に分布す

るほか、山口県や福岡県からも記録がある。背鰭の前に鋭い棘が３本あり、前３本は強大である。腹鰭にも１対

の強大な棘があり、臀鰭前方にも１本の棘をもつ。体側部前方から尾柄にかけ、比較的大型の鱗板が連なる。銀

白色の金属光沢をもつが、産卵期になると雄の背部は青暗色、頭部下面から腹部にかけては鮮紅色になり、眼は

青く蛍光色を帯びる。３～６月に河川に遡上し、流れの緩やかな場所や細流で営巣・産卵する。繁殖期の雄は強

い縄張りをもち、特有の求愛・繁殖行動を示す。孵化後２～３cmになるまで淡水域で生活し、夏季までには降海

する。 

 本種は両側回遊魚であることから、海から河川への遡上通路とともに、遡上後の産卵場所に至る通路と産卵適

地が必須である。しかし、本州の個体群は河口堰の建設（13）、河口域から中流域での河川改修（13）、排水の流

入による水質悪化（31）、食用のための釣りや網による採捕などにより、遡上数は激減している。このような減少

傾向は今後とも継続することが予想されることから、新たにLPとして掲載された。 

【参考文献】 25）、26） 

執筆者：杉山秀樹（秋田県農林水産部） 

 
LP（絶滅のおそれのある地域個体群）［新規掲載］ 

トゲウオ目 トゲウオ科 

本州のトミヨ属淡水型 
Pungitius pungitius (Linnaeus, 1758) 
 

 最大全長７cm程度。カムチャツカ半島、アムール川流域から朝鮮半島、北海道および本州東北・北陸地方に分

布する。本州では、太平洋側は青森県のみ、日本海側は青森県から福井県まで。背部に８～10本の棘をもち、そ

の鰭膜は透明である。体色は緑褐色で、体側に雲状の斑紋をもつものが多い。体側の鱗板数は変異に富み、33枚

前後で連続しているもの、途中で欠け不連続のもの、体後方のみに有するものなどが認められている。鱗板の連

続・不連続により「トミヨ」・「イバラトミヨ」の和名が使用されていたが、遺伝的研究に基づくトミヨ属魚類

の再検討が行われ、「トミヨ属淡水型」の名称が提案された。すなわち、トミヨ属淡水型には鱗板が連続するも

のと不連続のものがおり、青森県青森市や秋田県米代川水系などでは両者が混在している地点も認められている。

主として湧水が豊富な扇状地の河川に生息し、雄は４～８月に岸よりの流れが緩やかな場所にイネ科やヤナギ類

の根などを利用して直径３～４cmの球形の巣をつくり、雌を呼び込み産卵する。 

 本州各県では住民団体や自治体などが本種の保護活動を行っているが、河川改修（13）、圃場整備（23）、井戸

等の地下水の過剰使用等による湧水量の減少や枯渇、排水の流入（31）、都市化に伴う水質の悪化（31）などによ

り生息箇所の減少（61）とともに生息個体数も激減していることから、本州の個体群がLPとして新たに掲載され

た。秋田県横手市の湧泉３か所はトミヨ属雄物型と同所的に生息しており、1998年に秋田県指定天然記念物にな

った。 

【参考文献】 140）、143） 

執筆者：杉山秀樹（秋田県農林水産部） 
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LP（絶滅のおそれのある地域個体群）［新規掲載］ 

カサゴ目 カジカ科 

東北・北陸地方のカンキョウカジカ 
Cottus hangiongensis (Mori, 1930) 
 

 最大全長20cm。体は細長い。体の背側に５～６の暗色の鞍状斑があり、体側全体に緑褐色の小さな斑点が多数

散在する。また、胸鰭にも数個の暗色斑がある。鰓蓋の後縁には１本の棘があり、胸鰭の軟条は分枝しない。胸

鰭軟条は13～15本。体サイズに性的二型が認められ、雄は雌より大型である。 

 日本、朝鮮半島東部、ロシア沿海州に分布する。日本国内では、日高地方以北の太平洋側を除く北海道、東北

地方および富山県に分布する。生活環は淡水両側回遊性で、海から遡上した稚魚は川の中・下流域を中心に生息

し、成魚になると特に早瀬や岸寄りの浅瀬に多い。肉食性で、流下する水生昆虫を主食するが、小魚や礫石に付

着した水生昆虫も捕食する。産卵期は３～４月で、雄は下流域の瀬の礫底にある浮き石下の空所を繁殖縄張りと

して占め、成熟した雌を誘い入れて産卵する。産出卵は石の下面に付着し、保護雄によって孵化まで守られる。

婚姻形態は一夫多妻である。 

 東北・北陸地方に分布する本種は、近年、河口・下流域でのコンクリート護岸化、流路の直線化（13）などに

よって個体群サイズが著しく減少している。また、水質汚濁（31）、および河川におけるダム・堰堤などの横断工

作物の設置（13）による稚魚の遡上阻害・生息場所の縮小が減少に拍車をかけている。今回、上記の要因で北陸・

東北地方における本種の生息場所の縮小と個体群サイズの減少が著しいことから、同地域の個体群がLPとして新

たに掲載された。野外での保全活動は行われていない。 

【参考文献】 19）、20）、121） 

執筆者：後藤 晃（北海道大学北方生物圏フィールド科学センター） 

 
LP（絶滅のおそれのある地域個体群）［新規掲載］ 

スズキ目 スズキ科 

有明海のスズキ 
Lateolabrax japonicus (Cuvier, 1828) 
 

 最大全長 104cm。体は細長く、よく側扁する。背鰭は２基。ヒラスズキに似るが、体がより細長く、背鰭軟条

数が12～14本と少ない（ヒラスズキでは15～16本）。有明海のスズキの成魚は約60％の個体の体側に黒斑があ

り、黒斑があっても幼魚期に限られる他の海域のスズキとは形態的にもやや異なる。また、黒斑がある個体は、

養殖種苗の逸出に由来する中国原産の外来種タイリクスズキに似るが、黒斑の大きさが体側鱗と同大かそれより

も小さいことで区別できる（タイリクスズキでは体側鱗よりも大きい）。有明海の個体群は、有明海外の集団から

隔離されており、単一のメンデル集団を維持していることが遺伝的研究からわかっている。 

 北海道から九州、朝鮮半島に分布する。主に河口域から内湾の沿岸にかけて生息し、産卵期は冬で、湾中央か

ら湾口付近にかけての水域で産卵する。稚魚は河川淡水域から汽水域を育成場として利用する。 

 有明海では、昭和30年代後半に207～332トンあった年間漁獲量が平成元年から10年の間に36～82トンと急

減しており、佐賀県では準絶滅危惧種に指定している。同地で行われている干拓事業（14）は、有明海全体の環

境を悪化させており、生物地理学的に貴重な有明海産スズキ個体群の存続が憂慮される。また、有明海以外の各

地で野生化しているタイリクスズキが侵入した場合、競争による駆逐（56）や交雑による遺伝子汚染（57）の可

能性も考えられる。今回、汽水性魚類の評価対象種が拡充されたことから、本地域個体群が新たにLPとして掲載

された。保全策はとられていない。 

【参考文献】 151） 

執筆者：瀬能 宏（神奈川県立生命の星･地球博物館） 
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LP（絶滅のおそれのある地域個体群）［新規掲載］ 

スズキ目 ハゼ科 

北海道南部・東北地方のスミウキゴリ 
Gymnogobius petschiliensis (Gill, 1859) 
 

 最大全長12cm程度。スミウキゴリは、同じウキゴリ属のウキゴリやシマウキゴリに似るが、第１背鰭後方に黒

斑はないが、各鰭条を横切る茶褐色の数条の縞模様があることで識別できる。また本種は、ウキゴリ属の中では

最も大型になり、体型はやや丸みを帯びる。稚魚は尾柄の黒色斑紋が明瞭で、尾鰭には逆くの字型の太い黒色の

バンドが１～３条認められる。朝鮮半島および北海道日高地方から鹿児島県屋久島までの河川に分布している。

中・小河川の河口付近から下流域の流れの緩やかな岸よりや物陰に隠れ、小型の魚類やエビ類、ヨコエビ類、水

生昆虫などを捕食する。大河川では少ない。産卵期は５～７月で、平たい礫の下面に産卵床をつくり産卵する。

孵化仔魚はそのまま海まで流下し、６～８月に２cm前後の稚魚が河川河口域に遡上する。 

 北海道では日高地方と渡島地方の河川、東北地方では青森県夏泊半島、日本海側と太平洋側の中・小河川に分

布するが、生息が認められていない河川も多く、また、生息していてもその個体数は少ない。 

 本種は両側回遊魚であることから、海から河川への遡上通路の確保とともに、生息場所となる河口域から下流

域の安定した環境が重要である。しかし、北海道南部・東北地方の個体群は、近年、中・小河川での河川改修（13）、

排水の流入による水質悪化（31）などにより激減している。このような減少傾向は今後とも継続することが予想

されることから、LPとして新たに掲載された。 

 

【参考文献】 34）、41） 

執筆者：杉山秀樹（秋田県農林水産部） 

 
LP（絶滅のおそれのある地域個体群）［新規掲載］ 

スズキ目 ハゼ科 

鳥海山周辺地域のジュズカケハゼ 
Gymnogobius castaneus (O'Shaughnessy, 1875) 
 

 最大全長７cm。他のジュズカケハゼ地域個体群とは遺伝的に大きく異なっており、鳥海山を挟んで秋田県側と

山形県側の双方に分布すると考えられている。他地域のジュズカケハゼとの間で計数形質に違いは見られないが、

婚姻色の出た雌の第１背鰭後半部に大きな黒色斑が見られず、吻長・両眼間隔幅・顎長が長い（広い）傾向があ

る。未記載種の可能性、生物地理学的な重要性、局限された分布域での絶滅のおそれの増大によって本地域個体

群がLPとして新たに掲載された。 

 生息環境は、ため池や河川敷の水たまりが知られている。筆者らが把握している生息地は３カ所のみであり、

当該生息地において護岸工事（13、15）やオオクチバスの密放流（52）が行われると、即絶滅する可能性がある。

保護活動はなされていない。早急な保全対策を講じる必要があるが、希少淡水魚マニアによる乱獲（41）にさら

されないように情報の取り扱いは十分な慎重さを持って行う必要がある。 

 

 

 

 

 

【参考文献】 116）、118） 

執筆者：向井貴彦（岐阜大学地域科学部） 
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LP（絶滅のおそれのある地域個体群）［新規掲載］ 

スズキ目 ハゼ科 

富山平野のジュズカケハゼ 
Gymnogobius castaneus (O'Shaughnessy, 1875) 
 

 最大全長７cm。富山県の水路・溜池にのみ分布。頭項部から後頭部にかけて広く密に鱗で被われており、被鱗

域の前端が前鰓蓋後端をとおる垂線より若干前方にまで達することで、他地域のジュズカケハゼや近似種と区別

できる。他地域のジュズカケハゼでもそれに近い状態の個体が見られるが、その場合、項部～後頭部鱗は敷石状

にまばらに散在し（vs. 富山平野個体群では瓦敷状かそれに近い状態）、数も少ない（背鰭前方鱗数21枚以下 vs. 

富山平野個体群では19～31枚、通常27枚以上）。尾鰭の総鰭条数はウキゴリ属の１種（ジュズカケハゼ関東型）

に次いで少なく（32～35）、臀鰭軟条数も他の地域個体群に比べてやや少ない（７～８ vs.通常９～10）。婚姻色

の出た雌の第１背鰭後半部には大きな黒色斑がない。未記載種の可能性、生物地理学的な重要性、局限された分

布域での絶滅のおそれの増大によって本地域個体群がLPとして新たに掲載された。 

 1990 年代後期に発見された生息地の１つにはすでにオオクチバスが侵入している（52）。その後発見された生

息地のいくつかは、埋め立てで消滅したり（15、23）、近隣でゴルフ場が開発されることで環境が悪化している（21、

31、32）。周辺にはオオクチバスの生息地が多数あるため、その移殖による生息地の消滅も危惧される。保護活動

はなされていない。早急な保全対策を講じる必要があるが、希少淡水魚マニアによる乱獲（41）にさらされない

ように情報の取り扱いは充分な慎重さをもって行う必要がある。 

 

【参考文献】 116） 

執筆者：向井貴彦（岐阜大学地域科学部） 

 
LP（絶滅のおそれのある地域個体群）［新規掲載］ 

フグ目 フグ科 

沖縄島のクサフグ 
Takifugu niphobles (Jordan & Snyder, 1901) 
 

 最大全長15cm。体の背面は地色が濃い緑色で、白色小斑点が散在し、胸鰭後方の体側に白い縁取りのない黒色

斑をもつことが特徴。 

 青森県以南の本州、四国、九州と沖縄島、東シナ海、朝鮮半島南部に分布する。内湾の浅所から河川汽水域に

かけての砂底や砂礫底に生息する。産卵期は初夏で、新月と満月の直後に陸水の湧き出る崖下の砂礫海岸の汀線

付近に押し寄せて集団で産卵する。沖縄島の個体群は、遺伝的に本土のものから区別され、成熟が早いなどの特

徴をもち、同島の魚類相の成立を考察する上で貴重な存在であるが、主要な生息地では埋め立て（14）や護岸に

より生息域を狭められつつある。主要生息地の１つであった大浦湾に注ぐ河川汽水域では、近年個体数が大幅に

減少した。また、中城湾や金武湾では、大規模な埋め立て計画（14）が進行中で、個体群の存続が危ぶまれる。

今回、汽水性魚類の評価対象種が拡充されたことから、本地域個体群が新たにLPとして掲載された。保全策はと

られていない。 

 

 

 

 

【参考文献】 88） 

執筆者：瀬能 宏（神奈川県立生命の星･地球博物館） 
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アオギス   CR  12 

アカヒレタビラ  EN  22 

アカメ   EN  30 

アゴヒゲオコゼ  CR  10 

アサガラハゼ  VU  44 

アジメドジョウ  VU  38 

アトクギス  EN  31 

アブラヒガイ  CR   5 

アブラボテ  NT  50 

アミメカワヨウジ  EN  28 

アンピンボラ  DD  56 

イサザ   CR  17 

イシカリワカサギ  NT  51 

イシドンコ  DD  59 

イチモンジタナゴ  CR   3 

イドミミズハゼ  NT  54 

イトヨ（福島県以南の陸封のイトヨ太平洋型） LP 67 

イトヨ（本州のイトヨ日本海型） LP  68 

イワトコナマズ  NT  51 

ウキゴリ属の１種（ジュズカケハゼ関東型） 

   EN  34 

ウナギ   DD  55 

ウラウチイソハゼ  CR  16 

ウラウチヘビギンポ CR  14 

エゾウグイ（東北地方のエゾウグイ）LP  66 

エゾホトケドジョウ EN  27 

エドハゼ   VU  47 

エリトゲハゼ  DD  59 

オガサワラヨシノボリ CR  19 

オショロコマ  VU  40 

オニボラ   DD  56 

オヤニラミ  VU  43 

カガミテンジクダイ CR  11 

カキイロヒメボウズハゼ DD  60 

カジカ小卵型  EN  29 

カジカ大卵型  NT  53 

カジカ中卵型  EN  30 

カゼトゲタナゴ  EN  23 

カマキリ   VU  42 

カマヒレボラ  DD  57 

カワアナゴ科の１種 DD  59 

カワギンポ  CR  15 

カワクモハゼ  CR  18 

カワヒガイ  NT  50 

カワボラ   CR  10 

カワヤツメ  VU  36 

カンキョウカジカ（東北・北陸地方のカンキョウカジカ） 

   LP  69 

キンブナ   NT  50 

ギンポハゼ  DD  63 

 

 

 

クサフグ（沖縄島のクサフグ） LP   71 

クルメサヨリ  NT  52 

ゲンゴロウブナ  EN  20 

コイ（琵琶湖のコイ在来型） LP  65 

ゴギ   VU  41 

コクチスナゴハゼ  DD  61 

コゲウツボ  CR   2 

ゴシキタメトモハゼ NT  53 

コビトハゼ  EN  35 

ゴマクモギンポ  DD  58 

ゴマハゼ   VU  49 

コモチサヨリ  NT  52 

コンテリボウズハゼ CR  16 

サクラマス（ヤマメ） NT  51 

サツキマス（アマゴ） NT  52 

シシャモ（襟裳岬以西のシシャモ）LP  67 

シナイモツゴ  CR   5 

シマサルハゼ  CR  17 

シミズシマイサキ  CR  13 

ジャノメハゼ  EN  32 

ジュズカケハゼ（鳥海山周辺地域のジュズカケハゼ） LP 70 

ジュズカケハゼ（富山平野のジュズカケハゼ）LP 71 

ショウキハゼ  NT  55 

シラヌイハゼ  DD  61 

シロウオ   VU  46 

シロヒレタビラ  EN  22 

スゴモロコ  NT  51 

スジシマドジョウ小型種九州型 EN 26 

スジシマドジョウ小型種山陰型 EN 26 

スジシマドジョウ小型種山陽型 CR  6 

スジシマドジョウ小型種東海型 EN 25 

スジシマドジョウ小型種琵琶湖型（淀川個体群を含む）

   EN  25 

スジシマドジョウ大型種 EN  24 

スジシマドジョウ中型種 VU  39 

スズキ（有明海のスズキ） LP  69 

スダレウロハゼ  DD  60 

スナヤツメ南方種  VU  36 

スナヤツメ北方種  VU  35 

スミウキゴリ（北海道南部・東北地方のスミウキゴリ）LP 70 

ゼニタナゴ  CR   4 

セボシタビラ  CR   4 

ダイダイコショウダイ DD  58 

タウナギ   EN  27 

タスキヒナハゼ  DD  62 

タナゴ   EN  21 

タニヨウジ  CR   9 

チクゼンハゼ  VU  47 

チョウザメ  EX   2 

チワラスボ  EN  33 



 

 

ツチフキ   VU  37 

ツバサハゼ  CR  15 

テッポウウオ  DD  58 

デメモロコ  VU  38 

トウカイヨシノボリ NT  54 

ドウケハゼ  DD  60 

トゲナガユゴイ  EN  31 

トビハゼ   NT  53 

トミヨ属雄物型  CR   8 

トミヨ属汽水型  NT  52 

トミヨ属（本州のトミヨ属淡水型）LP  68 

ドロクイ   EN  20 

トンガスナハゼ  DD  64 

ナガブナ   DD  56 

ナガレフウライボラ EN  28 

ナミダカワウツボ  CR   3 

ナミノコハゼ  DD  63 

ナリタイトヒキヌメリ DD  59 

ナンヨウタカサゴイシモチ VU  43 

ナンヨウチヌ  NT  53 

ニゴロブナ  EN  21 

ニシン（太平洋側湖沼系群のニシン）LP  65 

ニセシマイサキ  CR  13 

ニセシラヌイハゼ  DD  61 

ニセツムギハゼ  DD  62 

ニッコウイワナ  DD  56 

ニューギニアウナギ DD  55 

ハス   VU  37 

ハゼクチ   VU  48 

ハナダカタカサゴイシモチ DD  57 

ハリヨ   CR   7 

ヒゲソリオコゼ  CR  11 

ヒゲワラスボ  VU  45 

ヒナイシドジョウ  EN  24 

ヒメサツキハゼ  CR  19 

ヒメテングヨウジ  CR   9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒモハゼ    NT  54 

ヒルギギンポ  CR  14 

ヒルギヌメリテンジクダイ DD  58 

ビワヨシノボリ  DD  63 

フタゴハゼ  DD  61 

フタホシハゼ  DD  62 

フナ属の１種（沖縄諸島産）DD  55 

ベニザケ（ヒメマス） CR   7 

ヘビハゼ   DD  60 

ホクロハゼ  NT  54 

ホシイッセンヨウジ CR   8 

ホシマダラハゼ  VU  44 

ホホグロスジハゼ  DD  63 

ホホグロハゼ  CR  18 

ボルネオハゼ  VU  49 

ホンモロコ  CR   6 

マイコハゼ  DD  64 

マサゴハゼ  VU  48 

マルタ（本州日本海側のマルタ） LP  66 

マングローブゴマハゼ EN  34 

ミツバヤツメ（栃木県のミツバヤツメ）LP  64 

ミナミヒメミミズハゼ VU  46 

ミヤベイワナ  VU  40 

ムジナハゼ  DD  62 

ムツゴロウ  EN  33 

メダカ北日本集団  VU  41 

メダカ南日本集団  VU  42 

モンナシボラ  DD  57 

ヤエヤマノコギリハゼ EN  32 

ヤマトシマドジョウ VU  39 

ヤマノカミ  EN  29 

ヤリタナゴ  NT  50 

ヨコシマイサキ  CR  12 

ワキイシモチ  DD  57 

ワタカ   EN  23 

ワラスボ   VU  45 
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